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プロローグ





「私を──兄さんの恋人にしてくださいっ」

　七月七日。

　場所は千せん羽ば学がく園えんの屋上。

　夏の日差しが降り注ぐ下で、私──つじ峰みね真ま由ゆ香かは自分の気持ちを告白しました。

　峰冬とう夜や。

　生まれたときから十年間も兄きよう妹だい同然に育ってきた男の子。ちょっぴり目つきが悪いせいか、よく不良と間違われたりしているらしいけど、傍はたから見たらどこにでもいるような普通の高校生。

　でも、兄さんには普通の人には言えない秘密があります。

　なんでも、私たちの先祖には魔女がいたそうです。ひどく現実離れした御お伽とぎ噺ばなしですが、その魔女は自分が蒐しゆう集しゆうしていたアンティークに魔術をかけるために、自らの血を分け与えました。

　その数、実に九十九。

　魔女が亡くなってから約五十年が経たった現在。彼女の血ちからを分け与えられたことで魔力が宿ったアンティークたちは、《魔女の遺産ウイツチクラフト》と呼ばれ、この街のあちこちで奇怪な事件を起こしています。

　そして、ウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするのが私たちつじ峰みね家の役目。

　兄さんもウィッチクラフトの蒐集に専念するために、しばらくは恋愛をしないって言っていました……。

「………」

　けれど、私は兄さんに自分の気持ちを伝えてしまった。

　先日の七なな海みさんとの戦いのとき、兄さんは子供の頃ころみたいに私のことを励ましてくれました。兄さんがいてくれたから、私は三年前の事件のトラウマを乗り越えて、自分のウィッチクラフトの能力を引き出すことができたんです。

　そして、その出来事がきっかけで、私は兄さんに自分の気持ちを伝える覚悟ができたんだと思います。

　だって──。

「───」

　私は、冬夜のことがずっと好きだったんです。

　今となっては遠い昔の夏の思い出。

　私が冬とう夜やのことを『兄さん』って呼ぶようになった、あの日から──。








第１章　サマータイムパニック





『もしもし？　誰だれだよ、こんな夜更けに電話をかけてくるヤローは』

「……俺だ」

『んんん？　あー、その声はおにーさんか！　ったく、名前ぐらい名乗れよな。つーか、なんでうちの電話番号を知ってんだ？』

「憶おぼえてねえのかよ。あんた、ついこの前……七海が梨り央お姉ねえを人質に取ったときに、峰本家に連絡してきただろ？　そのときの番号が着信履歴に残ってたんだ」

『はあん。なるほどね。でも、アタシがたまたまここにいてラッキーだったな。もうこの部屋はおにーさんたちにバレちまったから、いつ襲われても大丈夫なようにたまにしか帰らねーことにしてるんだ』

「そうなのか。けど、そんな心配しなくても大丈夫だろ。きっと梨央姉は俺たちのチームワークが上がってからあんたと戦うつもりだからな」

『へえー。そういや、《紅柩ピジヨンブラツド》たちも仲間になったんだっけか。で、てめえらはアタシを斃たおすために団結してるってわけだ』

「まあ、そんなところだよ。それで──セツナ。今日俺があんたに電話した要件は一つだ。あんたがつじ峰みね家に協力する代わりに、俺に提示した条件。それは……お互いのウィッチクラフトを賭かけて戦うことだったはずだ。だから、その日程を決めよう」

『ふぅん。やけに焦ってんだな。そんなに《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうしたいのか？　それとも、何か問題が起きたとか？』

「ああ。実は、今日真ま由ゆ香かに告白された」

『………』

「……オイ、いきなり黙るなよ。まあ、ビックリするのも無理はないけどさ」

『ばっ……ばばばばばかにすんなっ！　この程度のことでアタシがビックリするわけねーだろっ！　別に、「ついにやりやがったなまゆっち！」とか感心してるわけでもねーぞっ!?』

「……ちょっと待て。ついにって……それじゃあんたは真由香が俺のことを好きなのを知ってたみたいじゃねえか」

『………。オイ、本気かよおにーさん。まゆっちがてめえを好きだってことは誰だれだって一目見りゃわかるだろ。まゆっちだって、かなりわかりやすくデレてたじゃねーか』

「いや……俺は、あれくらい家族なら普通かなって思ってた」

『あー……なるほど。せっかく一緒の家に住んでるのに、おにーさんが全然自分の気持ちに気付いてくれないから、奥手なまゆっちも告白っていう最終手段に踏み切るしかなかったわけか』

「結果的には、そういうことになっちまうのかな。──とにかく。真由香の告白に応こたえるためにも、俺はあんたと戦う日を決めたいんだ」

『はあん。もしかして、てめえはアタシと戦う日までにまゆっちの告白に応えるつもりか？　おにーさんはアタシとの戦いで命を落とすかもしれない。だから、それまでにまゆっちからの告白に決着を付けたい……と』

「……ああ、そうだ。だから──」

『八月一日』

「えっ……」

『聞こえなかったのか？　八月一日。それがアタシとおにーさんの決闘デートの日取りだ。その日ならアタシの傷も完かん璧ぺきに癒いえてる。それに、期日まではまだ三週間も時間があるんだ。ちゃんとまゆっちに自分の気持ちを伝えてやんな』

「セツナ……」

『その代わり、決闘のことは誰にも言うなよ？　この戦いはアタシたちだけのもんだ。もし約束を破った場合は他ほかのヤツらにも危害が及ぶことになる』

「……わかってる。約束は必ず守るよ」

『はん。上等だ。じゃあ、改めて言うぜ。いいか？　絶対に忘れんな──』

『八月一日、深夜零時ジャスト。場所は千せん羽ば学がく園えんの校庭。アタシはそこであんたを待ってるぜ、つじ峰みね冬とう夜や』



×　　　×　　　×



「……んっ」

　瞼まぶたを開けて目を覚ますと、暑く火照った夏の空気を肌に感じた。

　寝ぼけたままの目で枕まくら元もとにあるデジタル時計を確認すると、時間は朝七時前。どうやら目覚まし時計が鳴る前に起きてしまったらしい。

「せっかくの夏休みなのにな……」

　そう、今日は七月二十九日。

　俺が通っている千羽学園も絶賛夏休み期間中である。

　だからもうちょっと寝ててもいいと思うんだが、夏休み前は朝の鍛錬のために六時前に起きていたせいか、どうも目が覚めてしまった。

「まあ、あんな夢を見たせいもあるかもしれないけどさ」

　ため息を吐つきながら、俺は今まで見ていた夢を思い出していた。

　遡さかのぼること約三週間前。俺は決闘の日程を決めるために、セツナに連絡を取った。

　結果、無事に日程を決めることができたのだが……あいつと戦う前に、俺は彼女からの告白に応えなくちゃいけない。

　峰真ま由ゆ香か。

　俺の従妹いとこにして、生まれてから十年間もホントの兄きよう妹だいみたいに一緒に暮らしてきた女の子。そう、俺は真由香のことを本当の妹みたいに思ってたんだ。

　なのに──。



『私を──兄さんの恋人にしてくださいっ』



　七月七日。

　学園の屋上で二人きりになったとき、突然真由香は俺に告白してきた。

　そして、あいつの告白に対する俺の返答は──保留。

　情けない話だが、『少し考える時間をくれ』と言って、その場をやり過ごすしかなかったんだ。

　しかし、あの告白からすでに三週間も時間が経たってしまった。おまけに、セツナと戦う日だってすぐそこまで迫ってやがる。

　だから一刻も早く真由香に自分の気持ちを伝えなくちゃいけないんだが……。

「──あら。今日のお兄様はなんだかとっても憂ゆう鬱うつそうね」

「!?」

　いきなり響いた甘えるような声に眠気が一気に吹っ飛んだ。反射的に上半身を起こしてから、身体からだにかかっていたタオルケットをバサっと剥はぎ取ると、

「おはよう、お兄様」

　紅髪の女の子が微笑ほほえんでいた。

　しかも、俺の身体に寄り添うように添い寝しながら。

「………」

　……眩暈めまいがする。

　もしかしたら俺は朝っぱらから熱中症にでも掛かっているのかもしれん。それかまだ夢の中にいるのか。じゃなかったらこんなラブコメイベントと遭遇しちゃうはずがねえ。

「……あの、七なな海みさん？」

「何かしら、お兄様？」

　話しかけると、彼女は紅あかい髪を揺らしながらクスッと微笑んできた。

　霧きり谷や七海。

　外見はただの可愛かわいい女の子にしか見えないが、彼女は特別な女の子だ。その正体は、遺産２《紅柩ピジヨンブラツド》。ウィッチクラフトを巡る三大勢力の一角──霧谷家の当主にして、ウィッチクラフトを封印する柩ウイツチクラフトである。

「なんでおまえがここにいるんだよ」

「ふふっ。そんなに怒らないで。私はお兄様のことを起こしに来てあげたの」

「ざけんな。俺を起こすだけなら添い寝をする必要はないだろうが」

「別にいいじゃない。霧谷の当主である私がお兄様と仲良くしても問題ないでしょう？」

「いや、確かにそうかもしれないけどさ」

　ウィッチクラフトを巡って五十年間も争っていたつじ峰みね家と霧谷家だが、今は同盟を結んで協力関係にある。だから、七海が峰の人間である俺の傍そばにいても問題はないのかもしれんが……。

「……七海。一つ質問していいか？」

「どうぞ。私に答えられる範囲なら答えてあげるわ」

「……わかった。じゃあ、質問するぞ？　なんでおまえはそんな服を着てるんだ？」

　ビシっと、七海が身に纏まとっている衣装を指さしてやる。

　メイド服。

　普段は七海のメイドである霧谷アリスが身に纏っているエプロンドレスである。なぜか、七海はそれを身に纏っていたのだ。

「あら、似合ってなかったかしら？」

「そういうことを言ってるんじゃねえ」

「まあ、仕方がないわね。アリスのメイド服を借りてきたんだけど、私にはサイズがちっちゃかったみたい。胸の辺りが窮屈で仕方がないわ」

「頼むから俺の話を聞いてくれ！　つーか、胸がキツいからって上着のボタンを外しだすのはやめろ！」

「冷静になって、お兄様」

「この状況でクールダウンできるわけねえだろ！」

「どうして寝起きなのにテンションが高いの？」

「間違いなくおまえのせいだよ！」

　ぷちぷちとメイド服のボタンを外し始めた七なな海みにツッコむ。

　落ち着いた雰囲気の七海がメイド服を着てるのはギャップがあってメチャクチャ可愛かわいく見えるんだが……ボタンが外れた襟口から胸の谷間が見えて……うん。大変です天国の母かあさん。このままじゃ俺の理性のタガまで外れちゃうかも。

「もう、そんなに叫ばないで。私はメイド服を着てお兄様と添い寝してみたかっただけ」

「どんな動機だよ」

「こうしていると新婚さんみたいで楽しいでしょ？」

「普通の新婚さんはこんなエキセントリックなプレイはしねえ。つーか、俺は新婚さんになんかなりたくなくて……」

「じゃあ、ロリコンさん？」

「人のことをロリコン呼ばわりするな！」

「じゃあ、ロリ婚さん？」

「なんか文字が危ない感じになってねえか!?」

「ちなみに私は生まれてすぐ魔女に眠らされちゃったから、現在の年齢は〇歳。いわゆる合法ロリよ」

「自分のことを合法ロリとか言うなや！　つーか、さっさとベッドから出てけ！　もう十分俺のことをからかったろ！」

「ふふっ、残念。せっかく同居してるんだから、もうちょっとイチャイチャしてくれてもいいのに」

　ふざけんな。俺とおまえは同居してるわけじゃねえぞ。正確には七海たちが週三日のペースでお泊りに来てるだけである。

　そもそも、こんなことになってしまった原因はつじ峰みねと霧きり谷やの同盟なのだ。協力関係を結んだのはよかったものの、霧谷家の当主である七海は『チームワークを高めるために、私とアリスも峰本家に同居する』とか言い出しやがった。

　その結果が今の状況。

　一つ屋根の下に女子が四人＋男子が一人というアンバランス。つじ峰みね本家は女子寮ばりのガールズパラダイスへと変へん貌ぼうしたのだった。……いや、こう言うと俺のポジションが羨うらやましがられるかもしれないが、実際は肩身が狭いったらありゃしませんよ。

「ところで」

　と。

　俺が自分の置かれた現状に辟へき易えきしていると、七なな海みは桜色の唇で言葉を紡いで──。



「最近、真ま由ゆ香かさんと何かあったの？」



「………」

　……お願いだ。

　誰だれか今すぐ俺に胃薬を買ってきてくれ。目の前にいる腹黒メイドがクリティカルな質問をしてきたせいでストレス性胃炎になっちゃいそう。

「な、なんで急にそんなこと訊きくんだ？」

「だって、今朝の占いで聞いたから」

「占い？」

「めざ×しテレビよ」

「めざ×しテレビの占いはそこまでピンポイントじゃねえ！」

「うふふ。今のは冗談。でも、ここ最近のお兄様と真由香さんは様子がおかしい気がするの。なんとなくギクシャクしてるっていうか」

「そ、そんなことはないと思うけどな……」

　七海の質問に、俺は乾いた笑みを浮かべるしかなかった。

　実際、俺と真由香の関係はギクシャクしちまってる。俺が早く告白の返事を言わないのがいけないせいか、お互いに顔を合わせても上う手まく会話が続かないのだ。

　かと言って誰かに相談するわけにもいかない。事実、真由香も告白のことは誰にも言ってないみたいだし……。

「……お兄様」

「………っ！」

　瞬間、誘惑するみたいな口調で呼ばれてドキッとしてしまった。

　何を思ったのか、七海はベッドの上で四よつん這ばいになってから、俺の顔を上目づかいに覗のぞき込みながら距離を縮めてきた。そのせいでメイド服の胸元から瑞みず々みずしい肌とふくよかな胸の谷間が覗いて……うわー、なんだこれ。朝っぱらから心臓に悪すぎるんですが。

「本当に真由香さんとは何もなかったの？」

「さ、さっきも言っただろ？　真由香とは何もなかったよ。つーか、なんでこんなにしつこく訊きいてくるんだ？」

「あら、そんなの決まってるでしょう？　だって、私はお兄様のことをまだあきらめていないもの」

「………っ」

　あまりにも真まっ直すぐすぎる告白に、胸の動どう悸きが加速する。

　三週間前の千せん羽ば学がく園えんの屋上で、七なな海みは今と同じ言葉を俺に言ってきた。そして俺の頬ほおに……キ、キスまでしてきやがったんだ。

　霧きり谷や七海。

　そう、コイツも真ま由ゆ香かと同じで俺のことを好きだって公言してるわけで……。

「だから、もし真由香さんと何かあったのなら教えてくれないかしら？　そうすれば私はメイドとしてお兄様のお願いをなんでも聞いてあげるわ」

「お、お願いって……」

「たとえば……ちょっぴりえっちなことでもいいわよ？」

「えっ……って、だあああああ何してんだよおまえは!?」

　思わず叫んでしまった。突然、ベッドの上で立ち上がった七海はメイド服のスカートの裾すそに手をかけたのだ。

　そのまま、ゆっくりとスカートがたくし上げられる。

　露あらわになる瑞みず々みずしいフトモモ。フリフリの可愛かわいらしいフリルがついたエプロンドレス。膝ひざの上まで覆っている漆黒のオーバーニーソックス。そして、羞しゆう恥ち心しんのせいなのか微かすかに紅潮した頬……。

「や、やめろ七海！」

「もう、どうして拒むの？」

「おまえが変なことをするからだ！」

「……わかったわ。お兄様がそこまで言うなら……」

「えっ……いや、そんなに落ち込まれても──」

「メイド服を脱ぐわ」

「俺がいつ脱げなんて言った!?」

　抗議する俺を無視して、七海は一気にメイド服を……うわあああホントに脱ぎやがったよコイツ！

　視界に映るのは鮮やかな紅あかい下着。

　瑞々しい肌。

　キュッとしまった口唇くちびると艶なまめかしい女の子の身体からだ……。

「……お兄様」

　もう一度だけ俺の名前を呼んだ後。

　七なな海みは、あられもない姿で近づいてきて……。

「兄さん。もう起きていますか？」

　直後、部屋のドアの向こうから響いた聞き慣れた声に心臓が止まりかける。

　つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　今現在部屋の前にいるのは俺の従妹いとこに違いなかった。

「お、おう。今さっき目が覚めたところだ」

　緊張で震えかけた声で必死に返答。

　そりゃそうだ。なにせ俺は下着姿の七海とベッドの上にいるのである。こんな場面を見られたら一体どんな誤解をされるか。下手をしたら昨日の夜から一緒にいたんじゃないかと疑われるかもしれん……！

「真由香。俺に何か用か？」

「い、いえ、別に用というわけではないのですが……」

　どこかぎこちない口調で喋しやべる真由香。

　やっぱり、真由香も告白の返事が気になっているんだと思う。じゃなかったら兄きよう妹だい同然に育ってきた俺たちがこんなギクシャクした雰囲気になるわけが……。

「実は、今朝アリスさんが『メイド服が盗まれた！』と言い出して」

「………」















「アリスさんは『絶対にあの犬っころが盗んだに違いないっ！』と言って聞かないのですが……兄さんはそんなことしませんよね？」

「………」

　前言撤回。どうやら真ま由ゆ香かの口調がぎこちなかったのは、自分の従兄いとこにメイド服窃盗犯の容疑がかけられているせいらしかった。

（ああ、そう言えばこの服はアリスに黙って借りてきたんだったわ）

　そして、ちょこっと悪戯いたずらっぽく舌を出してから小声で呟つぶやく真犯人。

　くたばれ、霧きり谷や七なな海み。

　俺はこの状況を作り出した元凶である彼女を呪のろっていた。この腹黒キツネめ。まさか自分のメイドの衣装を無断借用してくるとは。

　何にしろ、この状況はマズい。

　最悪、面白がった七海が『お兄様が嫌がる私に無理やりメイド服を着せたの！』とか証言しかねない。見事な捜査かく乱である。

　そうなる前に、なんとか七海の存在を隠さなければ……！

「あ、あはは。何を言ってるんだよ真由香。俺がそんなことをする人間に見えるのか？」

「えっ……そ、そそそそれは……」

「なんでそんなに慌てるんだよ!?」

「すみません、ちょっとだけ……」

「見えるのか!?」

「だって、兄さんも男の人ですし……」

「その理屈だと人類の半分は犯罪者だ！」

「でも、最近そういうニュースが多くて……マジメそうに見える人に限って何をするかわからないって……」

「もうちょっと従兄を信用しようぜ！」

　俺が今までおかしなことをしたか!?　……いや、本家で同居を始めた翌日に脱衣所で裸の真由香と遭遇とか、うっかりラピスとトイレで鉢合わせとか、色々トラブルはあったけどさ。何にせよ、今はどうにかして真由香を俺の部屋から遠ざけて……。

「あれ？　真由香？　冬とう夜やの部屋の前で何してるの？」

　しかし、そこでドアの向こうから響いたのは幼い声。

　ラピスラズリ。

　我が家の同居人であり、ウィッチクラフトを封印する柩ウイツチクラフト。

　どうやらラピスが俺の部屋の前で真由香と合流したらしかった。

（ふふっ。マズいことになったわね、お兄様）

　ラピスの声を聞いた瞬間、七海がそんなことを囁ささやいてきた。

（？　どうしてだよ。ラピスが来ても大丈夫だろ。声さえ出さなければおまえがここにいることはバレないし）

　そう、ラピスたちがいるのはドアの前。

　あっちから中の様子がわかるはずが……。

「……ねぇ」

　が。

　ラピスは訝いぶかしげな口調で呟いてから、

「なんで冬とう夜やの部屋に七海がいるのかしら？」

「！」

「この部屋の中からはウィッチクラフトの気配がするんだけど……この気配は間違いなく七海だもん」

「………」

「……答えなさい、このノロケ犬。どうしてこんな朝早くから七海があんたの部屋にいるわけ？　まさか……き、昨日の夜から一緒だったとか？」

　……そうだった。

　ラピスは発動中のウィッチクラフトの気配を察知するのが得意なんだったっけ。だから部屋の外からでも七海の存在を感じ取ってしまったわけだ。しかも、物の見事におかしな誤解をしちゃってるんですけど……！

「ねえ、お兄様」

　軽く絶望している俺に、下着姿の七海が微笑ほほえみかけてきた。彼女は「お兄様に教えなくちゃいけないことがあるわ」と呟いてから、

「今、この部屋の前にあるウィッチクラフトの気配が二つに増えたわ」

「……は？」

「忘れたの？　私もお姉様と一緒で発動中のウィッチクラフトの気配を察知するのが得意。そして、気配が二つに増えたってことは……たぶん今の話を聞いた真ま由ゆ香かさんが、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を発動させたんじゃないかしら？」

「………」

　それはどう考えても死刑宣告にしか聞こえなかった。

　……お願いだ。

　誰だれでもいいから、俺に平穏な夏休みってヤツを返してくれ。



×　　　×　　　×



　しかし、どれだけ願おうが俺に平穏な夏休みなんてものはないわけで。

　そもそも俺はウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうっていう普通の高校生にはまったく縁のないミッションを熟こなさなくちゃいけないのだ。まあ、自分で選んだことなんだから全部覚悟の上だけどさ。

　そう、俺は自分の家族を守りたい。

　だから日々の鍛錬を欠かせないわけなんだが……。

「……兄さん。もう終わりにしませんか？」

　つじ峰みね家の屋敷の庭。

　小さな公園くらいありそうなその場所で、剣道着を身に纏まとった俺に話しかけてきた。その右手に握られているのは日本刀のウィッチクラフト、遺産９《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　そう、現在の時刻は午後三時。

　七月の日差しが降り注ぐ庭で、俺たちはお互いのウィッチクラフトを使った模擬試合をしていた。

「大丈夫だ、真ま由ゆ香か。もう一試合ぐらいならいける」

　今日俺と真由香が熟した試合の回数は四つ。

　その四試合で身体からだに負った傷の痛みを堪こらえながら声をかけると、真由香は「……わかりました」と少し緊張した様子で頷うなずいた。

「じゃあ──行きます」

　そして、第五試合が始まる。

　剣道着姿の真由香が、まるで指揮棒タクトでも振るように刀を一振りして、

「──《氷矢アロー》！」

　澄み切った声で告げられた言葉とともに、氷で作られた何本もの矢が一斉に俺の身体へと殺到する。

「───っ！」

　四肢の痛みを堪えながら、俺は真由香を中心にして円を描くように走って矢を回避。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力──氷結。

　三週間前までの真由香はその能力を刀身の形を変えることにしか使えなかったんだが……先日のラストショットの戦いのときに《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話して以来、使える能力の幅が大きく広がった。

　使える能力が違えば戦術も変わる。

　今までの真由香の間合いは変幻自在の刃を使った近距離クロスレンジから中距離ミドルレンジのものだったが、今は違う。

　氷で作った矢を使っての遠距離ロングレンジでの攻撃。それが可能になったことで、真由香の戦い方スタイルは一変したのだ。

「──《氷鎖チエイン》！」

　庭に響く真ま由ゆ香かの言葉。

　今度は庭に突き刺さった矢から何本もの氷の鎖が発生。こっちの動きを拘束しようと次々と迫ってくる。これも三週間前の真由香にはなかった戦術だ。

　そう、間違いなく真由香は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》との対話で成長することができた。

　そして、より強くなった彼女と戦うためには──。

「──強制解放フオルテ！」

　こっちも切り札を使うしかない。

　迫り来る氷の鎖を一気に躱かわすために、俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》が生み出した剣──《円舞曲ワルツ》の能力を発動。

　瞬間、一気に加速する身体からだ。

　解放された運動能力で鎖の包囲をすり抜け、真由香との間合いを詰める──！

「───っ！」

　肉薄する俺を見て、真由香が刀を正眼に構え直すのが見えた。

　強制解放フオルテの持続時間は十数秒。

　中距離ミドルレンジの戦いじゃ勝ち目はないが、近距離クロスレンジまで近づいてしまえば俺の方が有利なはずで──。

「……ぐっ!?」

　しかし、真由香との距離を潰つぶすことは失敗に終わった。

　ガシャッと剣を落とす乾いた音とともに、俺は地面の上に無様に転んでしまう。

　理由は簡単。

　前の試合で負った傷の痛みに耐えきれず、倒れてしまったのだ。

「……兄さん！」

　ひどく焦った様子で、真由香が俺の元へと駆けてくる。そのまま心配そうに倒れた俺の身体を起こして、

「大丈夫ですか？　今すぐ七なな海みさんを呼んで……」

「いや、問題ない。それに、この痛みにも慣れなくちゃな」

「………っ。やっぱり、こんなの無茶です。兄さんは今日、強制解放フオルテを四回も使ったんですよ？　なのに、また使おうとするなんて……」

「けど、最初は二回使うのがやっとだったのに、今は五回まで使えるようになったんだぜ？　きっと俺の身体も徐々に頑丈になって……」

「だからって限度ってものがあります！　どうして兄さんは……そこまで自分を追い込むような鍛錬をするんですか？」

　悲痛な顔で訴える真由香。

　確かに、俺はこの三週間……今まで以上に厳しい鍛錬を行った。

　その内容は──強制解放フオルテを使った鍛錬。

　真ま由ゆ香かとの模擬試合で、俺は強制解放フオルテを何度も使用した。使った後は反動で身体からだをひどく痛めてしまうのだが、その傷は七なな海みの能力──治癒で治して貰もらえば問題ない。

　そうやって反動で傷を負っては七海に治してもらうというサイクルを熟こなすうちに、どうやら俺の身体も頑丈になってきたっぽい。

　最初の頃ころは二回で動けなくなったのに、今じゃ五回も使えるようになったんだ。

「───」

　だけど、このままじゃダメだ。

　俺の目標は、《革命軍レジスタンス》と戦ったときに使用した《剣舞士の首飾りソードダンサー》のもう一つの能力を使いこなすことだった。

　戦場舞踏。

　相手の呼吸リズムを読んで、攻撃を躱かわし、カウンターを叩たたき込む能力。《剣舞士の首飾りソードダンサー》による精神呪じゆ縛ばくが第三段階レベル３まで進行しかけたときに使えたあの力を、俺はどうにか引き出そうとしたんだが……いくら鍛錬を重ねても無理だったんだ。

　だから、今できることをして強くなるしかねえ。

　三日後に控えたセツナとの戦いに勝つためにも──。

「ごめんな、真由香。けど、そんなに心配そうな顔するなって。俺はおまえが強くなっちまったから焦ってるだけなんだ。ほら、俺はウィッチクラフトを使った鍛錬じゃおまえに全然勝てなくなっちまったろ？」

「そ、それはそうかもしれませんが……やっぱり心配です。強制解放フオルテを使った後はすごく身体が痛むんですよね？　なのに兄さんは……」

「大丈夫。その痛みにもこの三週間で大分慣れたよ」

　それにこの程度の痛みなんかで弱音を吐いてられるか。

　俺は自分の家族を守らなくちゃいけないんだ。

　そのためには、もっと強くならなくちゃ……。

「……わかりました。でも、今日の鍛錬はもう終わりにしましょう？　これ以上続けたら兄さんの身体が……」

「ああ、そうだな」

　ふうっと息を吐いてから、俺は真由香に肩を支えられたまま屋敷の縁側まで行って腰掛ける。

　すると、真由香も少しおずおずしながら隣に座った。

「ラピスたちが帰ってくるまではまだ時間がありますし、ここで休んでいますか？」

「おう。確か、あいつらは図書館で勉強だっけか？」

「はい。今日は姉さんが勉強会をするらしいですから」

「ラピスたちも結構マジメだよな……」

　我らが当主である梨り央お姉ねえは勉強の成績が良いらしく、たまにラピスに教えている。今日は七なな海みとアリスもそれに加わっているんだとか。

「それにしても、七海さんたちが本家に泊まりに来るようになってからますます賑にぎやかになりましたよね」

「……今朝みたいな騒ぎはもう勘弁して欲しいぜ」

　あの早朝メイド乱入事件の後、部屋げんばに踏み込んできたラピスと真ま由ゆ香かに向かって七海は、『違うの！　お兄様……いえ、御主人様は何も悪くないわ！』と余計な誤解を招く悪意たっぷりの弁解をしやがった。

　結果的には騒ぎに気付いた梨央姉が場を収めてくれたんだが……恐ろしいことに、この三週間で七海は急速に我が家に馴な染じみつつある。アリスの方は人見知りなのかまだぎこちないが、あいつに至ってはすっかりマイホーム感覚である。

「でも、今日は七海さんたちが外出しているせいか静かです」

「まあ、それもそうだけどさ……」

　……って、ちょっと待て。

　つまり今、俺と真由香は本家に二人きりなのか？……いや、そもそも俺と真由香はよく二人きりで鍛錬をしてるじゃねえか。けど、そのときは余計な会話はあんまりしないしな……。

「そ、そういや、真由香はホントに強くなったよな。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》もちゃんと使いこなせるようになったんだし、もう昔の梨央姉にだって追いついたんじゃねえか？」

　気マズい空気になるのを避けるために話しかける。

　実際、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなせるようになった真由香なら三年前の梨央姉にだって……。

「……褒めてくれてありがとうございます。でも、私はまだ姉さんほど強くないですよ」

「げっ。マジかよ。今の真由香にだって俺は全然勝てないんだぞ？　なのに、梨央姉はそれ以上に強かったのか？」

「はい。今の私は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力で色んな氷の武器を作れるようになりましたが……それも姉さんの戦い方をマネしているだけなんです。兄さんだって、子供の頃ころの姉さんがなんて呼ばれてたか知っていますよね？」

「……天才、か」

「そうです。つじ峰みね家六代目当主──峰梨央。天性の剣の才能と、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を完かん璧ぺきに引き出すことができたウィッチクラフトに対する耐性。間違いなく姉さんは峰家歴代当主の中でも最強だと思います」

「でも……当時の梨央姉は十四歳の女の子だったんだぞ？」

　年齢的に言えば今の俺より三つも下だ。なのに、梨り央お姉ねえは歴代当主の中でも最強と言っても過言じゃないほどの強さを持っていた。

　──天才。

　ありきたりな表現だが、そう喩たとえるしかないのかもしれん。

　それに梨央姉は三年前の事件で《魔狼フエンリル》を暴走させたセツナから真ま由ゆ香かを守り切ってるんだ。

　もっとも、その出来事が原因で本人は命を落としちまったが……。

「………」

　……そして。

　気づいたら、俺と真由香の間の会話はゼロになってしまっていた。

　……マズい。

　やっぱり俺が告白の返事をしないせいか、真由香の態度はどこかぎこちない。前まではこんな風に会話に詰まることはなかったのに……。

「……兄さん」

　俺と同じく気マズい空気を悟ったのか、先に口を開いたのは真由香だった。

　従妹いとこは、少し申し訳なさそうにしながら、

「……ごめんなさい」

「えっ……なんでいきなり謝るんだよ？」

「いえ……どうも最近私と兄さんの関係がぎこちなくなってしまったような気がして……それは、きっと私が兄さんに……こ、告白してしまったせいですから」

「いや、それは……」

「それに、兄さんは前に言ってましたよね？『ウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうにある程度慣れるまで、女の子とは恋愛しない』って」

「………」

「なのに私は兄さんに告白してしまって……ごめんなさい。でも……」

「……でも？」

「あぅ……私は……自分の気持ちを抑えることができなかったんです。だって……」

　きゅっと。

　剣道着の袴はかまを握りしめた後、真由香は大きな瞳ひとみを俺に向けてから、



「私は……兄さんのことがずっと好きでしたから」



「………っ」

　それは、あまりにも真まっ直すぐすぎる二度目の告白だった。

　目の前にいるのは、つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　艶あでやかな髪を束ねたポニーテール。桃色の可愛かわいらしいリボン。大和撫子なでしこって言葉がぴったりの凛りんとした表情。

　そう、俺が七年もこの街を離れていた間に……真由香は昔よりもずっと綺き麗れいで可愛い女の子になっていた。

　そんなコイツが、俺なんかのことを好きだって言ってくれている──。

「───」

　そして、俺にはもう時間がない。

　三日後──八月一日には、セツナとの決闘がある。

　だったら決着を付けなくちゃいけない。

　真由香の……自分の家族からの告白に……。

「……大丈夫です」

　黙る俺に、真由香は静かな口調で言った。

「私は早く返事が欲しいわけじゃありませんから。この三週間、兄さんがずっと悩んでたってことは私だってわかってます。それに……兄さんが私なんかの告白について真剣に考えてくれるのは、とても嬉うれしいことです」

「真由香……」















「それに……私だって長い間兄さんに自分の気持ちを隠してきました。情けない話ですけど、兄さんに告白するかどうかも子供の頃ころからずっと悩んできたことだったんですよ？」

「………」

「だから……兄さんも時間をかけて考えてくれて大丈夫です」

　そして。

　真ま由ゆ香かは、どこまでも健けな気げな表情で微笑ほほえんだ後──。

「私は……兄さんが返事をくれるまで、ずっと待っています」



×　　　×　　　×



「あっ、冬とう夜や。ちょっといい？」

　時刻は午後九時。

　夕飯の洗い物を終えた俺が居間に入ると、ちゃぶ台の横でカ×ピスウォーターを飲んでいたパジャマ姿のラピスに呼び止められた。

　その対面の席には同じくパジャマ姿の梨り央お姉ねえ。

　ちなみに七なな海みとアリスの姿はない。今日は泊まらないことにしたらしく、夕飯を食べた後で帰宅したのだ。まあ、帰る前にちゃんと俺の傷を治してくれたけどさ。

「なんだよ、ニャピス。もしかしてカ×ピスのおかわりとか？」

　言いながら席に座る。

　すると、我が家のプチ猫は「むっ」と不機嫌そうに唸うなってから、

「いい加減そのあだ名で呼ぶのはやめなさいよね。それより……実はあんたに話しておかなくちゃいけないことがあるの」

「？　やけに深刻そうな顔してるな。もしかして明日の朝食のリクエストか？」

「うんうん。明日の朝はオムレツとフレンチトーストと牛乳……って、わたしが言いたいのはそういうことじゃなくて！」

　見事なノリツッコミを決めるニャピス。

　いや、違うって言ってる割にはしっかりとメニューを言ってたぞ？

「あはは。冬夜くんもあんまりラピスをからかっちゃダメだよ。今はちょっとマジメな話をしてたところだから」

「マジメな話？」

　聞き返すと、梨央姉はコクンと頷うなずいた。

「実は、さっきイツキちゃんから連絡があったの」

「………っ。もしかして、ウィッチクラフトに関する情報か？」

　灰はい原ばらイツキ。

　俺のクラスメイトにして、灰はい原ばら家の当主である女の子。そして灰原家の役目のひとつはつじ峰みね家と霧きり谷や家にウィッチクラフトの情報を提供することなのだ。

「うーん。でも、これがちょっと奇妙な話なんだ」

「？　どういう意味だ？　ウィッチクラフト絡みの話は大抵奇妙じゃねえか」

　ウィッチクラフト。

　俺の先祖である魔女──リリィ・ヴァレンタインの血を分け与えられた九十九のアンティーク。それぞれが特殊な能力を持っているせいで、この音おと原はら市ではウィッチクラフトが起こす事件が後を絶たない。

　だから、俺たちの耳に入ってくるのは大体が都市伝説じみた奇妙な話で──。



「──《蜃気楼ミラージユ》」



　しかし、そこで梨り央お姉ねえが口にしたのは意外な名前だった。

「冬とう夜やくんも憶おぼえてるよね？　甲かつ冑ちゆうのウィッチクラフト。遺産11──《蜃気楼ミラージユ》。三月にこの街を騒がせていた重騎士のこと」

「……おう。忘れるわけねえだろ。あいつは俺が初めて蒐しゆう集しゆうしたウィッチクラフトだぜ」

　そう、俺はあいつと戦ったせいで重傷を負ったんだ。

《蜃気楼ミラージユ》。

　ただ魔女かぞくと再会したいがために、俺やラピスを殺そうとした亡霊騎士。

　けど、あいつはラピスの中に封印されたはずだ。

「落ち着いて聞いてね。今さっき聞いたイツキちゃんの話によると……重騎士が再び街に現れたらしいの」

「なっ……どういうことだ？　だって、あいつは……」

「ええ。《蜃気楼ミラージユ》は確かにわたしの中に封印したわ。今だって、わたしの中で眠ってるもん」

　真剣な表情で言うラピス。

　そう、三月の戦いのときに重騎士はちゃんと封印された。

　なのに、またあいつが現れるなんて……。

「………っ」

　……ふざけんな。

　それじゃ本当に亡霊騎士じゃねえか。

「まあ、何が言いたいかって言うとね。ボクたちは亡霊騎士の正体を突き止めなくちゃいけないと思うんだ」

「わたしも同意見よ。それに、この事件は今までウィッチクラフトが起こしてきた事件とは違う気がするもん。封印されたはずのウィッチクラフトが再び現れるなんて前例がなかったことだしね」

　むーっと唸うなるラピス。

　確かに、その事件が事実だとしたら、奇妙を通り越して異常だと思う。

「ともかく。今は灰はい原ばら家が亡霊騎士についての情報を集めてくれてるはずだから、ボクたちが行動を起こすのは続報が入ってからかな」

「でも、こういう話をするんだったら真ま由ゆ香かもいた方がよかったんじゃない？」

　訊たずねてから、ラピスはカ×ピスを口に運んだ。

　ちなみに真由香は入浴タイムらしく居間にはいない。だが、俺にはその方が逆に都合が良い気がした。

　昼間の鍛錬を終えた後の会話。

　結局、俺は真由香に告白の返事を伝えることができなかった。でも、そのせいか余計にあいつからの告白が印象に残っちまって……。

「うーん、真由香が来てからでもよかったんだけど……それには一つ問題があってね」

「問題？」

　ついつい訊ね返してしまった。

　すると、梨り央お姉ねえは「ねえ、冬とう夜やくん」と俺の名を呼んでから、



「もしかして、真由香に告白とかされちゃった？」



　プヒューっと。梨央姉の発言にラピスが飲みかけのカ×ピスを吹き出した。……いや、ラピスはまだマシか。俺なんかビックリしすぎて口から肺が発射されそうである。

　……ヤバイ。

　まさか梨央姉に告白の件を勘付かれるとは……！

「ちょ、ちょっと梨央！　いきなり何を言い出すのよ！」

「でも、ラピスだって最近の冬夜くんと真由香の様子がおかしいって気づいてたんじゃない？　どう見てもギクシャクしてたし」

「そ、それはそうだけど……でも、こここ告白って……」

「ボク、真由香ならやりかねないと思うんだ。今我が家には冬夜くんのことが好きだって公言してる七なな海みちゃんも来てるし。だから真由香もこのままじゃ冬夜くんを取られちゃうって思ったんじゃないかな？　それに……」

「……それに？」

「えへへ。ボク、真由香や冬夜くんのお姉ちゃんだからね。伊だ達てに十年間も一つ屋根の下で暮らしてきたわけじゃない。なんとなく、二人の行動は読めるの」

　にっこりとスマイルを浮かべる梨り央お姉ねえ。

　うわー、この小悪魔め。まさか俺と真ま由ゆ香かの行動を予測していたとは。しかも、その推理は大当たり。さすがはつじ峰みね家当主である。

「冬とう夜やくん。もし悩んでるんなら相談に乗ろうか？」

「あ、あはは。おかしなこと言うなよ梨央姉。そもそも、真由香が俺に告白なんかするわけが──」

「もう付き合ってるの？」

「そんなわけねえだろ!?」

「明日の朝食はお赤飯だね」

「だから話を飛躍させるなって！　俺と真由香はまだそういう関係じゃ……」

「まだ？　つまり付き合ってはいないけど、告白はされたってこと？」

「なっ」

「うわぁ、冬夜くんったら真っ赤になっちゃって……可愛かわいい♪　いくら告白されたからってそこまで恥ずかしがらなくても」

「う、うるせえな！　仕方ねえだろ！　あんな告白をされたら……」

「あっ。やっぱり真由香に告白されてたんだ」

「っ!?」

　うわああああダメだ。

　梨央姉が告白の件に勘付いた時点で俺の敗北は決まっていたのだ。まさかここまでお手軽に自白させられてしまうとは。カツ丼どんを出すまでもない秒殺劇である。

「……ねぇ、冬夜」

　と。

　そこで口を開いたのはラピス。

　蒼あおい刻印を持った少女は、その白い頬ほおを微かすかに紅潮させていた。

「真由香からの告白には……もう返事をしたの？」

「なっ……なんでいきなりそんなこと訊きくのさ？」

「だって冬夜はわたしの番犬でしょ。勝手に繁殖されたらヤダもん」

「俺のことをマジで犬扱いするのはやめてくれません!?」

「こんなことなら去勢しとけばよかった」

「さらっと怖いことを言うな！」

「と、とにかく！　わたしの質問に答えて。もう返事はしちゃったの？」

「………っ。まだだよ。今考えてるところだ」

「えっ……ホント？　ホントにまだ返事はしてないの？」

「おう。つーか、なんでおまえはちょっとホッとしてんだよ」

　胸を撫なで下ろしているラピスに訊たずねる。すると我が家のプチ猫は「なっ」と顔を赤くした。

「べっ、別にホッとなんかしてないもん！　あんたが真ま由ゆ香かと付き合おうがわたしには関係ないでしょっ」

「まあ、これは俺と真由香の問題だしな」

「ううん、それは違うよ」

「えっ……梨り央お姉ねえ？」

　やけに真面目まじめな従姉いとこの口調にドキッとしてしまった。

　俺と真由香だけの問題じゃないって、それはつまり……。

「生まれてくる子供の問題でもあるでしょ？」

「だから子供なんか作ってねえ！」

「まだしてないの？」

「してません！　やましいことは何もしてません！」

「でも、最近真由香がすっぱい食べ物を……」

「えっ、そんな、まさか……」

「別に欲しがってなかったよ」

「楽しいか!?　俺をからかうのがそんなに楽しいか梨央姉！」

「もちろん。冬とう夜やくんはボクたちの犬だもん」

「結局いつもその結論に落ち着くよな！」

「あはは、そんなに叫ばないで。マジメな話をすると、冬夜くんはつじ峰みね家の犬としてウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしてるでしょ？　それにボクたちは一つの家族チームなんだから、下手をしたら冬夜くんの返事次第でチームワークに不協和音が出ちゃうかもしれないし」

「ぐっ……梨央姉の言うことも一理あるけどさ」

　今俺たちのチームワークが乱れるのはマズいことだ。

　さっきの亡霊騎士の一件もあるが、それ以外にも俺たちが注意しなくちゃいけない要素はある。

　一つ目は──七なな海みが持っていた遺産77《魔女の手記ウイツチノート》に存在が記されていた、五十年前にこの街にウィッチクラフトをバラ撒まいた『誰だれか』。

　二つ目は──《Ⅸノウエム》の魔力に惹ひかれて次々と目覚めるであろうウィッチクラフトたち。

　三つ目は──セツナ・ヴァレンタイン。彼女の本名は霧きり谷や雪せつ奈な。霧谷家の先代当主にして、遺産４《魔狼フエンリル》の所有者。

　今考えつくだけでも、これだけの敵がいるんだ。

「……けど、だからこそ簡単に付き合うわけにもいかねえだろ？　俺はウィッチクラフトの蒐集をしなくちゃいけないんだ」

　そう、俺は自分の家族を守るためにウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうだけに集中したい。だから告白してきた相手が別の誰だれかだったらすぐに断ってたと思う。

　しかし、俺が返事をしなくちゃいけない相手はつじ峰みね真ま由ゆ香か。

　守るべきはずの、家族なんだ。

「───」

　……正直な話、俺にはどうしていいかわからなかった。

　俺はずっと真由香のことを妹みたいにしか思ってなかったんだ。だから、いきなり一人の女の子として告白されたら……なんて答えていいか見当が付かねえんだよ……。

「冬とう夜やくん」

　梨り央お姉ねえは一度だけ深く息を吐いてから、俺に話しかける。

「きっと、真由香だって冬夜くんが蒐集に集中したいことはわかってたはずだよ？　けど──自分の気持ちを抑えることができなかった。真由香は子供の頃ころから冬夜くんのことがずっと好きだったから」

「やっぱり、梨央姉は真由香の気持ちに気付いてたのか？」

「もちろん。ボクは真由香のたった一人のお姉ちゃんだもん。それに……ボク、冬夜くんと真由香は結構お似合いのカップルだと思うけど？」

「いや、そんなことはねえだろ。真由香には俺なんかよりふさわしい相手がいると思う。たとえば……人相が良くて、そこそこ経済的な余裕があって、優しい性格のヤツとか」

「なんだか、冬夜くんって娘の結婚を心配するお父とうさんみたいだね」

「しかも、物の見事にあんたとは逆の理想像じゃない。あんたって目つきが悪いし、五千万も借金があるし……」

　まあ、優しいってところだけはあってるかもしれないけど……とラピスは小声で呟つぶやいた。

　何はともあれ、どうにかしてこの状況を打開したいんだが……。

「ちなみに、冬夜くんが真由香から告白されたのはいつなの？」

「うっ……さ、三週間前だ……」

　もはや見み栄えを張っても仕方がないので素直に答える。

　すると、梨央姉は「ふうん」と息を吐いた後で、

「冬夜くんの意気地なし」

　ぐはっ。

「三週間も返事をできなかったのはちょっと待たせすぎじゃない？」

　ぐはぐはっ。

「たぶん、冬夜くんは真由香を……ううん、正確には自分の家族を傷つけたくないんでしょ？　だから真剣に悩んじゃうのも仕方ないと思うけど……どうせならもっと早くボクたちに相談してくれればよかったのに」

「ぐっ……すまん、梨り央お姉ねえ」

　ああ、返す言葉もないとはこのことか。今の俺はボクサーに叩たたかれるだけのサンドバッグ状態。しかも普段温厚な梨央姉に責められるのはダメージがデカいぞ。

「……仕方ないわね」

　と、そこで口を開いたのはラピス。

　我が家のプチ猫は、「ふんっ」とそのちっちゃなお胸を精一杯張ってから、

「わたしが飼い主として、あんたのために一肌脱いであげるわ！」

　唐突に、そんなことを宣言しやがった。

「……オイ、ちょっと待ちやがれプチ猫。それはどういう意味だ？」

「むっ。わからないの？　わたしが……あんたと真ま由ゆ香かのことをくっつけてあげるって言ってるのよ」

「なっ……なんでそういうことになるんだよ！」

「うるさいこのヘタレ犬！　あんたがウダウダ返事をしない優柔不断なラブコメ野郎だから仕方なくこのわたしが手を貸してあげるんじゃないっ！」

「て、手を貸してあげるって……」

「簡単な話でしょ？　あんたなんか……真由香と付き合っちゃえばいいんだわ」

「はあっ!?　ざけんな！　俺の意志を無視してそんな……」

「じゃあ、あんたは真由香のことが嫌いなの？」

「うっ……！」

「それとも……す、好きなの？」

「ぐっ……!?」

「……ほら見なさい。あんたに任せてたらいつまでも答えが出ないもん。だから、わたしがあんたたちの仲を親密にしてあげるのよ」

　ふふんっと偉そうに息を吐くラピス。

　いや、おまえはどこの恋のキューピッドだ？　親密にしてあげるって言われても不安しか湧わいてこないぞ。まあ、ラピスなりに気を遣ってくれてるのかもしれないが……。

「……ねぇ、ラピス。ホントにそんなことしていいの？」

　不意に、梨央姉がそんなことを訊たずねていた。

「………っ。な、何よ。梨央はわたしのプランに不満なわけ？」

「ううん。そういうわけじゃないけど、ボクはただラピスが──」

「っ！　あー、もううるさいわねっ！　わたしは遺産１《蒼柩ラピスラズリ》。《Ⅸノウエム》の頂点にして、魔女の最高傑作。わたしに任せておけばすべて万全だもんっ！」

　まるで梨央姉の言葉を遮るように、ラピスが叫んだ。

「でも、ラピス。俺たちを親密にするって言ってもな……」

「心配しないで。プランは思いついたわ。とりあえず、親密になるにはデートに行った方がいいわよね」

「デ、デート？」

「そうよ。せっかくの夏休みなんだし、デートにはうってつけじゃない。──いい？　冬とう夜や。わたしがあんたと真ま由ゆ香かを恋人同士にしてあげる。だから──」

　まるで自分に言い聞かすような大声で。

　蒼あおい瞳ひとみで俺を見つめたまま、ラピスはたった今思いついたであろうプランを高らかに発表するのであった。

「明日、海に行くわよ！」








第２章　彼女は水着に裸足はだしのままで。





　余談だが、俺たちが住んでいる音おと原はら市は海沿いに面した観光地である。

　もちろん夏場の海はかなり賑にぎわっている。海浜公園や海水浴場は人でいっぱい。俺だって賑やかなのは嫌いじゃないぜ。海から届く波音、爽さわやかな潮風、そして真夏の太陽。高校生だったら一度は憧あこがれるトロピカルサマーだ。

　ただ、そういうのは誰だれと一緒に過ごすかが重要になってくると個人的には思う。

「お待たせ、冬夜くん」

「……おう、梨り央お姉ねえ」

　時刻は午後二時。

　ギラギラと注ぐ直射日光の下。水着姿の俺が砂浜にレジャーシートとパラソルを設置していると、後ろから梨央姉が挨あい拶さつしてきた。

「あれれ？　どうしたの？　やけにテンションが低いけど、もしかして熱中症？」

「いや、そういうわけじゃないが……」

「じゃあ、ひょっとしてボクの水着姿が不満だった？」

　言ってから、ちょこっと小動物チックに首を傾かしげる梨央姉。

　梨り央お姉ねえが纏まとっているのはフリルが付いたピンクのビキニ。

　……うん。不満なんてあるはずないよね。ウエストのあたりなんかきゅっとしまってるし、何より……えっと、胸がヤバイ。着ている水着がビキニのせいかやけに胸の辺りが強調されてて……。

「冬とう夜やくんのえっち」

「ぐはっ!?」

「もう、あんまりボクの胸ばっかり見てちゃダメだよ？　せっかくラピスが冬夜くんと真ま由ゆ香かを仲良くさせようとしてるんだからさ」

「そ、それはそうだけど……そういや、ラピスと真由香はまだ着替え中か？」

　遡さかのぼること十五分前。

　本家で昼食を食べた後、俺たちはバスに乗ってこの海水浴場までやってきた。そして、海辺に設置された試着室で着替えることになったんだが、どうやらラピスと真由香はまだ着替え終わってないっぽい。

「楽しみにしててね。夏休みが始まったばっかりの頃ころにみんなで水着を買いに行ってたんだけど……ラピスや真由香の新しい水着もとっても可愛かわいいから♪」

「どう見ても俺より梨央姉の方が楽しそうだぞ」

　そういや、この人は可愛いものが大好きだったっけな。だからこんなに海水浴に乗り気なのかもしれん。

「けど、ラピスのプランに真由香が乗り気になってくれてよかったね」

「まあ、あいつも予定はなかったらしいしな」

　昨晩の居間での会議の後。

　ラピスは風ふ呂ろから出てきた真由香を『真由香！　明日冬夜たちと海で遊ぶわよ！　もちろん水着で！』と強気なノリで誘いやがった。

　水着を着るのが恥ずかしいのか初めのうちは難色を示していた真由香だったが、強引なラピスのお誘いを断りきれなかったっぽい。

　かくして、俺たちつじ峰みね家一行は真夏の海水浴場へと繰り出したわけだ。

　ちなみにここに七なな海みとアリスの姿はナッシング。ラピス曰いわく、『七海にバレたら絶対に邪魔されるわ』とのこと。まあ、真由香が俺に告白したってことを七海が知ったらタダじゃ済まない気はするが……。

「……なんでラピスはこんなことをするんだ？」

　ついつい呟つぶやいてしまった。

　あいつの目的は俺と真由香を親密にすることらしいが……もしかして、ウィッチクラフトとして自分の所有者のことを気遣ってくれているんだろうか？

「……まあ、ラピスも色々思うところがあるんじゃないかな」

「思うところって……」

「今はまだ秘密♪　それより、今日は冬とう夜やくんも楽しまなくちゃダメだよ？　最近の冬夜くんは鍛錬ばっかりしてたし、たまには息抜きもしなくちゃ」

「うっ……でも、俺はまだまだ修行不足で……」

「ボク、ストイックになりすぎるのも問題だと思うんだ。それに、ボクの気のせいかもしれないけど、最近の冬夜くんは昔の真ま由ゆ香かに似てる気がするの」

「昔の真由香？」

「そう。正確に言うなら、冬夜くんが本家に戻ってくる前の真由香かな。あの頃ころの真由香は、今の冬夜くんみたいにただストイックに鍛錬だけに打ち込んでたもん」

「………」

　その言葉に、俺は黙り込むしかなかった。

　俺が本家に来るまで、真由香は尋常じゃないくらいの鍛錬を積んでいたんだ。

　三年前の事件。

《魔狼フエンリル》の暴走で、梨り央お姉ねえが一度死んでしまったから……。

「ねえ、冬夜くん。一つ質問してもいいかな？」

　そして。

　まるで、梨央姉は俺の思考を見透かすみたいに、



「冬夜くんは、セツナと戦うつもりなの？」



「………っ！」

　あまりにも唐突な質問に、思考が凍り付く。

　……落ち着け。

　確かに俺は明後日セツナと戦うが……そのことを梨央姉は知ってるはずがない。

　だから、この質問の意味は──。

「そうだな。セツナは《魔狼フエンリル》の所有者なんだ。だったらいつかは戦わなくちゃいけないと思う」

　混乱しかけた思考を立て直すように返答。別に嘘うそは言っていない。《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうすることは俺たちの目的でもあるしな。

「なるほど。だからあそこまで鍛錬に励んでたんだね」

「おう。今のままじゃ、セツナには勝てねえ。それに……あんまり考えたくないけど、あいつはまだ俺の前で本気を出してないんだろ？」

「まあ、冬夜くんはまだ《魔狼フエンリル》の第二獣化形態を見てないしね。三年前の事件のとき、暴走したセツナは第二獣化形態を発動させちゃってたから、ボクや真由香は見たことがあるけど」

「第二獣化形態……」

「あれは厄介だったなぁ。普段のセツナも強いけど、第二獣化形態になったセツナはまるで獣そのものだったよ。仮に今の冬とう夜やくんと真ま由ゆ香かとアリスちゃんが束になって戦っても勝てるかどうかわからない」

「………」

　それは想像もしたくない映像だった。

　先日、俺は廃ビルの屋上でセツナと戦ったが、はっきり言って手も足も出なかった。なのに第二獣化形態はあれよりはるかに強いっていうのか。

　でも──。

「──お願いだ、梨り央お姉ねえ」

　頼み込むように俺は頭を下げていた。

　そう、いくらセツナが強かろうが……勝ち目はゼロじゃないはずだ。

「教えてくれ。梨央姉は三年前、暴走したセツナから真由香を守ったんだよな？　それはつまり……第二獣化形態を発動させたあいつに勝ったってことか？」

「………」

　俺の質問に、梨央姉は黙ってしまった。

　……無理もねえ。

　なぜなら梨央姉は三年前の事件で一度命を落としてるんだ。しかし、梨央姉が真由香を無事に守り切ったこともまた事実。

　ウィッチクラフトの戦闘は遺産だけで勝敗が決まるわけじゃない。所有者の使い方、相手との相性、あとはウィッチクラフト同士の能力を上う手まく組み合わせたりなんかすれば、下位のでも上位に勝つことができる。

　それなら、梨央姉は第二獣化形態に対抗する方法を知ってるんじゃ……。

「──そうだね」

　俺の問いに、梨央姉は静かに微笑ほほえんだ。

　そして、何を思ったのか海岸に落ちていた小さな木の枝を拾う。小枝の長さは四十センチほど。拾った枝を梨央姉はすぐさま俺にパスしてから、

「冬夜くん。今からその小枝でボクに斬りかかってきて」

「なっ……！」

「大丈夫。それなら当たっても怪け我がしないよ。それに──知りたいんでしょ？　ボクが暴走状態の《魔狼フエンリル》を退けた方法が」

「でも、梨央姉の身体からだは……」

　そう、梨央姉は戦うことを禁じられてる。

《血核ハートレス》。

　それが梨り央お姉ねえを生かしてるウィッチクラフトの名前だ。けど、未完成である《血核ハートレス》は所有者が激しい運動をすると壊れてしまう恐れがある。

　だから、梨央姉にこんなことをさせるわけには──。

「あはは。遠慮なんかしなくていいよ？」

　しかし。

　梨央姉は、にっこりとスマイルを浮かべてから、



「冬とう夜やくんが来ないなら、こっちから攻めるから」



「………っ!?」

　瞬間、水着姿の梨央姉がこちらとの距離を潰つぶすように一歩踏み出した。

　──反射的に。

　俺は手に持った小枝をその身体からだに打ち込もうとして、



「──はい、一本♪」



　直後、背中に触れる温かな体温。

　俺の首に両腕を回すようにして、梨央姉が背後から抱きついてきた。

「なっ……!?」

　……ありえない。

　俺が小枝を振り下ろした瞬間、目の前から梨央姉の姿が消えていた。

　そして、小枝が空を切ったとき──すでに梨央姉は俺の背後へと回り込んでいやがったんだ。何をされたかはまるでわからないが、もしこれが実戦なら背中をバッサリと斬きり裂かれていたはずで……！

「──瞬しゆん転てん」

　驚きよう愕がくに固まる俺の耳元で、梨央姉が静かなトーンで囁ささやいた。

「しゅ、瞬転？」

「ボクはこの技をそう呼んでるの。でも、ごめんね。見せておいてなんだけど、たぶんこれはボクにしか使えないよ。歴代のつじ峰みね家当主の中でも、こんなことができたのはボクだけらしいから」

「………っ！」

　……ふざけんな。

　自分が一本を取られたという事実がまだ信じられない。思えば、俺は梨央姉に剣術で勝ったことは一度だってなかった。

　──天才。

　梨り央お姉ねえは周囲の人間からそんな風に呼ばれていたんだ。

　けど、今はガキの頃ころと違う。

　俺だって本家に帰ってきてからずっと真ま由ゆ香かと実戦形式の鍛錬をしてきたんだぞ？　なのに、こんなにあっさりと背後を取られるなんて……！

「冬とう夜やくん」

　そして。

　俺の耳元に口唇くちびるを寄せたままで、梨央姉は言葉を紡ぐ。

「実はボク、もう一つ質問があるんだけど……訊きいてもいいかな？」

「し、質問？」

　訊き返すと、梨央姉は「うん」と頷うなずいてから、

「ボク……ずっと気になってたんだ。やっぱり、冬夜くんは──」



「……姉さん。そこで兄さんと何をしているんですか？」



　突如背後から響いた声に息を呑のんだ。

　梨央姉が抱きついているせいで後ろの様子がわからないが、どうやら着替えを終えた真由香がやってきたっぽい。

「あっ。やっほー、真由香」

「『やっほー』じゃありません。どうして姉さんはこんな場所で兄さんに抱きついているんです？　しかも……二人とも水着姿なのに」

　瞬間、「ひいっ」と情けない悲鳴を上げそうになってしまった。

　……ヤバイ。

　本日の気温は三十℃を超える真夏日のはずなのに全身に鳥肌が立って仕方ねえ。なんだか後ろにいる真由香が物すごく怒ってる気がする。そして、よく考えてみれば俺は水着姿の梨央姉の胸をむにゅっと押し付けられてるわけでででで……！

「答えてください。どうして姉さんはそんなことをしてるんですか？」

「えっと、それはね……」

　真由香の質問に何やら考え込んでいる梨央姉。

　……落ち着け。

　よく考えれば何も心配することはないじゃないか。俺は梨央姉にお願いして、《魔狼フエンリル》を退ける方法を教わってただけで──。

「もちろん、冬夜くんにお願いされたからだよ♪」

「………」

　あの、梨り央お姉ねえさん？

　どうして『お願い』の部分を強調するんでしょうか？

「に、兄さんにお願いされたんですか……？」

「うん。だからボクのテクニックを教えてあげてたんだ」

「テ、テクニックって……！」

「そう、ボクのとっておきのテクニック♪　その結果、こんなことになっちゃったの」

　ぎゅぅぅぅうっと俺の肌に胸を押しつけながら言う梨央姉。

　……いやいやいや。

　こんなことされながらテクニックとか言われたら、どう考えてもいかがわしい技術にしか聞こえないような……！

「り、梨央姉！　いい加減離れろって！」

　叫びながら、強引に梨央姉の拘束から脱出する。

　とりあえず、今は真ま由ゆ香かに弁解をしなければ……。

「きゃっ……に、兄さん！　いきなり振り向いちゃダメですっ！」

　だが、そこで響いたのは真由香の可愛かわいらしい抗議だった。

　同時に俺の視界に入ってくるのは──純白。

　雪のように白い水着を身に纏まとった真由香の姿。しかも、梨央姉と同じビキニ。肌の露出は多いはずなんだが、下がフリルのついたミニスカートになっているせいか、清せい楚そな雰囲気を持った真由香にはよく似合っていて……。

「あ、あぅ……兄さん。黙って見ていないで……せめて何か言ってもらえると助かるのですが……」

　真由香に声をかけられて、ハッと我に返った。

　俺に水着姿を見られたのが恥ずかしかったのか、真由香は両腕で胸を隠すように華きや奢しやな身体からだを抱きしめている。だけど、その初々しい仕草が純情で可愛いというか……。

「……兄さん」

　と。

　なぜか真由香は頬ほおを微かすかに染めながら、胸の前で指をモジモジさせた後で……。

「もし兄さんがしたいなら……私にもお願いをしてもいいですよ？」

「………」

　……大変だ！　もしかしたら真由香は日射病で意識が混濁しているのかもない。じゃなかったらいきなりこんなセリフを言っちゃうはずがねえ。

「真由香。とりあえず日陰にいこう」

「えっ……つまり、人目がない暗がりに行こうってことですか？」

「そういう意味じゃなくてだな！」

「だ、大丈夫です！　私はまだ何もわかりませんけど、兄さんのためなら……頑張りますっ！」

「一体何を頑張るんだ!?」

「でも、兄さんはさっき姉さんに胸を押し付けられて……あっ、もしかして兄さんは私の胸じゃ満足できなくて……」

「違う！　俺は梨り央お姉ねえにそういうお願いをしたわけじゃねえ！」

「えっ、まさか実際はもっと過激なお願いを？」

「してねえ！　さっきのは剣術を教えてもらってただけで……！」

「そ、そんなの嘘うそですっ！　じゃあどうして抱きつかれてたんですか!?」

「それは梨央姉に訊いてくれっ！」

　俺だってわかりませんよ。まあ、悪戯いたずら大好き小悪魔な梨央姉のことだから面白がってあんなことをしたんだろうけどさ。

「……あんたたち、海に来たからってテンション上げすぎなんじゃない？」

　必死に弁解していると、横から呆あきれたような声が聞こえた。

　目を向けると、そこにいたのはラピス。

　彼女が身に纏まとっているのはオレンジ色のチューブトップビキニ。……驚いた。てっきり三月に着てたスクール水着みたいなのを着てくると思ったのに。

「な、何よ？　そんなにこっちをジーっと見て」

「あ、ごめん。でも、その水着はラピスによく似合って──」

　しかし、最後まで言い切る前にラピスが自分の足元にあった小さな貝殻を掴つかんで……だああああいきなり投げてきやがった!?　寸前で躱かわしたが、あと少しで直撃だったぞ！

「て、てめえ！　いきなり何してんだよ！」

　抗議すると、ラピスは「それはこっちのセリフよ！」とプンスカ怒りながら近づいてきて、

（このバカバカバカ犬。わたしの水着を褒めるのはやめてよね）

（はあ？　どういう意味さ？）

　ヒソヒソ話しかけられたのでつい小声で訊きき返してしまった。すると、ラピスは「むーっ」と不満そうに唸うなってから会話を続ける。

（わたしたちがここに来た理由を忘れたわけ？　今日の目的はあんたと真ま由ゆ香かの仲を親密にすること。なのに、真由香以外の女の子の水着を褒めちゃダメでしょ）

（……そういうもんか？）

（そういうものなの！　真由香の水着もこの前新しく買ってきたヤツだし、褒められたら絶対嬉しいはずだもんっ！）















（じゃあ、おまえも褒められて嬉うれしかったのか？）

（なっ）

　素朴な疑問を伝えると、ラピスはカァアアアアアっと真っ赤になってしまった。

　このリアクションからするとどうやら嬉しかったらしい。しかも、かなり。相変わらず素直じゃないニャピスである。

（……ばか。ばかばかばか。今日はわたしのことなんて気にしなくていいのよ）

　小声で呟つぶやくと、ラピスはぷいっとそっぽを向いてしまった。

　とりあえず、俺はこれ以上ラピスをご機嫌ナナメにさせないために、真ま由ゆ香かの水着を褒めておくことにした。



×　　　×　　　×



「さあ。せっかく海に来たんだし、思いっきり遊びましょ」

　波打ち際で跳ねる白波を眺めながら嬉しそうに微笑ほほえむラピス。

　ひょっとしたら海に来たことでテンションが上がってるのかもしれん。まあ、コイツの目的は俺と真由香を親密にさせることらしいが……。

「とりあえずは、これかしら」

　そうやってラピスが俺に差し出したのは直径三十センチほどのプラスチック製の円形の物体。

　どう見てもフリスビーだった。

「………」

　……うん。落ち着け、つじ峰みね冬とう夜や。たぶんラピスだって悪気はないはずだ。そう、いくら俺が峰家の家事係いぬだからってフリスビーで遊ばれちゃうわけが……。

「あれ？　もしかして骨を投げる方がよかった？」

「やっぱり犬扱いかよてめえ!?」

「いくわよ、ラッシー！」

「俺の名前はラッシーじゃねえ！」

「えっ……ラッシー……」

「残念そうな顔をするのはやめてくれる!?　俺はそんな犬っぽい名前じゃないし、犬っぽい遊びをするつもりもない！」

「でも、ビーチでフリスビーを使って遊ぶのは別に普通のことでしょ？」

「ぐっ……それはそうかもしれないが……」

「ほら、取ってこいラッシー！」

「頼むからラッシーから離れようぜ！」

　ていうか、そこそこ人がいる海岸でフリスビーを投げるのは危険……って、大丈夫か。ラピスのフォームがヘナチョコだったせいかフリスビーは波打ち際の方に落下。

　そのわずか二秒後。

　ザブーンと白波が覆いかぶさって、フリスビーは海の中へと消えていった。

「………」

　……あっけねえ。たった二秒で波にさらわれちまったじゃねーか。これじゃもうフリスビーで遊ぶことは……。

「何してるの？　早く回収してきなさいよ」

「マジで!?」

「さあ、いくのよラッシー！」

「気に入った!?　さてはおまえそのネタ気に入っちゃったの!?」

「大丈夫。ほら、フリスビーはあそこに浮いてるから。早く取りに行かないとラッシーとは別の名前で呼ぶわよ？」

「別の名前？」

「名付けて、パッシー」

「すっげえパシリっぽい名前じゃん！」

「さあ、いくのよパッシー！」

「今の俺の状況を的確に表してるから困るよね！」

　仕方なく、フリスビーを回収するために海へと入る。まったく、これだから我が家のプチ猫は。しかし、海に入るのなんて結構久しぶりな気がするぜ。

「ま、待ってください、兄さん」

「あれ？　真ま由ゆ香かも来たのか？」

　フリスビーを目指して波の中を進んでいると、後ろから真由香が声をかけてきた。

「えっと……私は兄さんだけでも大丈夫だと思ったのですが、ラピスが『冬とう夜やだけじゃ心配だから真由香も行ってきて！』と……」

「そ、そうなのか……」

　ぐわー、ニャピスめ。まさか俺と真由香を二人で海に入らせるためにわざとこんなことをしたんじゃねーだろうな。海岸の方を見ると、梨り央お姉ねえが「クラゲがいるかもしれないから気を付けてねー！」とブンブン手を振っていた。

　まあ、季節的にクラゲがいてもおかしくねえか。今の俺たちは胸のあたりまで水に浸つかってるから、クラゲがいたら上う手まく避けないと──。

「………っ!?」

　だが、胸までしか水に浸かっていないのに俺の呼吸は止まりかけた。

　海水の冷たさの中で掌に感じるほのかな温かさ。

　真由香が、俺の掌をぎゅっと握りしめていた。

「ま、真由香？」

「……すみません。海は久しぶりのせいか、少し怖くて……」

「そ、そうなのか？」

「それに……水の下ならラピスや姉さんには見えませんから、こんなことをしてても恥ずかしくありませんよね……？」

　水中で俺と手を繋つなぎながら、真由香は嬉うれしそうにはにかんでいた。

　……ヤバイ。

　可愛かわいすぎるんですけど、このまゆっち。普段の真由香ならこんな大胆なことはしないのに。やはり海に来たからテンションが上がってるんだろうか？

「ん？」

　と。なぜか沖の方にいるシャチの浮き輪を持った人が、こっちを興味津々そうに見てる気がした。浮き輪で隠れてて顔はよく見えないけど、女の子かな？　うーむ、手を繋いでるところは見えてないだろうけど、なんとなく恥ずかしいような……。

「わ、わかった。俺が引っ張ってやるよ」

「……はい。ありがとうございます」

　他人の視線から逃げるように、俺たちは手を繋いだままでフリスビーへとＧＯ。そこまで沖に流されてないし、これならすぐに回収して……。

「きゃっ!?」

「………っ！　ど、どうした、真ま由ゆ香か？」

　いきなり悲鳴を上げた従妹いとこに話しかける。

　すると、真由香は「い、いえ……兄さん」と微かすかに頬ほおを赤くしながら、

「もしかして、今私のお尻しりを触りました？」

「………」

　……それでも僕はやってない！

　俺の脳細胞が全力でそう叫んでいた。

「さ、触ってないぞ！　俺がそんなことするわけないだろ！」

「でも、今確かに誰だれかが私のお尻を……きゃっ!?」

　最後まで言い終える前にビクンッと硬直する真由香。そのまま「あぅっ……んっ……くすぐったい……っ」とどこか熱っぽい声を出しながらモジモジ身体からだをくねらせている。

　もしかして……クラゲかな？

「に、兄さん！　黙ってないで助けてください！」

「あっ……わ、悪い！　でも、助けろって言われても……」

「お願いしますっ！　なんだかタチの悪いクラゲがいるみたいで──」

　と、そこで真由香は「ひゃあっ!?」と一際大きな悲鳴を上げて……って、あれ？

　なんか……ビキニのトップスの肩ヒモが外れちゃってるような……。

「真由香。もしかして……」

「……はい。クラゲに水着を脱がされちゃいました……」

「どんなテクニックを持ったクラゲだよ!?」

「すごい指使いでした！」

「コメントしなくていいから！　つーか、クラゲに指はねえ！　あるとしたら触手だ！」

「そ、それぐらい私だって知ってます！　大丈夫です。幸い水着は波に流されてませんので、今から一度着直して……」

　そこまで言いかけたところで、「ひぅんっ!?」と悲鳴を上げる真由香。

　クラゲに触られて驚いたのか、従妹は助けを求めるように俺の方に寄り添って……。



　むにゅっ。



「………」

　……なんだろう。

　今、俺の肘ひじのあたりに、掌に収まるくらいの控えめな膨らみが触れたような……。

「きゃっ……に、にぃさんっ、そんなところ触っちゃダメですっ」

「っ！　ご、ごめん！　でもおまえがくっ付いてくるから……！」

「そ、そんなこと言われても……やぁっ……にぃさん……んぅ……っ」

　真ま由ゆ香かは顔を真っ赤にしたままでどこかつやっぽい声を上げる。

　その度にふにふにと柔らかい膨らみが俺の肌に擦こすり付けられて……ヤバイ。このままじゃ海に入ってるのに脳ミソが沸騰しちまうぞ……！

「れ、冷静になれ真由香！　そのクラゲはどの辺にいるんだ！」

「えっ……えっと、今わたしの背中の方に……」

「よし、わかった。ちょっと待ってろ」

　繋つないでいた真由香の手を放して、彼女の背中の方に回り込む。

　つーか、ホントにクラゲがこんなことをするのか？　ひょっとしたら好奇心旺おう盛せいな魚かもしれん。その場合は捕まえて今夜の夕飯のオカズに加えるのみ！

「……ここか!?」

　水面に微かすかに映った影を見極めながら、俺は水中に手を突っ込んで……って、なんだコイツ!?　魚にしちゃやけにデカいような……！

「こ、この……っ！」

　水中でバタバタと抵抗するソイツを両腕で必死に引き上げる。もはや脳内では映画『ジョーズ』のＢＧＭが流れてきそうな勢いだ。

「いい加減に……しろ！」

　叫んでから、ぎゅっとヒモみたいな感触のものを掴つかんで一気に引き上げて……って、ヒモ？

　なんで魚の身体からだにヒモがあるんだ？

「えっ……？」

　そう思ったのも束つかの間ま、俺は自分が手に掴んだものの正体を知る。

　水着。

　しかも、黒くてやけに布の面積が小ちっちゃいビキニのトップスである。……おかしいな。なんでこんなものが水中に……。

「………っ！　さっ、さっさと離せこの犬っころっ！」

「!?」

　瞬間、俺が握りしめた水着に引っ張られるように水中から現れたのは──一人の女の子。肩の辺りで揃そろえられた灰色のミドルヘア。無愛想に俺のことを見つめる瞳ひとみ。そして、今コイツが言った『犬っころ』という名称。

　その特徴から導き出される人物は……。

「……アリス？」

　そう、霧きり谷やアリス。

　魔女の遺灰を使って生み出された《遺灰人形ウイツチドール》の最後の一体にして、遺産８《四銃奏カルテツト》の所有者。

　霧谷家のメイドである彼女は、俺に引っ張られた水着を必死に直そうとあたふたしていた。

　………。

　ちょっと待て。

　コイツがここにいるってことは……。

「あら、もうバレちゃったの？」

「………っ!?」

　突如響いた声に目を向ける。

　すると、そこにいたのは先ほどのシャチの浮き輪の女の子。ただし、さっきまでは見えていなかったが、今はその艶あでやかな紅髪が見えてしまっている。

　そして、彼女の胸には──紅あかい刻印。

　霧谷七なな海み。

　突然現れたのは、まさしく霧谷家の当主に違いなかった。

「こんにちは、お兄様」















　そして。

　彼女は真夏の太陽の下で再び俺を呼んでから、

「せっかく海で遊ぶのなら、私たちも混ぜてくれないかしら？」



×　　　×　　　×



「……なんであんたがここにいるのよ」

　真夏の太陽の下の海岸。

　なんとかフリスビーを回収した俺と真ま由ゆ香かは、ラピスと梨り央お姉ねえが待っているパラソルの下へと帰ってきたんだが……。

「うふふっ。ひどいわ、お姉様。みんなで遊びに行くんなら私たちも誘ってくれればよかったのに」

「うっ……それにはちょっと理由があって……そもそもどうしてここがわかったわけ？」

「イツキさんに教えてもらったわ。実は、こんなこともあろうかと彼女の《夜魔ヴアンパイア》でつじ峰みね家から外出する人間を監視しててもらってたの」

「なんでそんなことを!?」

「強いて言うなら、勘かしら。何か面白いことが起こりそうな気がしたのよ」

「だからって《Ⅸノウエム》の一角をストーカーっぽいことに使うのはやめなさいよね！」

「でも、イツキさんも『やっべー！　テンション上がってきたっす！』って乗り気だったけど？」

「あ、あのハイテンションメガネ……！」

「それにしても……お姉様の水着姿も可愛かわいいわね♪」

「きゃっ……な、なんでいきなりわたしに抱きついてくるのよ!?」

「だって、お姉様が可愛いから……こちょこちょ♪」

「はぅ……やめっ……ふぁっ……へ、変なところ触るなぁ─────っ！」

「うふふ。ごめんなさい。まあ、そういうわけで。私とアリスも遊びにきちゃった」

　ラピスの身体からだから離れてから、微笑ほほえむ七なな海み。

　……なんてヤツだ。まさか強引に合流しに来るとは。

　さすがは七海様。

　相変わらずいい性格してやがる。

「ところで、なんでさっきはアリスにあんなことをさせたんだ？」

「ごめんなさい。お兄様と真由香さんが楽しそうにしてたから、ちょっとぐらい悪戯いたずらしてもいいかなって思って」

「悪戯って……」

「私はアリスに、『潜水しながら真ま由ゆ香かさんをくすぐってきて』って頼んだだけよ？」

「っ！　あれはあなたの差し金ですか」

　むーっと唸うなる真由香。

　……いかん。

　相変わらず真由香は七なな海みにライバル意識を抱いてるっぽい。

　まあ、七海も俺のことを『お兄様』なんて呼んでるし、従妹いとことして気に入らないのかもしれん。

「まあ、せっかく合流しちゃったんだし、七海ちゃんたちも一緒に遊ぶしかないよね」

「ちょ……姉さん!?」

「ふふっ。つじ峰みね家の当主さんは物わかりが良くて助かるわ。よかったわね、アリス。みんなに新しい水着を見てもらえて」

「な、七海様っ。別にアリスは水着を見てもらいたかったわけでは……」

　うっと口唇くちびるを噛かみしめながらアリスは恥ずかしそうに顔を俯うつむかせた。

　うーん、でもアリスが黒ビキニを着てたのは意外だったな。しかも、普通のより明らかに布の面積がちっちゃいし。まあ、海からあがった後は腰にパレオを付けてるんだけど……。

「気を付けてね、お兄様」

「ん？　何をだ？」

「アリスの水着にあんまり見み惚とれない方がいいってこと。あのパレオの下はすごく危険だから」

「危険って……」

「実は何も穿はいてないの」

「なんで!?」

「そうした方がお兄様も喜ぶと思って」

「穿いてないのを俺のせいにするな！」

「うふふ。嘘うそよ。本当は穿いているわ」

「え？　そうなのか？　じゃあ、パレオの下に危険は……」

「ただし、ホルスターに収めた《四銃奏カルテツト》が隠してあるの」

「穿いてないよりデンジャラスな気がするんですけど！」

　危ねえ。さっき水着を掴つかんじゃったときにうっかり撃たれなくてマジよかった。平和な海水浴場にこんな死亡フラグが隠されていたとは。

「つーか、アリスもこんな場所に《四銃奏カルテツト》を持ってくるな。どんだけトリガーハッピーなんだよ」

「だっ、誰だれがとりがーはっぴーだ！……ところで、七海様。とりがーはっぴーというのはどういう意味でしょうか？」

「強くてカッコ良くて銃の腕が抜群ってこと」

「そ、そうなのですか！　では、アリスはこれからもとりがーはっぴーでいます！」

　飼い主に褒められた子犬よろしく喜ぶアリス。

　……そっか。コイツって七なな海みに生み出された《遺灰人形ウイツチドール》だから、もしかしたらラピス以上にこの時代の文化に関する知識がないのかもしれん。

「ところで、お兄様。私の水着はどう？　似合ってる？」

「うっ……」

　誘惑するみたいな七海の口調におもわず呻うめいてしまった。

　だって……メチャクチャ可愛かわいいんだもんコイツ。

　七海が身に纏まとっているのは紅あかいビキニ。ピジョンブラッドの名前を持つ七海にはピッタリのチョイスだし、グラビアアイドルも顔負けのプロポーションも健在。本物の宝石ルビーみたいに輝いてやがる。

「もしかして、見み惚とれちゃった？」

「そ、そんなわけねえだろ」

「もう、メロメロ？」

「古いたとえを使うな」

「じゃあ、デロデロ？」

「デロデロってどんな状態!?　それを言うならデレデレだろ！」

「ふうん。お兄様は私の水着姿にデレデレしてるのね」

「ち、違う！　決してそんなことはねえ！　つーか、おまえもちゃんと真ま由ゆ香かに謝れよな！　さっきの悪戯いたずらはちょっとタチ悪いぞ！」

　七海の追及から逃れるために話題をチェンジ。

　実際、さっきの悪戯はちょっとやりすぎだった気がするし。……いや、それを言ったら俺もアリスの水着を思いっきり引っ張っちゃったんだけどさ。

「そうね。ごめんなさい、真由香さん。せっかくだからお詫わびに何か奢おごりましょうか？」

「えっ……いえ、私は謝ってもらえればそれで……」

「わかったわ。カキ氷が食べたいのね」

「あなたって人の話を聞く気がゼロですよね!?」

「残念。８％ぐらいは聞いてるわ」

「なんでちょっと偉そうに言うんですか！」

「ふふんっ」

「誇らしげに胸を張らないでください！　くぅ……私よりもナイスバディだからっていい気になって……！」

「あなたの胸は、80％」

「どどどどういう意味ですそれは!?」

「だって、巧妙に隠してるけどそれってパッド入り水着よね？　だから実際の真ま由ゆ香かさんの胸のサイズは現在の80％ぐらい……」

「わああああああ余計なことを言わないでください！」

　悲痛な叫びを上げる真由香を無視して、七なな海みはアリスに目配せ。

　すると主のオーダーを悟ったのか、アリスは近くの海の家へＧＯ。数分後、カキ氷を手に持って戻ってきた。

「どうぞ、七海様」

「ありがとう、アリス。さあ、真由香さん。お詫わびとして私が食べさせてあげるわ」

「あっ、ありがとうございます……って、なんで私があなたに食べさせてもらわなくちゃいけないんです!?」

「あら、私は好意でやってるのに」

　当たり前のことのように言ってから、七海は苺いちごのシロップがかかったカキ氷をスプーンで掬すくって差し出した。

　……なんだろう。

　この腹黒キツネがこんなことをするのは何か裏がありそうな気が……。

「い、いりません。そんなことされるぐらいならカキ氷なんて食べません」

「そうなの。残念だわ」

　真由香の言葉にシュンとする七海。

　しかし、そのわずか二秒後──彼女はにっこりと俺の方に微笑ほほえんできてから、

「じゃあ、お兄様に食べさせてあげる」

「………」

　……さすがは七海様。

　相変わらず行動が突飛すぎるぜ。

「………っ！　ど、どうしてあなたが兄さんにそんなことを……！」

「だって、真由香さんが食べないって言ったから。さあ、お兄様。あーん♪」

「……オイ、七海。いい加減俺たちをからかうのは……ふごっ!?」

　最後まで言い切る前に、七海が俺の口に強引にスプーンを突っ込んできやがった。ぎゃー、何しやがるんだこの腹黒キツネ！

「て、てめえ、いきなり何を……！」

「美お味いしかった？」

「えっ……まあ、味は問題なかったけど……」

「そう、よかったわ。じゃあ、私も一口もらうわね」

　微笑んでから、七海はスプーンでカキ氷を掬って自分の口に運んで……って、待て待て待て。これって、いわゆる間接キスってヤツなんじゃ……。

「な、ななな七なな海みさん！　あなたは一体何をしてるんです!?」

　俺と同じような思考に至ったのか、真ま由ゆ香かが抗議の声を上げていた。

「何って……私はカキ氷を食べただけだけど？」

「そ、そういうことを言ってるんじゃなくて……あなたは恥ずかしくないんですか？　兄さんにカキ氷を食べさせたり、極めつけは……か、間接キスまで……」

「そうね。正直に言えば……ちょっぴりドキドキしちゃったかしら。でも、私がこういうことをしても別に問題ないでしょう？　だって──」

　クスッと。

　七海は余裕ありげに微笑ほほえんでから、

「私は、お兄様のことが好きなんだもの」

「なっ」

「それより、真由香さんの方こそどうして私の行動に口を出すの？」

「っ！　そ、それは……」

　俯うつむいたまま、悔しそうに口唇くちびるを尖とがらせる真由香。

　……おかしいな。

　楽しい海水浴場の一角が刻一刻と修羅場になってきているような……。

「ちょ、ちょっと七海！　真由香にそんなことを言うのはやめなさいよね！」

　真由香を庇かばうようにラピスが抗議していた。

「お姉様。私は今真由香さんと話をしてるんだけど？」

「うるさい。第一、こんなことをして何の意味があるのよ？」

「意味はちゃんとあるわ。私は……確かめたいだけ」

「……確かめる？」

「そう。真由香さんが、お兄様のことをどう想おもっているか」

「なっ──」

　妹の言葉に凍り付くラピス。

　……当たり前だ。

　真由香が俺のことをどう想っているのか？

　その質問の答えを、ラピスは知っていて──。



「…………好きです」



「───っ！」

　その言葉に、息を呑のんだ。

　つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　水着姿の従妹いとこは、覚悟を決めたように七なな海みのことを見つめながら、



「私だって……兄さんのことが好きなんですっ！」



「ま、真由香……」

　……嘘うそだろ？

　子供の頃ころから少し内気だった真由香が、家族以外の人間にこんな大胆なことを言うなんて……。

「………。それは……家族として好きって意味？」

「……いいえ。家族でも、兄きよう妹だいでも、もちろん友だちとして好きという意味でもありません。私は……兄さんのことを一人の女の子として好きなんです。それに……兄さんだって私の気持ちはもう知ってます。だって……」

「だって？」

　訊たずね返す七海。

　すると、真由香は意を決したように、

「私は……この前、兄さんに告白しましたから」

「………っ！　ちょ、ちょっと真由香！」

　ラピスが慌てた様子で真由香を呼んだ。

　無理もない。コイツが今日ここに来たのは俺と真由香を親密にさせるためだった。なのに、まさか真由香が七海にこんなことを言うとは……。

「──なるほどね」

　対して、七海はあくまで微笑ほほえんだままだった。

「やっと謎なぞが解けたわ。最近のお兄様と真由香さんの様子がおかしかったのはあなたが告白したせいだったのね。それで──告白の返事はもらえたの？」

「そ、それは……」

「その様子だと、ひょっとしてまだなのかしら？」

「っ！」

　七海の言葉にきゅぅぅぅっと口唇くちびるを噛かみしめる真由香。

　……ヤバイ。

　なんだこの緊迫した空気は。とてもじゃないが口を挟めるような雰囲気じゃねえ。その証拠に俺だけじゃなくて、ラピスやアリスも一言も喋しやべれなくて……。

「あはは。困ったことになっちゃったね」

　しかし、張りつめた空気を壊すように明るい声が響く。

　つじ峰みね梨り央お。

　峰家当主である彼女は、いつも通りのスマイルを浮かべていた。

「二人とも、とりあえずケンカはやめよう？」

「あら、どうして梨央さんが私たちの問題に口を挟むのかしら？」

「だって、ボクは峰家の当主だもん。今峰家と霧きり谷や家は同盟を結んでウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしている。だったら当主としてケンカが起きないようにしないとね」

「………」

　沈黙。

　梨央姉ねえの言葉に、七なな海みは少しだけ黙った後で、

「そうね。ここで争っても仕方ないわ。でも、真ま由ゆ香かさん。あなたはお兄様のことが好きなんでしょう？」

「……はい。それは七海さんも同じなんですよね？」

「うふふ。そんなの当たり前でしょう？　けれど……梨央さんの言う通り、私たちがケンカするのはよくないわ。だから──真由香さん」



　あなたに、勝負を申し込むわ。



「……勝負？」

　唐突な宣言に、ラピスが訊きき返していた。

「ええ。このまま私と真由香さんがケンカをしても不毛なだけ。だったら、いっそのこと勝負をして決着を付けた方がいいと思わない？」

「け、決着って……」

「たとえば、勝った方は──お兄様と二人きりでデートできるとか」

「なっ……どうしてそれが決着になるんですか!?」

「だって、私と真由香さんは二人ともお兄様のことが好きなんだもの。だったらデートを勝負の景品にするのは悪くない案でしょう？　二人きりでデートをすれば、お兄様と親密になって相手との差をつけられるかもしれないんだし」

「そ、それはそうかもしれませんが……」

「ちなみに、私はデートをするならお祭りがいいわ。──アリス。確か明日この街にある神社で縁日があったはずよね？」

「えっ……はい、確か明日の夜から……」

　七海の言葉にアリスが答えた。

　そういや……俺もその夏祭りの看板を見た気がする。縁日が行われる神社は俺が通ってた剣術の道場の近くにあって、ガキの頃ころは真由香や梨央姉とよく一緒に行ったっけ。

　でも、そこで俺が真ま由ゆ香かと七なな海みのどちらかとデートするなんて……。

「──わかりました」

「………っ。真由香……」

　思わず彼女の名前を呼んでしまう。

　すると、真由香は上目づかいで俺のことを見つめてきた。

「……お願いです、兄さん。自分を景品にされるのは嫌かもしれませんが……私と七海さんが勝負することを認めてくれませんか？　それに……」

「……それに？」

　訊たずね返すと、真由香は不安そうに胸のあたりで手を合わせながら……。

「私は……どうしても兄さんと二人きりで夏祭りに……あの神社に行きたいんです」

「………っ」

　真由香の言葉は、いつも以上に真剣に思えた。

　……なんだろう。

　七海に負けたくないって気持ちがあるのかもしれないが、コイツがここまで真剣になるのには何か他ほかに理由があるのかもしれん。どうしてか、そんな気がした。

「……兄さん」

「……わかったよ。家族からの頼みは断れねえしな」

「お兄様。それは私と真由香さんの勝負を認めてくれるって意味？」

「おう。こうなっちまったら仕方ねえだろ。けど、七海。おまえは真由香とどんな勝負をするつもりなんだ？」

　勝負というからには公平な課題の方がいいだろう。だからといって、そこまで危険なことをやらせるわけにもいかねえ。

「ふふっ。それなら簡単よ。お兄様もイツキさんから聞いてるんじゃない？　今この音おと原はら市では一つの奇妙な事件が起きてるの」

「………っ！」

　瞬間、七海の言葉に悪寒が走った。

　まさか、コイツは──。

「そう、勝負の内容はたった一つ」

　そして、紅あかい刻印を持つ少女は告げる。

　俺たちの関係性に変化をもたらすであろう言葉を──。

「遺産11──《蜃気楼ミラージユ》。再びこの街に現れた亡霊騎士の蒐しゆう集しゆうよ」



×　　　×　　　×



《蜃気楼ミラージユ》。

　俺が初めて蒐しゆう集しゆうしたウィッチクラフトにして、魔女かぞくと再会することを願っていた重騎士。

　その能力は、迷彩装甲。簡単に言えばＳＦ小説に出てくる光学迷彩のように姿を消すこと。しかし、三月に戦ったときは雨が降っていたせいであいつはその能力を発揮できなかった。だから俺もあいつに勝つことができたんだ。

　そして──間違いなくあいつはラピスの中に封印された。

　なのに……。

「まさか、また戦うことになるとはな」

　時刻は午後十一時すぎ。

　つじ峰みね本家の自室で、俺はそんなことを呟つぶやいた。

　……あの海での会話の後、俺たちは峰家へと帰宅した。それは七なな海みが亡霊騎士に関する新たな情報を灰はい原ばら家から手に入れていたからだ。

　七海の話によると──亡霊騎士が現れるのは、深夜の千せん羽ば学がく園えんの校庭らしい。

　その姿は三月に封印されたはずの《蜃気楼ミラージユ》とまったく同じだったとか。これはイツキが《夜魔ヴアンパイア》で生み出した蝙こう蝠もりを使って確認したから間違いないそうだ。

　今のところソイツは夜の学園に現れるだけで何のトラブルも起こしてないそうだが……。

「……放ってはおけないか」

　俺たち峰家の役目はウィッチクラフトを蒐集すること。だとしたら、《蜃気楼ミラージユ》が再び現れてしまった以上、蒐集しなくちゃならねえ。

　そして──それが真ま由ゆ香かと七海の勝負でもある。

　ルールは、『先に亡霊騎士を斃たおした方が、俺とデートできる』というシンプルなもの。

　七海は戦闘能力を持っていないので、自分の代わりに《四銃奏カルテツト》の所有者であるアリスが亡霊騎士と戦うことを提案し、真由香もそれを呑のんだ。

　そして、勝負の開始は深夜零時。

　それまではお互いの家で休んでおくことになったわけである。

「………」

　けど、わからねえ。

　三月の戦いで《蜃気楼ミラージユ》はラピスの中に封印されたはずだ。

　だとしたら亡霊騎士の正体は一体なんなんだ……？

「冬とう夜や？　ちょっといい？」

　うーんと悩んでいると、部屋のドアがコンコンとノックされる。

「おう」と返事をすると、ドアを開けたのはドレス姿のラピス。彼女はどこかフクザツそうな表情をしながら俺の部屋に入ってきた。

「どうした？　なんか元気がなさそうだぞ」

「……うん。えっとね……」

　ラピスは。

　少しだけ顔を俯うつむかせながら、一言。

「今日は、ごめんね」

「えっ……なんで急に謝るんだよ？」

「だ、だって……わたしが海に行こうとか言ったせいで、真ま由ゆ香かと七なな海みが勝負することになっちゃったし。だから、その……」

　そこまで言って、ラピスは黙ってしまった。

　ああ、そっか。元はと言えば今日海に行ったのはラピスの発言が原因だった。逆に言えば、ラピスがそんなことを言わなければこんな事態にはならなかったわけだ。

　だから、コイツは責任を感じてたのかもしれん。

　自分のせいで俺が勝負の景品になっちまったことが……。

「バカ。そんなに落ち込むなよ」

「あっ……」

　ぽんっと、励ますように俺はラピスの頭を優しく撫なでていた。

「別にラピスのせいでこんなことになっちまったわけじゃねえ。元はと言えば、俺が真由香に告白の返事を伝えられなかったことが原因なんだ。だから、元気出せって。いつまでも落ち込んでるのはラピスらしくないぞ？」

「冬とう夜や……」

「それに、最近は鍛錬ばっかりだったから今日海で遊べたのはいい息抜きになった。今日はおまえに誘ってもらえてよかったぜ。ありがとな、ラピス」

「……うん。こっちこそ……ありがと」

　言葉をかけると、ラピスは安心したのか嬉うれしそうにはにかんだ。

　瞬間、胸の辺りがドキッとしてしまう。

　それくらいに、彼女の笑顔は魅力的に見えたのだ。

「？　どうしたの？　なんだか顔が赤いけど？」

「な、なんでもねえよっ」

　誤魔化すように言って、ラピスから目を逸そらす。

　本家で暮らし始めて四ヶ月も経たつが、自分の部屋で女の子と二人きりなのはかなり落ち着かない。それがラピスみたいに可愛かわいい女の子ならなおさらだ。

「そ、そう言えば、ラピスは亡霊騎士について何か心当たりはないのか？」

　緊張を誤魔化すために質問する。魔女と十六年も一緒に暮らしてきたラピスなら、何か知ってるかもしれない。

「そうね。今日海で七海から亡霊騎士の姿が《蜃気楼ミラージユ》とまったく同じって聞いて……一つだけ仮説を立てられたわ。これはわたしの推測だけど、この事件の原因はウィッチクラフトだと思う」

「ウィッチクラフト？」

「ええ。魔導書のウィッチクラフト。遺産12──《屍操書ミツドナイトヘブン》。その能力は──死者操生」

「死者操生……」

「たぶん、死者蘇そ生せいを捩もじった名前だと思うわ。簡潔に言うと──《屍操書ミツドナイトヘブン》は死者を人形ゴーレムとして蘇よみがえらせて、操るウィッチクラフトなの」

「………っ！」

　じゃあ、何か？

　そのウィッチクラフトが《蜃気楼ミラージユ》を操ってるっていうのかよ？

「ただし、人形ゴーレムとして蘇らせるためには、《屍操書ミツドナイトヘブン》が死者の身体からだの一部を媒介として取り込む必要がある。取り込んだ死者の身体の質量が多ければ多いほど、蘇った死者は生前の強さを再現できるわ」

「………っ。そういや、三月におまえが《蜃気楼ミラージユ》を封印したとき、あいつには左腕がなかったよな？」

　思い出すのは、三月にこの街に戻ってきたときの記憶。

　公園で重騎士に襲われた俺は、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を持った真ま由ゆ香かに助けられた。そのときの戦闘で重騎士の左腕は斬きり落とされたんだ。その左腕は重騎士が持ち去ったんだが……ラピスの中に封印された後は行方不明だったっけ。

「おそらく、その左腕を媒介にすることで《屍操書ミツドナイトヘブン》は《蜃気楼ミラージユ》の人形ゴーレムを生み出したのよ」

「ソイツに感情とかはあるのか？」

「いいえ。感情のないただの操り人形よ。そして、蘇った死者は夜しか活動できない。死者の身体の一部を媒介にして生み出された人形ゴーレムは、太陽の光を浴びると消滅しちゃうから」

「……まるで怪物アンデツドだな」

　夜だけ街に現れる死者。

　ホラー映画風に言うなら、デッドマン・ウォーキングって感じか。

「それで……本題はここからね」

　緊張した様子で、ラピスは語り出した。

「あんたの《剣舞士の首飾りソードダンサー》や真由香の《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と同じで、《屍操書ミツドナイトヘブン》は所有者がいないと発動できないウィッチクラフトなの」

「………っ！　じゃあ、《屍操書ミツドナイトヘブン》を使って亡霊騎士を操ってる黒幕がいるってことか？」

「ええ。きっとソイツが《蜃気楼ミラージユ》の左腕を手に入れて、媒介にしたんだと思う。どうしてそんなことをしたのかはわからないけど……」

「………」

　……これは思った以上に厄介な事件なのかもしれん。

　亡霊騎士が《屍操書ミツドナイトヘブン》を使用して誰だれかが生み出した人形ゴーレムだとしたら、その目的がわからない以上警戒は必要だろう。

「ラピス。亡霊騎士が《蜃気楼ミラージユ》の左腕を媒介にして生み出された人形ゴーレムだとしたら……ソイツは迷彩装甲を使えるのか？」

「ええ。可能性はあるわね。人形ゴーレムは感情がないけど、生前の死者とほぼ同じ能力を持つから」

「なるほど。だとしたら厄介だな……」

　頭を過よぎるのは、三月の戦い。あのときは雨が降っていたから《蜃気楼ミラージユ》の能力を封じることができた。しかし、今回はそう都合よくいかないかもしれん。しかも能力を発動させた《蜃気楼ミラージユ》はラピスや七なな海みですら気配が掴つかめないのだ。

　いくら俺たちが戦闘用の《Ⅸノウエム》を三つも所有してるからって、楽観していい相手じゃねえ。事実、俺は三月の戦いで致命傷に近い傷を負って──。

「──冬とう夜や」

　俺の思考を遮るように、ラピスが話しかけてきた。

　どうしてか、その声はやけに緊張している。

「実は……たった一つだけ、《蜃気楼ミラージユ》の迷彩装甲を破る方法があるの」

「な……ホントか!?」

「うん。でも……私はできればこの方法を使いたくないのよ。だって、この方法は冬夜に危険が及ぶ可能性があるもん」

「えっ。じゃあ、《蜃気楼ミラージユ》を斃たおすためには俺がその方法をしなくちゃいけないってことか？」

　訊きき返すと、ラピスは「……そういうことになるわね」と元気のない様子で答えた。

　この様子だとその方法ってヤツはよっぽど危険な手段なんだろう……。

「───」

　けど、そんなことはどうだっていい。

「ラピス。その方法を教えてくれ」

「えっ……冬夜……」

「俺の役目はウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすることだろ？　それに俺はラピスたちを……自分の家族を守りたいんだ。危険に晒さらされる覚悟なんかとっくの昔にできてる」

　そう、俺は家族が死ぬのは嫌なんだ。母かあさんは死ぬ直前、俺に家族を守るように言い残した。だから、俺はその言葉を守りたい。それに──。

「───」

　もう、嫌なんだ。

　自分の目の前で、大事な人間がいなくなるのは──。

「──わかったわ」

　俺の覚悟が伝わったのか、ラピスは頷うなずいてくれた。

　──しかし。

　彼女が告げる言葉は、俺の今後の命運を左右するほどの可能性を孕はらんでいた。

「冬とう夜や。今からあんたは──《剣舞士の首飾りソードダンサー》と対話して。それが人形ゴーレムとして蘇よみがえった《蜃気楼ミラージユ》に対抗する手段よ」
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　対話。

　それはラピスが持つもう一つの能力であり、ウィッチクラフトの能力を引き出す手段でもある。現に《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》との対話を行った真ま由ゆ香かは大幅に強くなることができたんだ。

　しかし、それにはリスクが付きまとう。

　ラピス曰いわく、対話は最終手段。なぜなら対話をしてしまうことでウィッチクラフトによる精神呪じゆ縛ばくが進行する恐れがあるからだ。《革命軍レジスタンス》との戦いで第三段階レベル３まで進行しかけた俺は余計に危険だろう。

「───」

　しかし、それでもラピスが俺に《剣舞士の首飾りソードダンサー》との対話を勧めたのは──。

「こんばんは、お兄様」

　凛りんとした声で思考が中断される。

　深夜の千せん羽ば学がく園えんの校門の前。

　そこで待っていた俺たちの元に、七なな海みとアリスが合流した。七海はいつもの紅あかいドレス、アリスはメイド服姿である。

「あら？　梨り央おさんはいないの？」

「おう。梨央姉ねえは本家で待機してるよ。あの人は戦えないからな」

　つじ峰みね家のメンツは、制服姿の俺と真ま由ゆ香か。そして、七なな海みと同じくドレスを着たラピス。ホントはラピスも家で待機していてもいいと思ったんだが……一緒に行くと言って聞かなかったのだ。

「でも、夏休みに夜の学園に来るなんて新鮮よね。なんだか肝試しみたいでワクワクするわ」

「……あんた、もうちょっと緊張感を持ちなさいよね。それに今夜は肝試しに来たんじゃないわ。わたしたちの目的はウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうで……」

「ひょっとして、お姉様は肝試しが嫌い？」

「はああっ!?　な、なんでそういうことになるのよっ！」

「だって、さっきからお兄様の服の裾すそを掴つかんでるし」

「っ！　し、仕方ないでしょ！　夜の学園ってなんだか薄気味悪いんだもんっ！　もしウィッチクラフト以外の何かが出たりしたら……」

「……ラピス。まさかあなた、オバケが怖いんですか？」

「えっ……な、何を言うのよ真由香っ。わたしはオバケなんかこれっぽっちも……っ」

　言いながらも、さらに俺の服の裾をぎゅっと握りしめるラピス。へえー、意外だな。まさかラピスにこんな可愛かわいらしい弱点があったとは。

「なあ、ラピス。なんでオバケが苦手なんだ？」

「うっ……だって、そういうのってなんか不気味じゃない？　わたし、オカルトとかってどうも苦手なのよ」

「……いや、そもそもおまえ自身がオカルトの産物じゃねえか」

　魔女の血を分け与えられたアンティークのくせに。俺からしたらおまえの方がオバケなんかよりよっぽどオカルトっぽいぞ。

「まあ、無駄話はここまでにして」

　場を仕切るように、七海が言葉を紡ぐ。

「そろそろ本題に入りましょう。今日の私たちの目的は亡霊騎士の蒐集。そして、それが私と真由香さんとの勝負でもあるわ」

「わかっています。ですが、お互いを妨害することだけはやめましょう。私たちはあくまでチームですから」

「ふふっ。そうね。じゃあ、あくまでどちらが先に亡霊騎士を斃たおすかで決着を付けるということで。──いいわね、アリス」

「かしこまりました、七海様」

　言って、スカートの下から《四銃奏カルテツト》を取り出すアリス。

　現在の時刻は深夜零時。

　すでにこの周囲には、梨り央お姉ねえの要請によってイツキの《夜魔ヴアンパイア》による人避よけの結界が張られているらしい。

　それなら、俺たちが戦いを始めても何の問題は──。

「ん？」

　と、そこで後ろからくいっと服の裾すそを引っ張られる。

　振り向くと、そこにいたのはラピスだった。

「ラピス。どうかしたのか？」

「……うん。ちょっと冬とう夜やに話しておきたいことがあって。実はわたし……《屍操書ミツドナイトヘブン》の所有者に心当たりがあるかもしれないの」

「なっ……ホントか？」

「ええ。あんたの部屋に行った後、色々考えたんだけど……もしかしたらこの事件の犯人はあいつかもしれない」

「あいつ？」

　訊きき返すと、ラピスはどこか緊張した口調で息を吐いてから、



「……魔女戦争ヴアルプルギス」



　たった一言、聞き慣れない単語を口にした。

「冬夜も知ってるでしょ？　昔、リリィはウィッチクラフトを奪おうとするヤツらと戦ったことがあった。その戦いの名前が──魔女戦争ヴアルプルギス。魔女を殺そうとしたヤツらと、魔女を守ろうとした人たち。そして、魔女本人による戦争ね」

「確か……その戦争は魔女側の勝利で終わったんだよな。でも、それが今回の事件とどう関係あるんだ？」

「それは……」

　……沈黙。

　俺たちの間を無音が支配してから、

「よく聞いて、冬夜。魔女戦争ヴアルプルギスの首謀者は──」

　──しかし。

　ラピスの言葉が最後まで続くことはなかった。

　突如、首にかけたペンダントが灼やけるような熱を持つ。

　まるで自らの所有者の危険を教えるかのように──。

「───っ！」

　直後。

　まるで俺たちが来るのを待っていたように、ソイツは現れた。

　校庭の真ん中に立っているのは──漆黒の装甲で象かたどられた鎧よろい。

　月明かりを弾はじくメタリックブラックの西洋甲かつ冑ちゆう。そして、その左腕には俺の身の丈ほどもありそうな突撃槍ランス。

　遺産11──《蜃気楼ミラージユ》。

　しかし、あれは本物じゃない。おそらくは、《屍操書ミツドナイトヘブン》を使って生み出された人形ゴーレム──。

「……冬とう夜や」

　少しだけ心配そうに、ラピスが俺に声をかけてきた。

　俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》を剣の姿に変えながら、応こたえる。

「心配すんな。──すぐに終わらせる」

　そう、約一時間前。

　ラピスが自分の部屋を訪れたとき……俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》との二度目の対話をしたんだ。

　だから、今の俺は──。

「──準備はいいかしら？」

　そして。

　まるで確認でもするように、霧きり谷や家の当主である七なな海みが言葉を紡いで──。



「それでは、今夜の蒐集しようぶを始めましょう」



　響き渡る開戦宣言。

　それと同時に、《Ⅸノウエム》の所有者である三人が走り出していた。



×　　　×　　　×



　最初に仕掛けたのは、霧谷アリス。

　その右腕に握られたのは拳けん銃じゆうのウィッチクラフト。遺産８《四銃奏カルテツト》。彼女は迷うことなくその銃口を亡霊騎士へと向けて、

「──爆はぜろ、セカンドショット」

　即座に第二の弾丸を撃ち込む。

　鬼火にも似た炎の銃弾は、瞬く間に亡霊騎士へと疾走し──。

「───っ！」

　瞬間、爆風。

　校庭の中心でセカンドショットが炎を撒まき散らしながら爆発。だが、その爆炎を斬きり裂くように黒い影が飛び出した。















　亡霊騎士。

　セカンドショットの直撃をギリギリのところで回避したのか、月明かりが照らす校庭をメタリックブラックの甲かつ冑ちゆうが駆け抜ける！

「──兄さん！」

　響いたのは真ま由ゆ香かの言葉。

　それに呼応するように、俺と真由香はアリスを守るように前に出た。

「………っ。何をしているっ！　アリスはおまえと勝負を──」

「ですが、私たちにとって一番重要なのは、チームとしてウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすることです。だから、あなたを守ることも重要な役目。それに……《四銃奏カルテツト》には弱点があるんでしょう？」

「………っ！」

　真由香の言葉に、アリスが悔しげに口唇くちびるを噛かみしめた。

　そう、これは最近七海から聞いた話なのだが──《四銃奏カルテツト》には重大な弱点がある。

　それは──連射速度。

　ファーストショットは問題なく連射できるそうなのだが、セカンドショットは連射が不可能らしい。具体的に言えば、次弾を撃つまでに数秒のタイムラグがある。サードショットの場合はそれがさらに長い。

　だから今の俺たちの布陣は、前衛が二人に後衛が一人。

　連射のタイムラグが発生している間は、俺たちがアリスを守るしかねえ！

「──《氷矢アロー》！」

　真ま由ゆ香かの言葉と同時に、いくつもの氷の矢が亡霊騎士へと殺到。

　だが、すぐさま氷の砕ける音色が校庭に響き渡る。右腕に持った突撃槍ランスの一振りで、亡霊騎士が迫り来る矢をすべて叩たたき落としていた……！

「くっ……！」

　……厄介だな。ラピスの推測では、あれは《蜃気楼ミラージユ》の左腕を媒介にして生み出された人形ゴーレム。だが、動き自体は三月に戦った重騎士と変わらない。その証拠に、あいつは正確な槍やり捌さばきで氷の矢を打ち落としやがった。

「───」

　それとも、あいつを操ってるヤツが近くにいるのか？

《屍操書ミツドナイトヘブン》の所有者。

　ソイツが自分の目で戦況を確認しながら人形ゴーレムを操っているとしたら……。

「───っ!?」

　刹せつ那な、目の前で異変が起きた。

　矢を叩き落とした直後──亡霊騎士の身体からだが消えていく。まるで夜の闇やみに溶け込むように、メタリックブラックの甲かつ冑ちゆうは姿を失なくしてしまったのだ。

「……迷彩装甲！」

　俺たちの後ろでラピスが叫ぶのが聞こえた。

　これで俺たちにはあいつの居場所がわからない。目の前に広がるのは、誰だれもいないように見える校庭。このままじゃ、俺たちはあいつの接近に気付くことなく斃たおされる──。

「───」

　けど──それは、今までの俺だったらの話だ。

「真由香。下がっててくれ」

「えっ……に、兄さん？」

　前に出た俺を見て、真由香が驚いていた。

　当たり前だ。今の亡霊騎士は文字通り姿も形もない。だったら、いったん距離を取って、《四銃奏カルテツト》や《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で遠距離ロングレンジから攻撃し、あいつの居場所を探る方が得策だろう。

　でも、それじゃ万が一亡霊騎士が攻撃を躱かわし切って間合いを詰められたときに対応できねえ。

　だから、俺はラピスが考えた作戦を実行する。

「──強制解放フオルテ！」

　剣を振りかぶりながら、《円舞曲ワルツ》の能力を発動。

　解放された身体能力で、何も見えない校庭を駆け抜ける。亡霊騎士……いや、コイツを操ってるヤツがいるとしたら、俺は自や棄けを起こして突っ込んできたようにしか見えないだろう。迷彩装甲で姿を消している亡霊騎士にとっては格好の標的だが──。

「───」

　──集中しろ。

　姿を消したといっても、存在自体が消えてるわけじゃねえ。見えないだけで、亡霊騎士は確かに存在してるはずなんだ。

　あいつが俺の突撃に反応さえしてくれれば……。

「………っ！」

　刹せつ那な、ほんの微かすかだが俺の右斜め前方で足音がした。

　そして、風切り音。

　夜の闇やみの中、空気を裂きながら迫るメタリックブラックの凶器が俺の胸へと突き立てられようとして、

「……ぐぅっ!?」

　校庭に鳴り響く、鈍い剣けん戟げきの音色。

　そう、俺は風切り音だけを頼りに不可視の一撃を受け止めていた。

「──そこだっ！」

　瞬間、解放された身体能力を使って見えない突撃槍ランスを跳ね除のける。

　そして、狙ねらうのは交錯劇カウンター。

　まるで三月の戦いの再現。

　刺突を防がれて一瞬だけ無防備になった甲かつ冑ちゆうに、銀色の刃を奔はしらせる……！

「───っ!?」

　だが、両手に感じたのは軽い手ごたえ。

　──浅い。

　甲冑を袈け裟さ切りに斬きり裂いたはずだったが、おそらく亡霊騎士がバックステップしたせいで致命傷にはできなかった。

　だが……！

「……ふっ！」

　短く息を吐いてから、俺は姿を現した漆黒の甲冑へと接敵。

　どうやら傷を負ったことで迷彩装甲が解けてしまったらしい。亡霊騎士は傷を負った鎧よろいを月明かりの下に晒さらしていた。

　──勝てる！

　そう確信しながら、トドメを刺すために俺は剣を振りかぶろうとして、

「待って、冬とう夜や！」

「!?」

　しかし、そこで俺を引き留めたのはラピス。

　振り返ると、後ろに下がっていたはずの彼女は俺の近くまで走り寄ってきていた。

「ラピス！　何してるんだ！　おまえは下がって──」

「黙ってわたしの話を聞いて！　今この学園の屋上にウィッチクラフトの気配を感じたの！　たぶん、そこに亡霊騎士を操ってる黒幕……《屍操書ミツドナイトヘブン》の所有者がいるわ！」

「なっ……」

　それはつまり、今回の事件の黒幕。ラピスはソイツの気配を察知したっていうのか？　だとしたら……。

「真ま由ゆ香か！　アリス！　亡霊騎士を頼む！」

　後ろにいるはずの真由香たちに声をかけてから、校舎の方へと走る。今ならまだ逃げられる前に黒幕を捕まえられるかもしれん……！

「冬夜っ！」

　俺と同じことを考えたのか、ラピスは一足先に校舎へと走っていた。そして、彼女は自分を追い抜かそうとする俺に目を向けてから、

「わたしも連れてって。もし相手が隠れても、ウィッチクラフトの気配を感知できるわたしならすぐに見つけられるわ」

「──わかった。じゃあ、ちょっと揺れるぞ？」

「え？　どうして……きゃっ!?　な、なんでわたしのことをだっこするのよっ!?」

「ごめん。でも、おまえのペースに合わせてたら逃げられるかもしれないだろ」

「うっ。そ、それはそうだけど……」

　納得したのか、ラピスは黙ってくれた。

　そんな彼女の身体からだを片手で抱え上げたまま、俺は校舎へと疾走。

　亡霊騎士のことが気がかりだが、迷彩装甲を使えなくなった以上、真由香とアリスの敵ではないだろう。

　そう、俺はいとも簡単に迷彩装甲を破ることができた。

　戦場舞踏。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》のもう一つの能力。相手の攻撃における呼吸リズムを把握し、攻撃を予測。そしてカウンターを叩たたき込こむ能力。

　俺はその力を使い、亡霊騎士が発する微かすかな音を頼りに迎撃することができたんだ。

「───」

　そして、俺が戦場舞踏を使えるようになったのはラピスのおかげだ。

　話は一時間ほど前に遡さかのぼる。

　つじ峰みね本家の自室でラピスから対話をするよう勧められた俺は、迷うことなくその誘いに乗って──。



×　　　×　　　×



『やあ、こうして会うのは二度目だね』

　すべてが白で塗りつぶされた純白の世界。

　ラピスの中にある深層対話室。

　そこに降り立った俺に、彼女は親しげに話しかけてきた。

「《剣舞士の首飾りソードダンサー》……」

　目の前にいるのは細身の甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった女性。

　遺産７──《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　峰冬とう夜やが所有者になったウィッチクラフト──。

「今回の要件は一つよ」

　俺の隣にいるラピスが話しかけていた。生まれたままの姿の彼女は、その蒼あおい目で《剣舞士の首飾りソードダンサー》を見つめて、

「冬夜に、戦場舞踏を使わせてあげて」

『ほう。意外だね。きみが私にそんなことを頼みに来るとは。いいのかい？　戦場舞踏を使えば彼に対する私の精神呪じゆ縛ばくが強くなるかもしれないのだよ？』

「ふんっ。今さら何を言ってるの。忘れたとは言わせないわよ？　《革命軍レジスタンス》との戦いで、あんたは冬夜の意識を乗っ取ろうとしたじゃない。あのときの冬夜は間違いなく第三段階レベル３まで進行しかけてたわ」

　忌々しそうに言い捨てるラピス。

　一度目の対話のときは気にならなかったけど……コイツは《剣舞士の首飾りソードダンサー》のことが嫌いなのか？　俺の知らない因縁があるのかもしれないが……。

『ふむ』

　そこで、彼女は話を変えるように息を吐いた。

『いいだろう、《蒼柩ラピスラズリ》。私は自分の所有者が──峰冬夜が戦場舞踏を使うことを許可しよう』

「………っ。何よ。意外にあっさりしてるじゃない」

『いやいや。私だって、先日の戦いで強引に彼の意識を乗っ取ろうとしてしまったことを申し訳ないと思っているんだよ？　だから、これはそのお詫わびだ』

「そんなこと言って、また冬夜の意識を乗っ取ろうとしてるんじゃ……」

『そうなったらまたきみが止めればいいだろう？　きみだって彼のウィッチクラフトなんだから。まあ、あの止め方はなかなかロマンチックだったが』

「うっ、ううううるさいわねっ！　あのときは仕方なかったのっ！」

　カァアアアアっと恥ずかしそうに頬ほおを染めるラピス。

　ああ、そうか。あのときラピスは、意識を乗っ取られかけた俺を止めるためにキスをしたんだっけな。ラピス曰いわく、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくに自分の精神呪縛をぶつけて相殺したとか。

「けど、ラピス。どうしておまえは今日対話をすることを許可してくれたんだ？」

　思えば、以前からコイツは誰だれかがウィッチクラフトと対話するのを嫌がっていた。俺がコイツに対話を頼まなかったのも、どうせ断られるって思ってたからだ。

　しかし、今回はラピスの方が俺に対話を勧めてきた……。

『それは簡単だよ。《蒼柩ラピスラズリ》はきみのことが心配だったんだ』

「ちょ……あんた、いきなり何を言い出すのよっ！」

『間違いではないのだろう？　私たちの所有者はここ最近異常なほどの鍛錬を重ねていた。私だって、この短期間で強制解放フオルテを五回も連続使用できるようになるとは思っていなかったからね。だが、その鍛錬方法は──まさに常軌を逸していた』

「………っ。だから……ラピスは俺に対話を勧めたのか？」

『正解だ。きっと、《蒼柩ラピスラズリ》はきみが無茶な鍛錬ばかりしているから心配で仕方なかったんだろう。そして……鍛錬するきみを見て、自分の所有者が強くなりたいと願っていることを思い知った。だから、こうして私と対話することを許したわけだ』

「でも、それだけの理由で対話を許すなんて……」

『仕方ないだろう。誰だって、自分にとって大切な人間が傷つくのを見たくはない』

「ど、どういう意味よ！　わたしは冬とう夜やのことなんか……っ」

　むーっと不満そうに唸うなるラピス。

　まあ、コイツはただ単純に自分の所有者のことを心配したのかもしれん。

　この三週間、俺が実行した鍛錬は自分を徹底的に痛めつけて強制解放フオルテに耐えられる肉体を作るということだった。

　治癒の能力を持った七なな海みがいてくれたおかげで痛めた身体からだはすぐに治してもらえたが……それでも、鍛錬の度に全身が動かなくなるほどの痛みに襲われたのは事実だ。

「───」

　でも──そんなのは全然大したことじゃねえ。

　結果的に、俺は強制解放フオルテを五回も使えるようになって、戦場舞踏まで使えるようになったんだ。

　これなら勝てるかもしれない。

　セツナ・ヴァレンタイン。

《魔狼フエンリル》の所有者である、あいつに──。

『ああ、そうだ』

　そこで、俺の思考を遮るように《剣舞士の首飾りソードダンサー》が口を開いた。

『忘れていたよ。きみは戦いだけじゃなく恋愛でも悩んでいるようだね。まあ、きみの家族への執着は少々常軌を逸しているから、真剣に考えてしまうのもわからなくもない。だが、私からすればそんな悩みは戦いには邪魔なだけだ。だから──』



　機会があれば、私が後押ししてあげよう。



　その言葉を聞いた瞬間、俺は自分の意識が途切れるのを感じた。

　こうして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》との二度目の対話が終わる。

　しかし──俺には、彼女が最後に発した言葉が耳に残っていつまでも消えなかった。



×　　　×　　　×



　頭の中でフラッシュバックが終わる。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》との対話を終えた俺は、無事に戦場舞踏を使えるようになった。

　そして、その能力を使って亡霊騎士の迷彩装甲を破ることができたんだ。

　きっと亡霊騎士は真ま由ゆ香かかアリスのどちらかが斃たおすだろう。その結果によって俺は真由香か七なな海みと夏祭りに行かなくちゃいけないんだが……今は目の前の戦いに集中しなくちゃならねえ。

「ラピス。俺の身体からだにしっかり掴つかまっててくれ」

「えっ……う、うん。わかった」

　校舎に向かって走りながら話しかけると、ラピスは頷うなずいてくれた。

《屍操書ミツドナイトヘブン》の所有者がいるのは屋上。普通なら校舎内を通って行くしかないが、今はそんな時間はない！

「──強制解放フオルテ！」

　再び《円舞曲ワルツ》の能力を発動させ、加速。

　その勢いのまま──校舎の壁を駆け上がる。

　戦闘用ウィッチクラフトの所有者はある程度身体能力を強化されている。それに、強制解放フオルテを使った今の俺なら──！

「──ふっ！」

　短く息を吐くと同時に、数秒で壁を駆け上がった俺は屋上へと着地していた。

　……よし、なんとか無事たどり着けた。

　後は《屍操書ミツドナイトヘブン》の所有者を探せば……。

「こ、このアホ犬─────っ！」

「!?」

　が、屋上を見渡そうとした瞬間に耳元でラピスが叫びやがった。

「い、いいいいきなり何してるわけ!?　壁を駆け上がるならそう言いなさいよねっ！　落ちるかと思ってすっごいビックリしたじゃないっ！」

「わ、悪かったよ。ごめんな、ラピス。つーか、もう俺の身体からだから離れてもいいぞ？　そんなにぎゅっと抱きつかれたら戦えないしさ」

「っ!?」

　顔を真っ赤にして口をパクパクさせるラピス。どうやら自分が俺の首にぎゅっと抱きついていることにやっと気づいたっぽい。

「わ、わかってるもん！　別に怖かったからあんたに抱きついたわけじゃないもんっ！」

　自分の顔が赤いのを誤魔化すように言ってから、屋上に降りるラピス。

　そして、そこで俺も屋上に目を向ける。

　一見、昼間の屋上と何も変わらないように見えるが──。

「──いるわよ」

　静かに、ラピスが囁ささやいた。

「あの給水塔の陰から、微かすかにウィッチクラフトの気配がするわ」

「わかった」

　ラピスの言葉を聞いた俺は、警戒しながら給水塔へと向かう。もしかしたら罠わなって可能性もあるんだ。ここは慎重に──。

「──えっ？」

　しかし、給水塔までたどり着いた俺が発見したのは意外なものだった。

　──左腕。

　行方不明になっていた《蜃気楼ミラージユ》の左腕である。給水塔の陰にあったのはそれだけだった。

「ラピス。これ……」

「……うん。きっと、真ま由ゆ香かかアリスのどっちかが亡霊騎士を……《蜃気楼ミラージユ》の人形ゴーレムを斃たおしたのよ。人形ゴーレムが斃されると、媒介として取り込まれたものは《屍操書ミツドナイトヘブン》から解放されるから」

「でも、肝心の《屍操書ミツドナイトヘブン》の所有者がいないってことは──」

「逃げられちゃったわね。でも、これでもう亡霊騎士が現れることはないはずよ。この腕をわたしの中に封印しちゃえば、もう媒介にはできないし」

「じゃあ、今回の事件は一ひと先まず終了ってわけか……」

　だが、亡霊騎士を操っていた肝心の黒幕には逃げられてしまった。

　これじゃ手がかりは何も……。

「………っ！」

　その瞬間。屋上に落ちていた《蜃気楼ミラージユ》の左腕を拾おうとしたラピスの表情が凍り付いた。

　不思議に思って俺も左腕をよく見てみると、その装甲には何か鋭利なもので刻まれたであろう文字があって──。
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「……13？」

　もしかして、これは《屍操書ミツドナイトヘブン》の所有者が刻んだものなのか？

　しかし、13っていうのは……。

「……やっぱり」

　数字を見つめながら、ラピスが呟つぶやいた。

　その声は、緊張のせいか微かすかに震えている。

「ラピス。やっぱりってことは……」

「……うん。今回の事件の黒幕は間違いなくあいつよ」

「あいつって……さっきの話に戻るけど、昔に起きた戦争と何か関係がある人間なのか？」

　訊きき返すと、ラピスは小さく頷うなずいた。

「落ち着いて聞いてね。あいつは魔女戦争ヴアルプルギスの敵側の首謀者だった。そして……その正体はウィッチクラフトなの」

「ウィッチクラフトって……じゃあ、この数字はまさか……！」

「あいつの遺産ね。たぶん、この数字はあいつからの犯行声明。もしくは──宣戦布告よ」

　左腕に刻まれた数字を見つめながら告げるラピス。

　でも、遺産が二ケタってことは……。

「そこまで大した相手じゃないんじゃねえか？　遺産が二ケタってことは《Ⅸノウエム》に選ばれてないウィッチクラフトなんだろ？　だったら、戦闘用の《Ⅸノウエム》を三つも所有してる俺たちなら──」

「ええ。魔女戦争ヴアルプルギスが始まったときも……みんな今のあんたみたいに楽観してた。あのとき魔女側は戦力的に大きく勝ってたの。だから、あっさり勝てると思ってた。でも……実際は敵味方問わず多くの人が亡くなったわ」

「なっ……」

　どういうことだ？

　敵側ならまだしも、戦力的に勝っていた魔女側に犠牲者が出たなんて……。

「前に真ま由ゆ香かが言ってたでしょ？　ウィッチクラフトの戦闘は遺産だけで勝敗が決まるわけじゃない。所有者の使い方や相手との相性、そしてウィッチクラフト同士の能力を上う手まく組み合わせたりなんかすれば、下位のでも上位に勝つことができるの」

「つまり、その首謀者はそういう戦い方をしたってことか？」

「ええ。確かにあいつの能力は《Ⅸノウエム》に選ばれるほど強くない。けど、あいつはむしろそれを喜んでたから」

「……喜んでた？」

「そう、自分の弱さをね。能力よりもあいつの思想の方が危険なの。様々な策略を巡らせて自分よりも強い者を斃たおす──強肉弱食ジヤイアントキリング。あいつはそんな信念を持ってたもん。だからこそ、絶対的な強さを誇っていたリリィに戦いを挑んだ」

「………」

「……最悪よ。あいつはリリィを裏切って魔女戦争ヴアルプルギスを起こした。戦争が終わった後は行方不明になってたんだけど……まさかリリィが死んだ今、わたしたちの前に姿を現すなんて……」

　言葉を紡ぐラピスの顔はひどく青ざめていた。

　……ちょっと待てよ。その魔女戦争ヴアルプルギスの首謀者が魔女を裏切ったウィッチクラフトだってことは……。

「──ラピス。もしかして、この街にウィッチクラフトをバラ撒まいたのは……」

「……うん。ひょっとしたら、あいつかもしれない。あいつは自分より強い誰だれかと戦うことにどこまでも執着してた。だから、この街にウィッチクラフトをバラ撒いて戦いの火種を作ったのかも。そう考えれば、つじ褄つまが合うわ」

「………っ。じゃあ、今回の事件の黒幕は──」

「間違いなく、私たちの宿敵になると思う。魔女戦争ヴアルプルギスの首謀者にして、リリィを裏切ったウィッチクラフト。そう、あいつの名前は──」

　そして、彼女は告げる。

　まるで見えない恐怖にでも怯おびえているような、微かすかに震えた口調で──。



「遺産13──《白兎ホワイトラビツト》。それが九十九あるウィッチクラフトの中で、もっとも魔女を追い詰めた女の名前よ」



「………っ」

　ラピスの言葉に背筋に嫌な悪寒を感じた。

《白兎ホワイトラビツト》。

　魔女を裏切り、魔女戦争ヴアルプルギスを起こした張本人。

　そして、魔女が死んでから五十年もの時間が経たった現い代ま、ソイツは俺たちの前に現れやがった──。

「───」

　静かに、俺は《蜃気楼ミラージユ》の左腕を拾う。

　すると、今までは暗くてよく見えなかったが……数字の下の部分に、小さな文字が刻まれているのがわかった。

「───っ！」

　おそらくそれは、《白兎ホワイトラビツト》からの宣戦布告メツセージ。

　メタリックブラックの甲かつ冑ちゆうには、こんな言葉が刻まれていたのだ。



　──もう、誰だれにも止められない








第４章　冬とう夜やと真ま由ゆ香か





　七月三十一日。

　今夜は俺にとっては特別な夜だ。深夜零時から始まるセツナとの戦い。それに勝たなければ、俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》を失ってしまう。

　そうなったら、俺はもう家族を守ることができない。

　だから──今日俺はたった一人であいつに勝たなくちゃいけないんだ。

　たとえ、どんな手段を使ったとしても──。

「───」

　そして、俺にとって無視できないイベントがもう一つ。

　真由香と七なな海みの勝負。その内容は、《蜃気楼ミラージユ》の人形ゴーレムを斃たおした方が俺とデートするものだった。俺が《蜃気楼ミラージユ》に傷を負わせた後、真由香とアリスがあいつと戦ったはずだ。

　そして、その結果が──。



「お待たせしました、兄さん」



　音おと原はら市の一角にある神社。

　夏祭りということで縁日が開かれ、大勢の人で賑にぎわっているそこで俺は彼女と待ち合わせをしていた。

　そう、昨日の勝負の勝者は──つじ峰みね真ま由ゆ香か。

《四銃奏カルテツト》の銃弾が撃ち抜くよりも早く、彼女は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で亡霊騎士を斬きり伏せた。

　その結果、俺とこうして夏祭りデートをすることになったわけである。

「すみません、少し遅れてしまって……」

「いや、俺もさっき家を出たとこだ。つーか、せっかくだから一緒に来ればよかったんじゃねーか？」

「あぅ……でも、せっかくのデートなんですし、雰囲気は出した方がいいと思って……それに……」

「それに？」

「これを着るのに、時間がかかっちゃいましたから」

　照れくさそうにはにかむ真由香。

　従妹いとこが身に纏まとっているのは、華やかな桜色の浴衣。たぶん、梨り央お姉ねえあたりに着付けを手伝ってもらったんだろう。大和撫子なでしこな雰囲気全開の真由香にはメチャクチャ似合っていて……いかん。うっかり見み惚とれてる場合じゃねえ。

　そう、今日俺は答えを伝えなくちゃいけないんだ。

　三週間。

　それだけ考える時間をもらって、今さら逃げるわけにもいかねえ。

　今夜──俺は真由香に告白の返事を伝える。

　だから──。

「そろそろ行くか」

　祭囃子ばやしが響く中、声をかける。

　すると、真由香は笑顔のままでコクンと小さく頷うなずいた。



×　　　×　　　×



　縁日はなかなかの盛況だった。

　夏休みのせいか、子供や家族連れが多い気もする。そういや俺もガキの頃ころに真由香や梨央姉とこの夏祭りに来たっけな。あの頃は仲良く三人で手を繋つないで歩いてたりもしてたんだが……。

「……兄さん」

　おずおずと、まるでおねだりでもするみたいに、真由香は俺のことを上目づかいで見つめてきた。

「もしよかったら……手を繋つなぎませんか？　人も多いですし、はぐれないように……」

「お、おう、そうだな」

　言って、俺は真ま由ゆ香かの小さな掌を握る。

　すると、真由香は「あぅ……」と呟つぶやいてから、頬ほおを上気させたまま顔を俯うつむかせてしまった。

　………。

　ヤバイ。

　リアクションがいちいち可愛かわいすぎるぞ、このまゆっち。まさか手を繋いだだけで真っ赤になってしまうとは。ガキの頃ころはよく繋いでたのになぁ。

「？　兄さん？　どうかしたんですか？」

「………っ。な、なんでもねえよ。ただ、ちょっと恥ずかしいって思ってさ」

　誤魔化すように言うと、真由香も「そうですね」と頷うなずいた。

「私も……恥ずかしいです。兄さんと二人きりでデートをするのはこれが初めてですから。でも……」

「でも？」

「……すごく、嬉うれしいです。昨日七なな海みさんとの勝負に勝ってから……私は今夜のことをずっと楽しみにしてたんですよ？」

　はにかんでから、俺の掌を健けな気げに握り返してくる真由香。

　……可愛い。

　素直にそう思ってしまった。というか、このままじゃ俺の顔まで真っ赤になりそうだ。傍はたからしたら今の俺たちは恋人たちにしか見えないと思う。そのせいなのか、胸がドキドキして落ち着かねえ。

「でも、昨日は大変でしたね」

　ぎゅっと俺の手を握ったままで、真由香は言った。

「無事に《蜃気楼ミラージユ》の左腕をラピスの中に封印することはできましたけど……まさか、魔女と戦争をした相手が現れるなんて……」

「《白兎ホワイトラビツト》だっけか？　もしかしたらソイツがウィッチクラフトをこの街にバラ撒まいた張本人かもしれないんだよな」

　そう、昨日の戦いの後。

　屋上から戻った俺とラピスは《蜃気楼ミラージユ》の左腕を手に入れた経緯と、《白兎ホワイトラビツト》のことを説明した。

　本家に帰った後で梨り央お姉ねえにも話したけど、あの人は『それじゃボクたちはもっともっとチームワークを強化しなくちゃね』とか言ってたっけな。……まあ、昨日の勝負に負けたせいかアリスがやけにヘコんでたので、しばらくは本家に来ないかもしれんが……。

「………」

　でも、今はチームワークを上げるしかない。それに、そうすれば俺たちはもっと強くなれるはずなんだ。

　遺産７──《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者であり、強制解放フオルテと戦場舞踏を使うことによって近距離クロスレンジの戦闘を得意とする俺。

　遺産８──《四銃奏カルテツト》の所有者であり、焔えん弾だんを使った遠距離ロングレンジの攻撃に長たけているが、《遺灰人形ウイツチドール》の能力である銀刀武装を使っての近接戦闘も熟こなすアリス。

　遺産９──《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者にして、近距離クロスレンジや遠距離ロングレンジの戦闘に対応しながらも、氷を使った中距離ミドルレンジの攻撃をもっとも得意とする真ま由ゆ香か。

　さらには、ウィッチクラフトに対する豊富な知識を使って作戦を立てるラピス。治癒の能力でメンバーの傷を癒いやす七なな海み。そして、チーム全体を纏まとめ上げる梨り央お姉ねえ。

　自分で言うのもなんだが、バランスの取れたチームだと思う。

　ラピス曰いわく、《白兎ホワイトラビツト》ってヤツもかなり厄介な相手らしいが、俺たちのチームワークが完かん璧ぺきなものになれば、いくら魔女と戦争をした相手だからってそう簡単には負けないはずなんだ。

「まあ、今は変に焦っても仕方ねえし、祭りを満喫しようぜ？　とりあえず何か食べるか？」

「そうですね」

　会話をしながら俺たちは縁日の出店を見て回る。リンゴ飴あめ、綿飴、チョコバナナ、たこ焼き……エトセトラ。うーん、数が多いせいか結構迷うぜ。

「あっ……」

　すると、カキ氷の看板を見つけた真由香がぴたりと足を止めた。

「もしかして、カキ氷が食べたいのか？」

「えっ……は、はい。ちょっと恥ずかしい気もしますが……」

「？　恥ずかしい？」

　どうしてだろう？　と思いつつも、俺は二人分のカキ氷を購入。せっかくのデートなんだし、ここは奢おごっておこう。真由香にはいつも勉強を教えてもらったりして、世話になってるしさ。

「ありがとうございます、兄さん」

　苺いちごのシロップがかかったカキ氷を受け取ってから、スプーンで氷を口に運ぶ真由香。むー、冷たくて美お味いしそうだ。俺も自分の分を食べるか……。

「あの、兄さん」

　しかし。

　従妹いとこは、どうしてか少しモジモジしながら俺のことを見つめてきて、

「せっかくですから……食べさせてあげましょうか？」

「………」

　思わぬ一言に脳ミソがカキ氷よろしくフリーズしてしまった。

　……思い出した。

　昨日、俺は七なな海みにカキ氷を食べさせてもらったんだっけ。だから真ま由ゆ香かは自分も同じことをするつもりでカキ氷を選んだのかもしれん。そういうヤキモチを焼いちゃうところは可愛かわいいと思うけど……なんだろう。

　真由香と俺は十年以上も同じ家で育ってきた。俺は真由香のことを家族だって思ってるし、本当の妹みたいに大事にしてるつもりだ。しかし、そのせいでこういうことをするのは七海のとき以上に恥ずかしく感じるというか……。

「もしかして……私とこういうことをするのは嫌でしょうか……？」

「いや、それは……」

「もしくは、もっと別のことがしたいとか？　私の浴衣の帯を引っ張って『よいではないかよいではないか！』みたいな……」

「俺はいつの時代の人間だよ！」

「兄さんが望むなら私も『あれ～！』って叫びながら回りますっ！」

「そこまで自分を追い詰めなくていいから！　ていうか回るって……」

「トリプルアクセルです！」

「結構な大技だぞ!?」

「《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で地面を凍らせれば……いけます！」

「『いけます！』じゃねえよ！　頼むからそんなくだらねえことに《Ⅸノウエム》を使うのはやめてくれ！」

「じゃあ、カキ氷を食べてくれますか？」

「うっ……わ、わかった」

「……ありがとうございます。じゃあ……あ、あーん」

　言って、真由香はひどく緊張した様子で俺に向かって氷が乗ったスプーンを差し出してきた。

　それを俺は一口で頬ほお張ばるが……困ったことに恥ずかしくてロクに味がわからん。カキ氷より氷ひよう嚢のうを用意してオーバーヒートしそうな頭を冷やして欲しい。

「どうですか？」

「あ、ああ。美お味いしかったぞ」

　応こたえると、真由香は「よかったです」と微笑ほほえんでから、自分もカキ氷を頬張って……って、うわー、七海と同じで間接キスになってるんですが。

「あっ……」

　本人もそれに気付いたのか、スプーンを口に含んだ後で顔を真っ赤にして硬直してしまった。うーん、そういうリアクションが初々しくてまた可愛かわいいというか、こっちまで恥ずかしくなるというか……。

「………」

　……でも。

　どうして真ま由ゆ香かは──俺なんかのことを好きになったんだろう？

　再び縁日を歩き出しながら、そんなことを考えてしまった。

　真由香曰いわく子供の頃ころから好きだったらしいのだが……ずっと家族としてしか見ていなかった俺にはよくわからねえ。

　そう、俺にとって真由香は仲の良い妹だったんだ。

　だから、そこが気になるというか……。

「？　どうしたんですか、兄さん？」

　よっぽど俺は難しい顔をしていたのかもしれん。真由香がカキ氷を食べながら不思議そうに話しかけてきた。

　そんな彼女に、俺は「いや……」と呟つぶやいてから、つい言ってしまう。

「どうして真由香は俺なんかのことを好きになったのかなって思ってさ」

　瞬間、真由香は「ふえええっ!?」と可愛らしい悲鳴を上げていた。そのまま顔を俯うつむかせて黙ってしまう。

　……しまった。

　さすがに訊きき方がストレートすぎたか。うっかり本音を言ってしまうのは俺の悪癖である。真由香って結構奥手な女の子だし、こんな質問に答えられるはずが……。

「……最初から、好きだったわけじゃないですよ？」

「え？」

　従妹いとこの口から零こぼれた意外な言葉に、ポカンとしてしまった。

　そんな俺に、真由香は消え入りそうな小さな声で──。



「だって……昔の私は、兄さんのことが嫌いでしたから」



　それは。

　ある意味、屋上での告白よりも胸に突き刺さる言葉だった。

「えっ……き、嫌いって……」

　騒がしいはずの縁日を歩いているのに、緊張のせいか周囲の音なんてまるで耳に入って来なかった。出店から聞こえてくる客引きも、金魚すくいをしてはしゃいでる家族の声も、祭囃子ばやしの騒がしさも、すべて消えてしまったみたいに。

　俺の意識は、真ま由ゆ香かの言葉へと向けられていた。

「……兄さんも憶おぼえてますよね？　私たちはすごくちっちゃい頃ころから近くの道場で剣術を習っていました」

「ああ、憶えてるよ。やけに実践的な流派で稽けい古こもシンドかったけどさ」

「代々、つじ峰みね本家で育った子供はあそこの道場で剣術を習います。それには……ある理由があって」

「理由？」

　訊きき返すと、どうしてか真由香は少し緊張した様子で。

「あの道場での稽古は──峰家の次期当主を決めるための試験だったんです」

「えっ……」

「代々、峰家では《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者になった人間が裏稼業であるウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうの当主を務めてきました。そして、本家で生まれた子供は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなす訓練として、剣術を習うんです」

「まさか、梨り央お姉ねえが当主に選ばれたのは……」

「私たちの中で一番強かったからでしょうね。そして、姉さんは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者にもなることができました」

「………」

　……なんてこった。確かにあの道場での稽古はやけに厳しかった。子供の頃は毎日毎日剣を振らされてたせいで学校の友だちとロクに遊ぶ時間もなかったぐらいだ。その代わりに、俺は一緒の道場に通ってる真由香や梨央姉と仲良くなったんだけどさ。

　でも──。

「───」

　真由香は、俺のことが嫌いだったと言った。それでも、今は俺の恋人になりたいとまで言ってくれている。

　それは……どういうことなんだ？

「話を続けますね。次の当主を選ぶ試験ということもあってか……道場の稽古は厳しかったです。私は……稽古で兄さんや姉さんに負けるのが嫌でいつも泣いてばっかりでした。でも、本家の子供である以上、道場をやめるのは無理で……」

「………」

「けど、私も子供なりに頑張ろうとしたんですよ？　誰だれよりも早く道場に来て、たくさん剣を振って、必死に強くなろうとして……子供なりに道場の稽古について行こうとしていました」

「真由香……」

　今の言葉通り、真ま由ゆ香かは昔から努力家だった。それは今も変わらない。ストイックなコイツの性格は鍛錬の影響があるのかもしれん。

　──けど。

　たぶん、真由香がそこまで強くなろうとした理由は──。

「自分でも……悔しいぐらいにわかってます」

　小さな声で、真由香は絞り出した。

「私には……兄さんや姉さんほど剣の才能はありません」

「………」

「子供の頃ころからわかってたことなんです。いくら努力しても、姉さんに勝つことはできなかった。やっぱり姉妹ですから……姉さんに追いつこうと必死だったんでしょうね。子供の頃の私は結構負けず嫌いでしたし。でも……」



　そのためには、勝たなくちゃいけない人がいました。



「………」

　……ああ。

　それはおそらく──。

「──はい。私は、兄さんに勝ちたかったんです。あのときの兄さんは姉さんに一度も勝つことができませんでしたよね？　だから……私も、姉さんに勝つにはまず兄さんに勝たなくちゃいけないって思っていました」

「………」

「だから子供の頃の私は兄さんに何度も試合を申し込んだでしょう？　でも……兄さんも姉さんに勝つために一生懸命鍛錬を積んでいたので、私は全然勝てなかった。それで、私は悔しくて泣いてしまって……」

「………」

「そんなとき、兄さんは私に声をかけてくれました。そう──今から行く場所で」

　言ってから、真由香はその足取りを神社の方へと向けた。

　……ああ、思い出した。

　この縁日が行われてる神社は、俺たちが通ってた道場から近いところにあったんだ。子供の頃、たぶん道場で泣くのが嫌だったんだろう。真由香はよくこの神社の裏手まで来て泣いてたっけな。

　それで──俺はそんな真由香に会いに行ったんだ。

　確か、あれは俺が五歳ぐらいのとき。

　今日みたいな夏祭りのある日で──。

「───っ！」

　瞬間、鳴り響いた轟ごう音おんとともに夜空に咲いた火花が俺たちを照らした。

　花火だ。

　たぶん祭りの余興の一つなんだろう。次々と上がっては、七月の空を輝かせる色鮮やかな造花たち。

　俺と真ま由ゆ香かは、ただその光景を見上げていた。

「……ああ」

　そうだ。

　確か、あの日も真由香は──。

「憶おぼえていませんか、兄さん」

　そして、真由香は語る。

　まるで過去を懐かしむような口調で──。

「これは……私がまだ兄さんのことを、『冬夜』って呼んでいた頃ころのお話です」



×　　　×　　　×



「ここにいたのか、真由香」

　遠い昔の、七月三十一日。

　夏の暑い日の午後。まだ幼かった私たちが通う道場の近くにある神社の裏手で、剣道着を着た冬夜が話しかけてきました。

「泣いてないでさっさと家に帰ろうぜ。やっと稽けい古こが終わったんだからさ」

「……余計なお世話です。冬とう夜やは姉さんと先に帰ればいいじゃないですか」

「いや、梨り央お姉ねえが『冬夜くんはお兄ちゃんなんだから真由香を迎えに行ってきて！』って言って……」

「冬夜は私のお兄ちゃんなんかじゃありませんっ！」

　はっきりとした拒絶の言葉。

　そう、この頃の私は冬夜……兄さんのことが嫌いでした。

　別に意地悪をされたわけじゃありません。兄さんは昔から家族に優しかったですし、内気な性格の私にも仲良くしようとしてくれました。

　けど、それ以上に……私は悔しかったんです。

　私は姉さんに剣で勝ちたかった。

　そのために毎日毎日一生懸命鍛錬してるのに、差は一向に縮まらない。それどころか姉さんよりも弱い兄さんにすら勝てないでいる。

　だから、この頃の私は兄さんのことが嫌いでした。

　まるで姉さんに勝たせないために、私を負かしているみたいに思えてしまって──。

「けど、早く帰らないと梨り央お姉ねえに怒られるぞ？　夜になったらみんなでお祭りに行くんだしさ。おまえだって、花火が見たいってずっとはしゃいでただろ？」

「うっ……。それはそうですが……やっぱり、嫌です。私はお祭りには行きません。叔父さんと一緒に家でお留守番してます」

「やめとけ。俺の親父おやじと一緒に行動するのはよくない。あいつはロクデナシだからな」

「ろくでなし？」

「ダメな大人ってこと。なんだか、あいつのせいで俺は将来大変な目にあいそうな気がするぜ……」

　はあっとため息を吐つく兄さん。

　まあ、この時の兄さんの予感は見事に的中し、五千万もの借金を背負うことになってしまうのですが……子供の頃ころの私たちはそんな未来なんか想像もしていませんでした。

　子供は子供なりに、毎日を過ごすだけで精一杯でしたから。

「……冬とう夜や」

　そして、私は兄さんの名前を呼んでいました。

　もしかしたら、この頃の私は嫌気がさし始めていたのかもしれません。

　姉さんに勝てない自分に。

　毎日鍛錬をしても結果を出せない自分に。

　そして、姉さんより弱い兄さんにすら敵かなわない自分に。

　だから──こんな質問をしてしまったんだと思います。

「どうして冬夜は、私と本気で戦うんですか？」

「へ？」

　私の質問に、兄さんは不思議そうな顔をしました。そう、当時の私にとってそれは大きな疑問だったんです。兄さんは私よりも強かったのと同時に……優しかった。

　だけど、兄さんは試合になるといつも本気で私と戦った……。

「───」

　当時の私には、それが不思議で仕方がなかったんです。

　姉さんよりも……そして、自分よりも弱い私なんかと本気で戦うなんて──。

「なんだ。真ま由ゆ香かは俺に負けたのが悔しくて泣いてたのか？」

「うっ。ち、違いますっ。私は冬夜に負けたのが悔しかったわけじゃありませんっ。ただ、いつまでも弱い自分が嫌いなだけで……っ」

「うわっ……ごめん。謝るよ。だからまた泣き出すのはやめてくれ」

　そう言って、兄さんは今よりもずっと小さな掌で、私の頭を撫なでてくれました。

「………っ」

　……ずるいです。

　さっきも言った通り、この頃ころの私は兄さんのことが嫌いでした。

　でも……どうしてか、兄さんにこうやって頭を撫なでてもらうのは……大好きだったと思います。兄さんに優しく撫でてもらうと……胸の辺りがぽかぽかする気がして……。

「でもさ、真ま由ゆ香か」

　と。

　私の頭を撫でながら、兄さんはまるで当たり前のことを言うみたいな口調で、

「おまえは、弱くなんかないよ」

「……え？」

　その言葉に、思わずぽかんとしてしまいました。

　だって、そのときの私には兄さんの言っている意味がよくわかりませんでしたから。

　……弱くなんかない？

　私は……兄さんや姉さんにも全然勝てないのに？

「……嘘うそをつかないでください。私は弱いです。その証拠に姉さんほど剣の才能もなくて……」

「ああ、それは確かにな」

「うっ。そ、そこまではっきり言わなくても……っ」

「あっ……ご、ごめん。つい本音が……って、うわああああ泣くな真由香！　うっかり口を滑らせたことは謝るからさ！」

　私がまた泣き出しそうになって焦ったのか、兄さんはひどく慌てた様子で話しかけてきました。

「いいか？　確かに真由香は梨り央お姉ねえほど剣の才能がないかもしれない。でも、おまえはいつも努力してるだろ？」

「あっ……当たり前ですっ。私は冬とう夜やや姉さんに勝ちたいんですっ。だから……どんなに弱くても努力するしかなくて……」

「だったらそれでいいじゃねえか。真由香の言う通り、梨央姉には剣の才能がある。でも、たぶん真由香みたいに努力をする才能は持ってないぞ？　俺だって真由香が誰だれよりも一生懸命鍛錬をしてることは知ってるしな」

「………」

「自信を持てよ、真由香。おまえには間違いなく強くなれる才能がある。俺だって、いつかおまえに追いつかれるんじゃないかってビビってるんだぜ？　だから試合でわざと負けるなんてナメたマネは絶対にしねえ。なぜなら──」



　俺は、おまえが弱いなんてこれっぽっちも思ってないからな。



「………っ！」

　そのとき。

　私は、自分の目から温かい涙が零こぼれるのを感じました。

「うわっ……なっ、なんだよっ！　どうしてまた泣き出すんだよっ！」

「ごっ……ごめんなさい……。でも……でも……」

　掠かすれた涙声で、私は必死に言葉を紡ごうとしました。

　──そう。

　私は、嬉うれしかったんです。

　だって、兄さんは自分より弱い私のことを対等に見てくれていた。

　だから試合でも手を抜かなかった。

　自分より弱い私を『弱くない』って言って、ずっと真剣に向き合おうとしてくれていたんです。

「───」

　──だから。

　きっと私は、この瞬間から兄さんのことが──。

「あの……冬とう夜や」















　ようやく涙が収まったとき。

　私は、意を決して言葉を紡ぎます。



「これからは、冬とう夜やのことを『兄さん』って呼んでもいいですか？」



「は？」

　唐突な言葉に、兄さんは目をパチクリさせていました。

「別にいいけど……なんで急に？」

「えっ……えっと……実は、私は昔からお兄ちゃんが欲しかったので……冬夜は私と同い年ですけど、私より誕生日が早いですし……」

「それはそうだけど……でも、いきなり『兄さん』とか呼ばれるのは恥ずかしいような……」

「……お願いします。冬夜が私の『兄さん』になってくれれば……私は、もっと努力をして、いつか姉さんにも勝てる気がするんです」

「………」

　しばらく黙った後。

　兄さんは「わかったよ」と照れくさそうに微笑ほほえんでくれました。

「───」

　でも、『昔からお兄ちゃんが欲しかった』というのは……恥ずかしさを誤魔化したくてつい言ってしまった嘘うそ。

　このときの私は、冬夜ともっと仲良くなりたいって強く願いました。そして……ずっと一緒にいたいって思ったんです。

　だから私は、冬夜のことを『兄さん』って呼びたかった。

　兄きよう妹だい。

　まだ幼かった私は、兄妹になれば冬夜とずっと一緒にいられるって思ったから──。

「───」

　だけど。

　時間が経たつに連れ、私はこのときの自分の気持ちを少しずつ自覚します。



　──ずっと一緒にいたい。



　幼い頃ころの私が兄さんに抱いたこの気持ちは、きっと兄妹としてじゃなくて──。



×　　　×　　　×



　神社の本殿の裏手。

　縁日の喧けん騒そうの中を通り抜けてたどり着いた人ひと気けのない場所で、真ま由ゆ香かはそんな話をしてくれた。

「……なんつーか、昔の俺ってガキのくせにすげえ偉そうだな」

「ふふっ。そうですね。でも、兄さんの言っていた言葉は子供なのにやけに的を射ていたと思いますよ」

「まあ、俺は自分の本音を言っただけなんだろうけどさ……」

　実際、当時から真由香は努力家だったしな。何度俺や梨り央お姉ねえに負けても決して努力をすることをやめようとしなかった。本人は強くなるには当たり前のことだなんて言ってたけど……実際はそれを『当たり前』って言える人間の方が少ないんだと思う。

　それだけ負ければ、あきらめちまう人間の方が圧倒的に多い。

　けど、真由香は違った。

　どんなに負けても努力が報われることを……いや、正確には報われるまで努力をやめようとしなかったんだ。きっとその努力は今も続いている。

　そして──真由香は強くなった。

　本人曰いわく、梨央姉にはまだ届かないらしいが、それでも最近の鍛錬じゃ俺に負けなくなったんだ。俺が戦場舞踏を使えるようになったからって、簡単に勝てるようになるとは限らないだろう。

　それは間違いなく、真由香が幼い頃ころから積み重ねている努力の結果で──。

「──兄さん」

　そして、浴衣姿の真由香は改めて俺と向き合った。

「あの夏の日、この場所で……私は兄さんのことが好きになったんです。そのときからずっと……この気持ちは変わりません」

「………」

「あのとき、私は兄さんと『ずっと一緒にいたい』って思いました。でも、今なら……はっきりわかります。私は兄さんの兄きよう妹だいになりたかったんじゃない。きっと……きっと、私は兄さんにとって特別な女の子になりたかったんですっ」

「真由香……」

「だから……だから……っ」

　次の瞬間──真由香は再び告げる。

　遠い夏の日からずっと胸に抱いてきた言葉。

　三週間前に千せん羽ば学がく園えんの屋上で、俺に伝えた自分の気持ちを──。

「私を──兄さんの恋人にしてくださいっ」



×　　　×　　　×



　夏祭りの夜。

　彼女が俺のことを好きになったこの場所で、ただただ一生懸命に告げた言葉。

　それは──紛れもなく告白に違いなかった。

　つじ峰みね真ま由ゆ香か。

　生まれてから十年も同じ家で育ってきた家族。俺にとっては、真由香は仲の良い妹でしかなかったんだ。

　きっと俺たちの関係は、これからも変わらないんだろうと思っていた……。

「………」



　けど、それは違ったんだ。



　今夜、真由香の話を聞いて……俺は彼女に対する認識を改める覚悟ができたんだと思う。

　そう──真由香は妹である前に、一人の女の子だったんだ。

　俺のことを好きだって言って想おもいを寄せてくれた女の子。

　だから──。

「───」



　俺は、彼女の告白に応えなくちゃいけない。



　この三週間、ずっと考えてきた。

　そして──今この瞬間、俺なりに答えを出すことができたんだ。

　だから──。

「真由香。俺は──」

　たとえ、どんな結果になろうとも伝えよう。

　そう、自分のことを好きだって言ってくれた真由香の気持ちに応こたえるために──。








第５章　紅あかい少女の考察





「ねえ。正直な話、あなたたちはどうなると思う？」

　七月三十一日。

　夏祭りの縁日が行われているはずの夜に──私は彼女たちに訊たずねた。

「むっ。七なな海み。それは真ま由ゆ香かの告白のことを言ってるの？」

　つじ峰みね本家の居間。

　そこで不満そうに私の質問に答えたのは、蒼あおい刻印を持ったフランス人形みたいに可愛かわいい少女。遺産１《蒼柩ラピスラズリ》。私のたった一人の姉妹にして、《Ⅸノウエム》の頂点に立つウィッチクラフト。

「あはは。相変わらず七海ちゃんは直球だね」

　お姉様の隣でにこやかなスマイルを浮かべたのは、梨り央おさん。峰家の当主にして、未完成のウィッチクラフトである《血核ハートレス》の所有者。

　ここだけの話……私はこの人がかなり苦手だ。

　だって、この人は何を考えているのかまるでわからない。いつも楽しそうに笑っているけど、その笑顔の裏では何かとんでもないことを企たくらんでそうな気がする。まあ、これは私の勘に過ぎないんだけどね。

「でも、二人は気にならないの？　私たちがこうしている間もお兄様と真由香さんは二人きりでデートをしているのよ」

「うっ……すみません、七海様。あのときアリスが亡霊騎士を斃たおしていればこんなことには……」

「気にしないで、アリス。私はあなたのことを責めるつもりはこれっぽっちもないもの。むしろ、アリスは私の願いを叶かなえようと戦ってくれた。お兄様と夏祭りに行けなかったのは残念だけど……アリスが戦ってくれたのは嬉うれしかったわ。だから──ありがとう」

「七海様……」

　私の言葉にホッとしたのか、アリスは胸を撫なで下ろした。でも、この子のことだからしばらくは勝負に負けてしまったことで落ち込んでしまうだろう。

「───」

　だけど、私──霧きり谷や七海はこう思う。

　アリスが負けたのは仕方のないことだ。

　だって、あのときの真由香さんは強かった。きっとお兄様を好きだと公言している私にリードされるのが嫌だったと思う。だから亡霊騎士を斃して、お兄様とデートできる権利を勝ち取ってみせた。

　そして、二人は今夜夏祭りに行っている……。

「……さっさと付き合っちゃえばいいのよ」

　まるで絞り出すような口調で、お姉様はそう言った。

「真ま由ゆ香かは子供の頃ころからずっと冬とう夜やのことが好きだったんでしょ？　それに、冬夜だって真由香を本当の妹みたいに大事にしてる。だったら……付き合った方がいいに決まってるじゃない」

「………」

　確かに、お兄様と真由香さんの絆きずなは強い。同時にそれは私にはないアドバンテージ。

　兄きよう妹だい。

　二人は長い時間を一緒に共有してきたんだもの。

「でも、お姉様。あなたはどうしてそんなことを言うの？」

「えっ……」

「聞いた話だと、昨日海に行ったのだってお姉様が企画したらしいじゃない？　もしかして……お兄様と真由香さんをくっ付けるためにデートをさせようとしたの？」

「………っ。そうよ。だって、冬夜はわたしの番犬であり、わたしの所有者だもん。だったら、わたしが助けてあげるのが──」

「それは違うわ」

　はっきりと、私は否定した。

　そして──突きつける。

　現時点で予測できる、お姉様の本音を。



「あなたは、お兄様と真由香さんが付き合えばあきらめがつくと思ったんじゃないの？」



「………っ！　それはどういう意味よ!?」

　今にも噛かみつきそうな勢いで、お姉様は叫んだ。

「簡単な話よ。お姉様も……お兄様が好きなんじゃないかしら？」

「なっ……そ、そんなわけないじゃないっ！　わたしは……わたしは……！」

「実際問題、お兄様に惹ひかれてもおかしくはないと思うけど？　実際、私は惹かれたわ。お兄様はあの人に……リリィ・ヴァレンタインとよく似ているもの」

「そ、それは……」

「そして、私たちウィッチクラフトにも家族同然で接してくれる。それに、お姉様はこの時代に目覚めて初めて心を開けた相手がお兄様だったんじゃないの？」

「………っ」

　きゅっと口唇くちびるを噛みしめたまま黙り込むお姉様。

　そう、普通だったらお姉様はお兄様のことを好きになってもおかしくないのよ。

　まあ、お兄様は恋愛方面にはかなり鈍感そうだから進展は難しいかもしれない。

　けれどお姉様が何のアクションも起こさずに、逆に真ま由ゆ香かさんのことを応援しているのは──。

「……無理よ」

　どこか悲しそうに、お姉様は漏らした。

「前に霧きり谷やの屋敷でも言ったでしょ？　人間とウィッチクラフトがそういう関係になれるわけがない。だから、もし仮にわたしが冬とう夜やのことを好きだったとしても……付き合えるわけないもん」

「どうして？」

「だって……わたしたちウィッチクラフトは歳としを取らない。人間とは生きていく時間が違いすぎるの。人間は歳をとって……いつかは死ぬ。魔女と呼ばれたリリィですらそうだったわ。もしわたしたちに大事な人ができても……いつかはお別れしなくちゃいけない」

「………」

　……なるほど。それがお姉様が真由香さんを後押しした理由か。

　人間であるお兄様と同じ歩幅で生きていける相手として、真由香さんがふさわしいと思ったってことね。

　でも、お姉様がこんなことを考えてしまうのも仕方ない。

　だって──お姉様はもうすでに辛つらい別れを経験している。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　自分の生みの親にして、十六年間一緒に暮らしてきた家族。人間である魔女は死に、ウィッチクラフトであるお姉様は生き残ってしまった。

　きっとお姉様は、過去の悲しい体験を繰り返したくないから──。

「けど、結局はお姉様もお兄様のことが好きってことよね？」

「……知らないわよ。自分の気持ちなんて……案外簡単にはわからないものだもん」

　言って、お姉様はツンっと視線をそらしてしまった。

　……わからない、ね。

　まあ、お姉様自身も迷っているのかもしれない。

　たぶん、お姉様の中ではお兄様への何かしらの想おもいが芽生えていると思う。結局はそれを上う手まく自覚できていないだけ。

「───」

　──いや。

　それとも、あえて自覚しないようにしているのか……。

「あはは。ケンカはダメだよ。ラピスと七なな海みちゃんは姉妹なんだからさ」

　にこやかな口調で梨り央おさんが話しかけてきた。

　……姉妹か。

　確かに私とお姉様はたった二人だけの姉妹だ。

　けど、それは梨央さんも同じはず。

「梨央さん。あなたはどう思ってるの？　妹である真ま由ゆ香かさんがお兄様と付き合ってしまってもいいのかしら」

「え？　どうしてそんなことを聞くのかな？」

「だって、あなたも真由香さんと同じでお兄様と家族として育ってきたんでしょ。だとしたら、真由香さんと同じでお兄様のことを好きになってもおかしくないと思うけど？」

「あはは。七なな海みちゃんの推測は当たってるよ。ボクは冬とう夜やくんのことが好きだもん。もちろん、真由香のこともね」

「………。それは、家族として？」

「当然でしょ。ボク、せめて自分の家族には幸せになって欲しいんだ。それが──」



　こんな身体からだになっちゃったボクの唯一の願いだからね。



　左胸の辺りを押さえながら、梨央さんは告げた。

　その手の下にあるのは──《血核ハートレス》。人工臓器のウィッチクラフトにして、欠陥品ロストナンバー。梨央さんは《血核ハートレス》によって生かされている死者にすぎない。その証拠に死んだときのままで成長が止まってしまっている。

「───」

　けど──きっとそれだけじゃないわ。

　霧きり谷や家で目覚めた私がリリィ・ヴァレンタインの形見として受け継いだ、遺産77──《魔女の手記ウイツチノート》。そこには未完成のウィッチクラフトである《血核ハートレス》のことも記されていた。

　魔女曰いわく、《血核ハートレス》は未完成のウィッチクラフトであるが、《Ⅸノウエム》クラスの魔力が宿っているらしい。そして──。



　その能力は、一つだけじゃない。



　多くの《Ⅸノウエム》が複数の能力を持っているように、《血核ハートレス》も蘇そ生せい以外の能力を持っている。

「………」

　しかし、その能力が使われる機会は永遠にないだろう。

　なぜなら《血核ハートレス》は未完成のウィッチクラフト。

《魔女の手記ウイツチノート》に書かれていたことが真実なら、蘇そ生せい以外の能力を使えばその所有者──梨り央おさんは死に至る可能性がある。

　だからこそ──。

「梨央さんも、お兄様に負けないくらい家族想おもいなのね」

　そう、さっきはあんなことを言っていたけど、もしかしたら梨央さんもお兄様のことを好きなのかもしれない。

　しかし、困ったことにこの人の考えはまるで読めない。

　ただ喋しやべっているだけなのにまるでポーカーでもしているみたい。まあ、ひょっとしたら梨央さんもお姉様と同じような理由でお兄様に近づくのを避けているのかも。

　なぜなら──梨央さんは死者だ。

　だから自分のことがお兄様にふさわしくないと思い、お兄様への想いを押し殺して……。

「……ふうっ」

　そこまで考えて、私はため息を吐き出した。

　いけないいけない。深く考えすぎてしまうのは私の悪い癖だわ。今までの思考はすべて私の推測にすぎないし、本当のところお姉様や梨央さんがお兄様をどう思ってるのかは彼女たち自身にしかわからない。

　──ただ。

　あえて、私が知りたいことがあるとすれば──。

「ねえ。教えてくれないかしら」

　紅あかい髪を一度撫なでてから、私は梨央さんに話しかけて、



「どうしてお兄様は、あんな風になってしまったの？」



「………。それはどういう意味かな、七なな海みちゃん」

　ほんの少しだけ、梨央さんの表情が固くなった気がした。

　……まあ、このリアクションは予想通り。

　だって、お兄様はどう見てもおかしいのだから。

「この屋敷に住んでいる梨央さんは……いいえ、本当はお姉様やアリスや真ま由ゆ香かさんだって気付いてるんでしょ？　お兄様の家族に対する執着は異常だわ。それはお兄様の鍛錬からもわかることよ」

　そう、お兄様が傷を負うたびに治癒の能力で治していた私にはわかる。

　お兄様が行おこなっていた鍛錬は、強制解放フオルテの連続使用。

　正直な話、お兄様は普通なら再起不能になってもおかしくないレベルの傷を毎日負っているのよ。いくら私が傷を治せるからって、怪け我がをするときの激痛は変わらないはずなのに。

　だから、おかしい。

　どうしようもなく、お兄様は壊れてしまっている。

　じゃなかったらあんな常軌を逸した鍛錬をできるわけはずがないのよ。まあ、私としてはお兄様が家族のために強くなろうとしてくれるのは嬉しいけど……それでも、不可解で仕方がない。

　一体、どんな出来事がお兄様をあそこまで狂わせてしまったのか？

「確かに……最近の冬とう夜やの鍛錬はおかしかったわね」

　自分の所有者を心配しているのか、お姉様の顔はやけに不安そうだった。

　その隣にいるアリスは相変わらずの仏頂面だったが……実際は私と同じで疑問に思っているのかもしれない。

　そう、お兄様の過去に何があったのか──。

「──そうだね」

　ふうっと。

　私たちの疑問に応こたえるように、梨り央おさんが息を吐いた。

「冬夜くんも色々あったんだよ。みんなはもう知ってると思うけど、冬夜くんのお母かあさん──つまり、ボクと真ま由ゆ香かにとっての叔母様は交通事故で亡くなってしまっている」

「それが、お兄様があんな風になってしまった原因なの？」

「ふふっ。七なな海みちゃんはやけに冬夜くんのことについて知りたがるんだね」

「あら、当たり前じゃない。だって、私はお兄様のことを愛しているもの。真由香さんと違ってお兄様と過ごした時間は短いけど、この気持ちに嘘うそはないわ」

「七海ちゃんは正直だねぇ。けど、冬夜くんが七海ちゃんの気持ちに応えてくれることはしばらくないと思うな」

「……どういうこと？」

「七海ちゃんはまだ冬夜くんの過去をすべて知らないってこと。でも──すべて知っていたとしても応えてもらえるかわからない。それほどまでに冬夜くんの家族への執着は根が深いの。だから──」

　そして、梨央さんは断言する。

　まるで未来を見透かしたかのように、はっきりと──。



「冬夜くんは、間違いなく真由香からの告白を断るだろうね」








第６章　誘惑と口唇くちびる





「……ふうっ」

　時刻は午後十時。

　つじ峰みね家の自室。そのベッドの上に横になりながら、俺は息を吐いた。

「ラピスたちは眠ったのかな……」

　天井を見ながら呟つぶやく。

　俺と真ま由ゆ香かが本家に帰ってきたとき、すでに家の電気は消えてしまっていた。七なな海みとアリスが泊まっているのかはわからないが……たぶん、ラピスと梨り央お姉ねえは自分の部屋にいるんだろう。

　そして、真由香も──。

「───」

　そう、あの神社の裏手。

　真由香にとっての思い出の場所で──俺は、あいつにこう言ったんだ──。



『真由香。俺は、おまえと付き合うことはできない』



　それが、彼女からの告白に対する答え。

　その答えを選んだ理由ははっきりしている。

　第一に、俺は真由香のことをどう想おもっているかが自分でもはっきりわからねえ。確かに妹としては好きだと思うし、真由香から俺を好きになったきっかけの話を聞いて、あいつのことを一人の女の子として見ることができたのも事実だ。

　けど──女の子として好きかどうか……結局、答えは出なかった。

　少なくとも、俺はそんな中途半端な気持ちのまま真由香と付き合っちゃいけないって思ったんだ。

　そして、第二に……俺は強くならなくちゃいけない。

　勇気を振り絞って告白してくれた真由香には申し訳ないが……やっぱり俺の中には蒐しゆう集しゆうだけに集中したいって気持ちがある。

　そう、俺は家族を守らなくちゃいけないんだ。

　ラピス、真由香、梨央姉。それにうちにやってくる七海やアリス。俺は彼女たちを傷つけたくないって思うし……家族を守るのは母かあさんの遺言でもある。

　だから、俺は──。

「──兄さん」

　と。

　そこで部屋をノックする音とともに響いたのは、聞き慣れた声だった。

「……真ま由ゆ香か？」

　どうしたんだろう？

　神社の裏手で俺が告白の返事をした後、真由香は「……わかりました」と一言だけ答えてから、告白のことについて何も話すことはなかった。

　たぶん、真由香もフクザツな気持ちなんだと思う。

　けど、告白を断ってしまった俺が下手に気遣いをするのはコイツを傷つけることになるかもしれない。

　だから俺たちは大人しく本家へと帰ってくることを選んだ。

　なのに──。

「こんな夜遅くにすみません。少しだけ……兄さんの部屋にお邪魔してもいいですか？」

「あ、ああ、いいぞ」

　少しだけ緊張しながら、ドアを開ける。

　すると、そこにいたのは大きめのＹシャツをワンピースみたいに着ているつじ峰みね真由香。

　トレードマークのポニーテールを下ろした彼女は、緊張した様子で俺の部屋へと足を踏み入れた。

　そう言えば、ここ最近の真由香は「まだ着れますので……」とか言って、俺が着なくなったＹシャツをパジャマ代わりにしてたっけ。サイズが割と大きいせいで下着が見えることはないんだが……今はそんなことを考えてる場合じゃねえ。

「………」

　沈黙。

　どことなく気マズい雰囲気が部屋を支配する。……まあ、さっき俺が告白の返事を伝えたんだから当たり前だよな。

　でも、いつまでもこんな雰囲気でいるわけにはいかない。

　俺たちは家族で、ウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするチームでもあるんだ。

　だから、どうにか会話をしないと──。

「……兄さん」

　俺と同じ気持ちだったのか、先に口を開いたのは真由香だった。

「一つだけ……質問をしてもいいですか？」

「質問？」

「はい。さっきの神社で兄さんから告白の返事を聞いて……今は兄さんと付き合えないってことがわかりました」

「……ごめん。今の俺はウィッチクラフトの蒐集に集中したくて──」

「わかっています。兄さんは以前からそう言っていましたし、私もその理由で断られるかもしれないって覚悟はしていました。……でも、私はどうしても知りたいことがあったんです。なんとか帰り道で切り出そうとしたんですけど、なかなか言い出せなくて──」

　だから……今ここで言います、と。

　真ま由ゆ香かは決心を固めたように、胸を両手で押さえてから──。

「兄さんは、私のことを女の子として見てくれていますか？」

「……女の子？」

　従妹いとこの言葉に、俺はただただ訊きき返すしかなかった。

「……はい。私は自分が兄さんにとってどんな存在なのか知りたくて……。だから、お願いします。私……どんな答えを言われても、ちゃんと受け止めますから」

「真由香……」

　彼女の真剣な態度に、胸の鼓動が早くなるのを感じた。

　──俺が真由香のことをどう思ってるのか？

　それは──。

「そうだな。俺は今までは真由香のことをずっと仲の良い妹だと思ってたよ。でも、今日おまえが俺を好きになった理由を聞けて……その認識は変わったと思う」

「えっ……兄さん、じゃあ……」

「ああ。今の俺はおまえのことを妹じゃなくて……ちゃんと女の子として認識してる。ただ……ごめん。俺は家族としておまえのことが好きだ。でも、女の子として好きかどうかは……答えが出せなかった」

「………」

「俺は……真由香のことが大事だ。だから、こんな中途半端な気持ちのままで真由香と付き合いたくはなかったんだ。それに、俺はおまえやラピスたちを守るためにもっと強くならなくちゃいけない。だから──」

　そこまで言って、俺は黙ってしまった。

　だって、その先の答えは神社で言ったものと同じだからだ。

　しかし、真由香にその答えをもう一度伝えるのはひどく残酷な気がして──。

「──わかりました」

「えっ……」

　けれど。

　俺の予想に反して、真由香は明るく微笑ほほえんでいた。

「ありがとうございました。兄さんが私を妹としてじゃなくて女の子として見てくれている。私はそれがわかっただけでも幸せですから」

「し、幸せって……」

「だって、兄さんは今までと違って私のことをちゃんと一人の女の子として……恋愛対象として見てくれているってことですよね？」

「……おう。だけど、俺はおまえへの気持ちに答えが出せなくて──」

「それでもいいんです。これからは……兄さんが私のことを女の子として好きになってくれるように、私も頑張ります。落ち込むのは……それがダメだったときでも遅くはないでしょう？」

「真ま由ゆ香か……」

「きっとまたいつか、私がもう一度兄さんに告白するときが来ると思います。そのときが来るまで……私、あきらめずに頑張ります。兄さんに女の子として好きになってもらえるように努力します。だって……」



　私は、兄さんのことが大好きですから。



「………」

　……ああ。

　やっぱり真由香は弱くなんかない。

　その証拠に、俺に一度フラれたぐらいじゃ挫くじけなかった。いや……もしかしたらこうやって明るい表情を保っているが、心の中ではショックを受けているのかもしれん。

「───」

　だけど、それでも真由香は前に進もうとしている。

　そう、真由香はいくら負けようが剣術の鍛錬をやめなかった。そして、結果的に今は俺にだって勝てるようになったんだ。

　だから、きっと真由香はただ一生懸命に努力するんだろう。

　──もう一度、俺に告白するとき。

　その瞬間に、自分の願いを叶かなえられるように──。

「──わかった」

　静かに、俺は彼女に向かって頷うなずいていた。

　つじ峰みね真由香。

　俺の家族にして、俺なんかのことを好きだって言ってくれる女の子──。

「俺もそのときまでに、おまえに対する中途半端な気持ちにケリを付ける。ちゃんと──真由香の気持ちに対する答えを見つけて、伝えてみせるよ」

「──はい。よろしくお願いします、兄さん」

　言って、真由香はそれこそ大和撫子なでしこの華のように可か憐れんに微笑ほほえんだ。

　──ああ。

　やっぱり、俺はコイツのことを守ってやりたいと思う。

　そのためにはもっと強くなって、ウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするしかないのだろう。それに、すべてのウィッチクラフトを蒐集すれば答えを出せる気がするんだ。

　──真ま由ゆ香かのことを女の子として好きなのか？

　その答えを出して、ちゃんとコイツと向き合えるはずなんだ──。

「───」

　でも、それには今夜あいつに勝たなくちゃいけない。

　セツナ・ヴァレンタイン。

《魔狼フエンリル》の所有者にして、霧きり谷や家先代当主。

　これからも家族を守るために、俺はあいつに勝って《魔狼フエンリル》を蒐集しなくちゃいけない。

「よし。話も終わったことだし、そろそろ真由香も部屋に帰ったらどうだ？　ラピスや梨り央お姉ねえも自分の部屋に戻ってるみたいだしさ」

　自分の気持ちを悟られないようにしながら言った。

　セツナとの決闘は深夜零時。

　それまでには屋敷を抜け出さなくちゃいけないし、誰だれかに見つかるわけにもいかない。そのためにも、どうにか真由香を部屋の外に出さないと。

「そうですね。でも……その前に、兄さんに一つだけお願いをしてもいいですか？」

「お願い？」

　訊きき返すと、真由香は「……はい」と微かすかに頬ほおを上気させながら頷うなずいた。

　そして、その大きな瞳ひとみで俺のことを真まっ直すぐ見つめながら──。

「私と……キスをしてくれませんか？」

「………」

　……やべえ。

　セツナとの戦いの前だっていうのに、思わぬ難敵が立ち塞ふさがったぞ。

「ま、真由香？　なんでいきなりキスなんだ？」

「うっ……だって、兄さんは以前ラピスや姉さんとキスしてたじゃないですか」

「だ、だからって、おまえともキスするのは……」

「それに……兄さんは私のことを女の子として見てくれているんですよね？　だったら……その証拠が欲しいんです。兄さんが私のことを妹じゃなくて一人の女の子として見てくれているっていう証拠が……。だから……」

　そう言って、真由香はひどく緊張した様子で俺の前まで歩いてきた。そのまま、俺との身長差を埋めるようにちょこんっと背伸び。

　そして……。

「……んぅっ」

　真ま由ゆ香かは。

　桃色の口唇くちびるで静かに吐息を吐いてから、ゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

「………っ」

　ドクンッと。

　その女の子らしい仕草に胸の鼓動がどうしようもなく加速する。

　……落ち着け。たぶん、真由香が俺とキスしたいのはラピスや梨り央お姉ねえにヤキモチを焼いてるからだと思う。

　けど、さっき告白を断ったばっかりなのにキスをしちまうのはどうなんだ？

　つじ峰みね真由香。

　今まで男女交際の経験があるとは思えないから、たぶんこれがファーストキスだと思う。それを俺なんかが奪ってしまうのは──。

「……兄さん」

「………っ！」

　待っているのが堪えきれなくなったのか、真由香は普段とは違う甘えるような口調で俺のことを呼んだ。

　──そして。

　その口唇が、ゆっくりと俺の方に近づけられて──。

「──えっ？」

　その一瞬。

　唐突に、胸の辺りが熱くなった。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　俺が所有者になったウィッチクラフト。首からかけられた銀色の十字架が灼やけるような熱を持っていた。

　まるで、蒐集たたかいを始めるときみたいに──。

「………っ!?」

　そして、その熱に呼応するように思考が沸騰する。まるで劇薬でも打たれたみたいに心臓の鼓動がリズムを上げ、気分が怖いくらいに高揚していく。

　──おかしい。

　異常を感じた俺は、必死に自分の意識を保とうとするが──。



　──そんな悩みは戦いには邪魔なだけだ。



　頭の中で、昨夜《剣舞士の首飾りソードダンサー》に言われた言葉がフラッシュバックした。

　そう、俺が真由香の告白の返事で悩んでいると知って、あいつはそんなことを言いやがったんだ。

　そして、あいつはこうも言っていた。



　──機会があれば、私が後押ししてあげよう。



「………っ！」

　そのセリフが脳内で響いた瞬間──俺の頭の中で何かが切り替わった気がした。

「えっ……兄さん？」

　俺の様子がおかしいことを悟ったのか、真ま由ゆ香かが瞼まぶたを開けて俺のことを上目づかいで見つめてきた。

　だけど、もう遅い。

「──きゃっ!?」



　ただ強引に。

　真由香の肩を掴つかんだ俺は、彼女の華きや奢しやな身体からだを自分のベッドへと押し倒していた。



「………っ!?」

　瞬間──自分が何をしたのか理解して、吐き気がした。

　俺の身体の下にいるのは、つじ峰みね真由香。

　押し倒されたときにズレてしまったのか、大きく開いたシャツの胸元。微かすかに濡ぬれた瞳ひとみ。ベッドに広がる艶つややかな黒髪。

　そして、怯おびえた様子で俺のことを見つめる眼まな差ざし──。

「───っ！」

　すぐさま俺は、真由香から飛び退のくように後ろに下がる。

　……ふざけんな。

　なんで俺が真由香のことを押し倒してんだよ。

　これじゃまるで──。

「……ぐっ!?」

　瞬間、心臓がさらに強く脈打った。

　もはや胸だけじゃなく全身に火がついてしまったように身体が熱くて仕方ない。あまりの熱さで呼吸すら止まりそうだ。

「……兄さんっ！　大丈夫ですか!?」

　胸を押さえて苦しがる俺を見て、真由香が慌てた様子でベッドから降りようとしたが──。

「──来るなっ！」

　声を絞り出すように叫んで、俺は彼女を制止する。

　……ダメだ。

　今真ま由ゆ香かに近づいて来られたら……たぶん、自分を抑えきれなくなる。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　あいつは深層対話室で俺に『機会があれば、私が後押ししてあげよう』なんて言っていやがった。もしそれが俺と真由香の関係を強制的に進展させようとしたんだとしたら……。

「………っ」

　まさか、この衝動はあいつの仕業なのか？

　ウィッチクラフトの精神呪じゆ縛ばく。

　以前ラピスが言っていたが、ウィッチクラフトは所有者の精神に何らかの影響を与える可能性がある。以前、精神呪縛が第三段階レベル３まで進行しかけた俺は七なな海みとアリスのことを殺しかけたんだ。

　──もし。

　今俺の思考を支配しつつある衝動が、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の言っていた『後押し』だとしたら……。

「……真由香」

　静かに、俺はベッドの上にいる従妹いとこに話しかけた。

「今すぐ、俺の部屋から出てけ」

「えっ……でも、兄さん……」

「お願いだ。今の俺は普通じゃない。たぶんこれは……《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪縛だと思う。あいつは俺が戦い以外のことで悩むことを嫌ってた。だから……無理やり答えを出させようとして……」

「こ、答えって……」

「さっき俺が何をしたのか……おまえだってわかってるだろ？」

　そう、俺は真由香を無理やりベッドに押し倒した。



　あのとき俺は、真由香を強引に自分のものにしようとしていたんだ。



　ギリギリのところでなんとか理性を保つことができたが、次はどうなるかわからない。今だって頭の中に湧わき上がる衝動を抑えるので精一杯で……！

「だから……真由香。今すぐ俺の前からいなくなってくれ」

「………っ。で、でも、今の兄さんはすごく苦しそうで──」

「……俺なら大丈夫だ。最悪、衝動を抑えられなかったら……ラピスのところに行ってくる。あいつなら、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくを抑えられるはずだからな」

　そう、俺のウィッチクラフトは《剣舞士の首飾りソードダンサー》だけじゃない。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　あいつなら俺を正気に戻すことができる。

《革命軍レジスタンス》との戦いでそうしたように──。

「そんなのダメですっ！」

　しかし。

　どうしてか、真ま由ゆ香かは俺の言葉を拒絶した。

「だって、ラピスに精神呪縛を抑えてもらうってことは……ラピスとまたキスをしちゃうってことですよね？」

「それは……」

　確かに、ラピス曰いわく精神呪縛を抑えるためには肉体的接触をした方が都合がいいらしい。けど、今はそんなことに構ってる場合じゃ──。

「私は……嫌です。さっきも言った通り……私は兄さんのことが好きなんです。だから……ごめんなさい。私は……兄さんが他ほかの女の子とそういうことをするのが我慢できなくて……」

「ま、真由香……」

「だから……兄さん」

　真由香は。

　まるで覚悟を決めたように、はっきりと俺のことを見つめてから。

「私が……兄さんを苦しめてる衝動を受け止めます」

「なっ──」

　……ふざけんな。

　コイツは自分が何を言ってるかわかってるのか？

　それはつまり、俺と真由香がそういうことをするってことで──。

「……兄さん」

　微かすかに声を震えさせながらも、真由香は気丈に微笑ほほえんでみせた。

　そして、頬ほおを桃色に染めながら──一言。

「私……兄さんならいいですよ？」

「………っ！」

　やめてくれ。

　そんなことを言われたら、もう抑えられなくなる。

「それに……私は少しでも兄さんの役に立ちたいんです。そ、そういうことをするのは初めてなので……怖くないって言ったら嘘うそになりますが……それでも私は兄さんのことを助けてあげたくて……」

　──熱い。

　真ま由ゆ香かの声を聞く度に全身を駆け巡る血液が加速していく。

　これ以上は、本当に──。

「だから……兄さん」

　そして。

　真由香はゆっくりと言葉を紡ぐ。

　そう、さっき俺に言った言葉をもう一度伝えるために──。

「私と……キスをしてくれませんか？」

「───」

　その言葉が──引き金だった。

　──ゆっくりと。

　脈動する鼓動を抑えながら、俺は真由香へと歩み寄って──。



×　　　×　　　×



「あっ……兄さん」

　ぎゅっと。

　両腕で真由香の身体からだを抱きしめる。

　全身に感じる女の子の体温。強く抱きしめたら砕けてしまいそうなくらいに華きや奢しやな身体。腰まで届く髪からふわりと漂う甘い香り。

　そして──。

「んっ……にぃさん……」

　静かに、彼女と口唇くちびるを重ねる。

　緊張しているのか、真由香の身体は微かすかに震えているような気がした。その緊張を解してやりたくて、彼女の身体をできるだけ優しく抱きしめる。

「あっ……んぅ……」

　どれだけの時間キスをしていただろうか。

　口唇を離すと、真由香は熱に浮かされたみたいにとろけた表情で吐息を零こぼした。そして、彼女はまるで甘えるみたいにこちらを見つめてきて──。

「あの……兄さん。私……初めてなので……その、できれば優しくしてもらえると……」

「………」

　その言葉に応こたえるように、さきほどとは違うゆっくりとした動作で真由香の身体をベッドの上に倒す。

「あぅ……」

　羞しゆう恥ち心しんのせいか、ベッドの上で真ま由ゆ香かは頬ほおを紅潮させたまま身体からだをくねらせた。

　──可愛かわいい。

　素直にそう思ってしまった。それに、さっき押し倒したときにズレた胸元から瑞みず々みずしい肌が覗のぞいて──。

「に、にぃさん……そんなに見られたら……恥ずかしいです……」

　か細い声で抗議の声を上げる真由香。

　その声を無視するように、

「きゃっ!?」

　彼女の身体に覆いかぶさって、その首筋に口唇くちびるを重ねる。そして、まるでその肌の味を確かめるようにゆっくりと舌を這はわせていく。

「やぁっ……くすぐったいです……」

　細い首に口唇を触れさせるごとに、真由香は小さく喉のどを鳴らした。

　一度顔を上げると、従妹いとこの身体はまるでのぼせたみたいに桃色に染まり、その両手は羞恥心に堪えるようにきゅっとシーツを掴つかんでいる。

「……真由香」

　ドクンッと、彼女の名前を呼んだだけで信じられないくらい心臓が高鳴った。

　──熱い。

　このままじゃ思考が焼け付いてしまう。

　そう、この熱を冷ますためには──。

「んんんっ!?」

　再び真由香の口唇にキスをすると、彼女はくぐもった声を漏らした。

　そのまま長い時間、まるで自分の身体の熱を分け与えるみたいに口唇を重ねる。

　すると、真由香は「んっ……あっ……」と悩ましげに吐息を漏らしながら、ゾクゾクとその肢体を微かすかに震えさせて──。

「……ふぁっ」

　俺が口唇を離した瞬間に、まるで海中から顔を出したみたいに大きく息を深呼吸。

　端正な表情は甘い果実酒でも飲んだようにとろけきっている。

　まるで俺の身体の熱さが乗り移ったみたいに──。

「………っ」

　なんだか頭がおかしくなりそうだ。

　熱を冷ましたくて肌を重ねているはずなのに、肌を重ねているせいで身体の中の熱は余計に高まっていくばかり。こんなことをしてたらいつかオーバーヒートするってわかってる。

　だけど、もう止められない。

　ゆっくりと彼女のシャツのボタンに手をかける。

　そのまま静かに外していくと、

「やぁ……見ちゃダメです……」

　再び響く消え入りそうな抗議の声。

　露あらわになったのは……真ま由ゆ香かの肢体。細い腰に小さく窪くぼんだお臍へそ、しなやかなフトモモ、フリルの付いた可愛かわいらしい下着。

　そして、掌に収まるほどの大きさの淡く小さな膨らみ……。

「………」

　……って、ちょっと待て。

　なんでコイツ……ブラをしてないんだろう？

「あっ……ち、違うんですっ！」

　俺の視線に気づいたのか、真由香は顔を赤くしたままで必死に弁解していた。

「べ、別に兄さんとこういうことをするためにブラをしていなかったわけじゃなくて……私は眠るときはしないので……」

「……ホントか？」

「っ！」















　追及すると、真ま由ゆ香かは顔を耳まで真っ赤にしてからぷいっとそっぽを向いてしまった。そして「……ほ、ほんとうですっ」と拗すねたように呟つぶやいている。

　どうやら俺に追及されたことが恥ずかしかったっぽい。まあ、真由香も俺とこんなことをするとは夢にも思ってなかっただろうけど……。

「ごめん。真由香がこんなことをするヤツだとは思わなくてさ」

「なっ……て、訂正してください。それじゃ私が……えっ、えっちなことをしたみたいで……」

「今の真由香は十分えっちだと思うけど？」

「そ、そんなことは……きゃうっ!?」

　瞬間、真由香の声が一オクターブくらい高くなる。

　ふにゅっと。

　露あらわになった乳房に、俺の掌がゆっくりと触れていた。

「に、兄さん……そんないきなり……あぅっ」

　ふにふにと指の腹で刺激するたびに、艶あでやかな肌の弾力が伝わってくる。同じ姉妹である梨り央お姉ねえとは大分大きさが違う気もするが……。

「ダメです……私のは……姉さんみたいにおっきくなくて……っ」

　真由香の抗議を無視するように、丸みを帯びた胸を何度も何度も執しつ拗ように撫なで上げる。時折指先が桜色の突起に触れ、真由香の声がさらに熱を帯びていく。

「やあっ……あんっ……こんなの……っ」

　色っぽく弾む真由香の声。汗で湿った乳房に触れるたびに、彼女はビクッとベッドで身体からだを硬直させた。

　その声がもっと聴きたくて、空いている方の掌てのひらで微かすかに肋ろつ骨こつが浮き出た脇わき腹ばらや、小さなお臍へそを撫でていく。すると、真由香は「ふぁあっ!?」と身体に電流が走ったみたいに背筋を震えさせた。

　そして……。

「……真由香？」

　どうしてか、真由香は両手で自分の顔を隠してしまった。

　すると、彼女は顔を隠したまま……消え入りそうな声で、一言。

「……見ちゃダメです」

「……は？」

「で、ですから、見ちゃダメですっ。今の私は……兄さんのせいで……す、すごくえっちな顔をしちゃってると思うので……だから……その……っ」

「………」

　……どうしよう。

　可愛かわいすぎだろ、このまゆっち。

「きゃっ……」

　真ま由ゆ香かの顔を隠している手を掴つかんでから、ベッドに押し付ける。

　露あらわになったのは、熱に浮かされてとろけた表情。

　こちらを見上げる瞳ひとみ。

　汗で火照った肌。

　乱れてしまった黒髪。

　つじ峰みね真由香。

　俺なんかのことを好きだって言ってくれた女の子──。

「……兄さん」

　そして。

　真由香は切なそうにフトモモを内うち股またにして捩よじらせながらも……甘えるみたいに瞼まぶたを閉じて、ちょこっと口唇くちびるを尖とがらせた。

　その仕草は、まるでここから先の行為をねだっているみたいで──。

「──真由香」

　彼女の気持ちに応こたえるために、そして身体からだの中の衝動を消すために、俺は再び真由香と身体を重ねようとして──。



『あんたなんか……真由香と付き合っちゃえばいいんだわ』



　不意に。

　脳裏にあいつの声が響いた気がした。

「………っ！」

　……なんだ？

　どうしてここであいつの……ラピスのことを思い出すんだよ？

「……兄さん？」

　真由香に呼ばれて、ハッと我に返った。

　同時に──俺は現在の状況を理解する。

　身体の下にいるのは、峰真由香。

　全身を桜色に染めながらも、彼女は潤んだ瞳でこちらを見つめている。

「───」

　──ああ、そうか。

　俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくのせいで、自分の衝動が抑えられなくなって──。

「──ごめん、真由香」

　そう言って。

　俺は掴つかんでいた彼女の腕を離した。

　そして、ゆっくりとベッドから降りる。

「えっ……に、兄さん？」

　こっちの態度を不思議に思ったのか、真ま由ゆ香かは困惑した様子で自分の身体からだを起こした。シャツの隙すき間まから、そのしなやかで引き締まった肢体が目に入って……いかん。

　これ以上直視したら、また止められなくなる。

「……サンキュー。おまえのおかげで大分衝動も収まったよ。これならなんとか大丈夫そうだ」

「えっ……でも、途中で止めてしまってよかったんですか？　私……兄さんになら……」

「──おう。おまえが俺のことを好きだってことはよくわかった。けど──俺たちは、まだ恋人同士じゃない」

　まるで自分に言い聞かせるように、俺はそう断言した。

「……ごめん。だから、今日は……ここまでにしよう」

「───っ」

　沈黙。

　二人の間を沈黙だけが満たす。

　俺の言葉に、真由香は少しだけ黙ってから。

「……わかりました」

　まるで安心したみたいに、微笑ほほえんだ。

「なんだか……その方が兄さんらしい気がします。それに、ごめんなさい。私も先走ったことを言ってしまって……」

「……いや、いいんだ。それはそうと、真由香。なんていうか……もう肌を隠してもいいぞ？　そのままだと目のやり場に困るというか……」

「えっ……」

　俺の言葉に、自分の服が着崩れていることを思い出したのか、真由香は「きゃっ!?」と可愛かわいらしい短い悲鳴を上げた。そのまま、ベッドの上にあったタオルケットを頭から被かぶってしまう。

　……うん。

　やっぱり真由香は可愛いな。

「あぅ……とっても、恥ずかしいです……」

　タオルケットから頭を出した真由香が拗すねた口調で零こぼした。

「悪かったよ。お詫わびに、今夜は俺のベッドを貸してやるから」

「えっ……いいんですか？」

「ああ。こんな時間に俺の部屋からおまえが出てくのを誰だれかに見られたらマズいしな。だったら俺が居間かどっかで寝た方がいい」

「わ、わかりました。でも……」

「でも？」

　訊きき返すと、真ま由ゆ香かは再びタオルケットで頭を隠してから「こんなに身体からだが火照ってるのに……兄さんのベッドで眠るなんて……」と消え入りそうな声で呟つぶやいて、

「……絶対に眠れないです」

「？　なんなら新しい布団を押し入れから出そうか？」

「っ！　い、いえ！　大丈夫です！　兄さんのベッドなら……えっと、よく眠れる気がしますからっ！」

「そっか。──じゃあな、真由香。俺はちょっと小腹が空すいたからコンビニにでも行ってくる。その後は居間で寝てるから」

　別れを告げるように言ってから、ドアの方へと向かう。

　実際──俺はこの後学園に行かなくちゃいけない。

　現在の時刻は十一時すぎ。

　セツナとの決闘の時刻が確実に迫っている──。

「あっ……待ってくださいっ」

　部屋から出ていこうとしたところで、後ろから呼び止められた。

　振り向くと、そこにいたのはつじ峰みね真由香。

　彼女は、再びタオルケットから顔を出してから──。

「兄さんに……一つだけお願いをしていいですか？」

「お願い？」

「は、はい……できれば、その……」

　きゅっと。

　羞しゆう恥ち心しんを堪こらえるようにタオルケットを掴つかんでから、真由香は桃色の口唇くちびるで言葉を紡いで──。

「最後に……おやすみのキスをしてくれませんか？」

「………」

　……チクショウ。

　ずるいぞ。

　こんな顔でお願いされたら、断れるわけないじゃねえか。

「わかったよ。これでホントに最後だぞ。これ以上したら、また精神呪じゆ縛ばくが強くなるかもしれないし」

　言いつつも、再びベッドの横に戻る。

　すると、真ま由ゆ香かはベッドに横たわったままの姿勢でゆっくりと瞼まぶたを閉じて──。

「んっ……」

　再び、口唇くちびるが重なる。

　触れ合うお互いの体温。

　三度目のキスは今までのよりも大分時間が短かった。

「……えへへ」

　顔を離すと、真由香は幸せそうに微笑ほほえんでいた。

　……ああ。

　この笑顔を再び見るためにも、今夜俺はセツナに勝って……またここに帰ってこよう。

　そう思いながら、俺は再びドアの方へと進んで──。

「──兄さん」

　と。

　そこで再び呼び止められた。

　つじ峰みね真由香。

　嬉うれしそうにはにかんだまま、彼女は少しだけ恥ずかしそうに──。

「もし、私と兄さんが恋人同士になれたら……今夜の続きをしてくださいね？」



×　　　×　　　×



　屋敷の外の空気は、七月だっていうのにやけに冷たく感じた。

「……ふうっ」

　峰家の門の下で、俺は一度息を吐く。どうやらラピスたちに気づかれずに外に出ることができたらしい。真由香は俺の部屋で眠っててくれるだろうしな。

「でも……」

　まさか真由香とあんなことをすることになるとは。

　思い出すだけでも、顔が熱くなって仕方ない。なんとかギリギリで自分を抑えられたが……。

「《剣舞士の首飾りソードダンサー》か」

　コイツは思った以上に厄介なウィッチクラフトなのかもしれん。所有者を戦いに集中させるためにあんなことをさせようとするとは。剣の形に姿を変えるだけなら簡単に言うことを聞いてくれるのに……。

「───」

　けど、今はコイツに頼るしかない。

　セツナに勝つために。

　ウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうを続けるために。

　そして、これからも家族を守り続けるために。

「──行くか」

　呟つぶやいてから、夜道を歩きだす。

　目的地は──俺たちが通う千せん羽ば学がく園えん。

　そこで、セツナが待っている──。

「こんな夜更けにどこに行くのよ？」

「………っ!?」

　しかし、そこで響いたのはひどく透き通った声。

　思わず振り向くと、そこにいたのは蒼あおいドレスを着た少女。

「──ラピス」

　そう、遺産１──《蒼柩ラピスラズリ》。

　夏の夜空に浮かんだ満月の下。

　蒼い少女は、ただ静かに自分の所有者を見つめていた。








第７章　ハウリング





「答えて、冬とう夜や。こんな夜更けにどこに行くの？」

　つじ峰みね家の門の前。

　そこでドレスを着たラピスは俺に訊たずねてきた。

「………」

　……計算外だ。

　まさかここでラピスに引き留められるとは。さすがにセツナとのことを勘付かれてるわけじゃないと思うが……。

「ラピスこそ、こんな夜更けにどうしたんだよ？」

「わたしは本家から誰だれかが出ていく気配がしたから様子を見に来ただけよ。そしたら、冬夜がいたの」

「そっか。でも、大したことねえよ。俺はちょっとコンビニに行くだけだ」

「ホント？」

「ああ、もちろん」

　とりあえずは口から出まかせを言って誤魔化す。

　そう、ラピスを学園に連れて行くわけにはいかねえ。

　だったら上う手まくここで別れられれば……。

「それなら、わたしも一緒に行こうかしら」

「えっ……。どうしてだよ？」

「別に？　ただ……なんとなく嫌な予感がするから」

「嫌な予感？」

　訊きき返すと、ラピスは「……うん」と頷うなずいた。

「今の冬とう夜やは……五十年前のリリィとよく似てる気がするわ」

「五十年前って……もしかして、おまえが眠らされたときか？」

「ええ。それに、最近のあんたはおかしかった。七なな海みも言ってたけど、あんたの鍛錬のやり方は異常よ。あそこまで身体からだを追い込んでまで強くなろうとするなんて……何かあったとしか思えない。ねえ、冬夜。あんたは──」



　わたしたちに、何か隠してるんじゃないの？



「───っ」

　ラピスたちに隠していること。

　それは──セツナとの決闘。

《革命軍レジスタンス》との戦いであいつがつじ峰みね本家に協力する条件。それがお互いのウィッチクラフトを賭かけて一対一で戦うことだった。

　そのことを他ほかの人間にバラせば、ソイツにも危害が及ぶことになる。

「うるせえな。俺がどこに行こうが別に良いじゃねえか」

　誤魔化すために強引に話題を逸そらした。ラピスにセツナと戦うことを教えたら、絶対に反対される。

　だったら多少強引にでも話を終わらせれば──。

「……良くないわよ。だって……あんたはわたしの所有者だもん」

「………っ。所有者って……そんなことは関係ねえだろ。俺が何をしようがおまえには関係なんか──」



「関係ないわけないでしょっ！」



　たった一言。

　ラピスはただ必死にその言葉を叫んだ。

「ねえ、冬夜。三月にあんたがわたしになんて言ってくれたか……憶おぼえてる？」

「そ、それは……」

　──そうだ。

　今年の三月、魔女が眠る西洋墓地でラピスは俺にこう言った。



『わたしの……家族になって……っ』



　五十年間眠っていたラピスには、この時代で自分が頼りにできる人間なんか誰だれ一人いなかった。

　だからこそ、彼女は精一杯の勇気を振り絞って俺に頼みごとをしてきたんだ。

　そして、そのとき俺は──。



『それでも俺は、おまえの家族になりたいんだよ！』



　確かにそう応こたえた。

　そして、俺たちは家族になれたんだ──。

「……お願いよ、冬とう夜や」

　まるで絞り出すような口調で、ラピスは言った。

　その瞳ひとみは微かすかに潤んでいるようにも見える。

「何か隠してることがあるんなら、わたしに教えて。わたしは冬夜のウィッチクラフトとして……ううん、家族としてあんたの役に立ちたいの」

「ラピス……」

　その言葉で、俺の中の何かが決壊した気がした。

　……ダメだ。

　これ以上ラピスに嘘うそを吐つきとおすことはできない。

　たとえ嘘を吐いたとしても、コイツは俺が今夜行く場所まで付いてくるだろう。それだけは絶対に避けなくちゃいけない。

　何より──。

「──わかった」

　──俺は。

　自分の家族が泣きそうになってるときまで、嘘を吐きたくないんだ。

「全部話すよ。ラピスも憶おぼえてるだろ？　《革命軍レジスタンス》との戦いのとき、俺とおまえでセツナのマンションに行ったよな？　そのときに、あいつは俺たちに協力するための条件を出すって言った」

「……うん。でも、その条件はまだ提示されてないんでしょ？　きっとあいつも自分が有利になる条件を考えて──」

「いや、違う。本当は、あのときセツナは俺だけに条件を伝えてた。それは──今夜、俺とあいつがお互いのウィッチクラフトを賭かけて一対一サシで戦うことなんだ」

「なっ───」

　俺の告白に。

　ラピスは数秒だけ言葉を失ってから──激げつ昂こうする。

「バカじゃないの!?　なんでそんな条件を飲んだのよっ！　セツナは《魔狼フエンリル》の所有者なの！　あいつの強さはあんたもわかってるでしょ!?」

「……わかってる。けど、あのときはああするしかなかったんだ。じゃなかったら、おまえか梨り央お姉ねえのどちらかが殺されてた」

「………っ」

　再び黙り込むラピス。

　そう、あのときは人質に取られた梨央姉とラピスの命を交換する瀬戸際だったんだ。セツナの協力がなければ、二人の内どちらかが確実に死んでいた。

　だから──。

「──心配すんなよ。俺だって今日のためにずっと鍛錬を積んできたんだ。だから、セツナに勝てる可能性がゼロってわけじゃねえ」

　自分に言い聞かせるように言葉を紡ぐ。

　実際、この三週間で俺は強制解放フオルテを五回も連続使用できるようになったし。それに《剣舞士の首飾りソードダンサー》のもう一つの能力である戦場舞踏まで使いこなせるようになったんだ。

　これなら、《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうできる可能性だって──。

「──ダメよ」

　しかし。

　ラピスの口から零こぼれた言葉は明確な拒絶だった。

「あんたのことを行かせるわけにはいかない」

「ラピス……」

「確かに冬とう夜やは前よりも格段に強くなったわ。強制解放フオルテの連続使用や戦場舞踏を使えるようになったのも知ってる」

「………」

「でも……あんたは《魔狼フエンリル》の本当の怖さを全然理解できてない。あんたじゃ……《魔狼フエンリル》には絶対に勝てないわ」

「………っ。それでも……戦うしかねえんだよ。もし俺が戦うことを拒否すれば、真ま由ゆ香かたちに……俺の家族に危険が及ぶ」

　そう、それだけは嫌だ。

　もう俺は目の前で家族を失いたくなんかない。

　だから──今夜、俺は戦わなくちゃいけないんだ。

「──ダメよ！　あんたが家族を守りたいってことはわたしだってよくわかるわ！　でも、《魔狼フエンリル》と戦うことだけは絶対にさせない！　それならみんなで一緒に戦った方がまだマシでしょ！」

「み、みんなって……」

「真ま由ゆ香かたちよ！　七なな海みとアリスは霧きり谷やの屋敷に帰っちゃったけど、今本家には真由香がいる！　だったら、わたしが今からあいつを呼んでくるわっ！」

「………っ!?」

　──ダメだ。

　頭の中で蘇よみがえるのは、さっき自分の部屋で見た真由香の幸せそうな笑顔。

　あいつをセツナと戦わせるわけにはいかない。

　けど、たぶんラピスを説得するのは無理だ。このままじゃコイツは本当に真由香のことを呼んできてしまう。

　どうにかして、ラピスを止めなくちゃいけない。

　そう、コイツの所有者である俺が──。

「──あっ、」

　瞬間。

　俺の頭に浮かんだのは、ある一つの方法だった。

「くっ……」

　しかし、この方法は危険だ。

　実行すればほぼ間違いなくラピスとの信頼関係が壊れることになる。

　それほどまでに俺が考えたプランは彼女の意志を無視するものだった。

　でも──。

「えっ……冬とう夜や？」

　無言のままで、俺はラピスに歩み寄った。

　そして──彼女に告げる。

「なあ、ラピス。俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》をペンダントから剣の姿に変えることができるだろ？　当たり前だよな。だって、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は俺のウィッチクラフトなんだからさ」

「そうね。それがどうかしたの？」

「ああ、これは重要なことなんだ。だって、それなら──」



　俺は、ラピスを柩ひつぎの姿に戻すこともできるんじゃないか？



「………っ！」

　所有者おれの言葉を聞いた瞬間、ラピスの表情が凍り付いた。

　どうやら俺の考えは当たっていたらしい。

　所有者が命令すれば、ラピスを柩ひつぎの姿に戻すことができるんだ。

「やっ……やめて！」

　まるで逃げるように後ずさりしながら、ラピスは叫んでいた。

「それだけはやめて！　確かにウィッチクラフトであるわたしは所有者の意志で姿を変えられる！　でも、それだけは嫌なのっ！」

「大丈夫。俺は絶対に本家に帰ってくるから」

「そんなの信じられないわよっ！」

「ラピス……」

　彼女の言葉からは、強い拒絶を感じられた。

「だって……五十年前、リリィは死んじゃったもん！　今の冬とう夜やと同じようにわたしを眠らせた後……もう二度と会うことはできなかったっ！　これじゃ、まるであのときと一緒みたいで──」

「ごめんな。おまえがウィッチクラフトとして……家族として俺のことを心配してくれるのはわかる。でも、俺は家族を守りたいんだ。だから──」



　明日の朝まで眠っててくれ。



　それは。

　紛れもない、所有者としての命令の言葉だった。

「──違うっ！　わたしが冬夜のことを心配してる理由はそれだけじゃないっ！　わたしは……わたしは冬夜のことが──」

　そこまで言って、ラピスの身体からだは蒼あおい光に包まれた。

　身に纏まとっていたドレスが溶けるように消え、その華きや奢しやな身体は光の中へと完かん璧ぺきに消失していって──。

「……ごめんな、ラピス」

　光が収まった直後。

　彼女が立っていた場所にあるのは、蒼い紋様が刻まれた一つの柩。

　遺産１──《蒼柩ラピスラズリ》。

　蒼い刻印を持った少女は、本来の姿のままで眠りについていた。

















×　　　×　　　×



　深夜の千せん羽ば学がく園えん。

　昨日亡霊騎士と戦ったときと同じで、人ひと気けはなかった。

　今回は《夜魔ヴアンパイア》の結界は張られていないが、そもそも深夜の学園を訪れる変わり者なんかそうそういないだろう。

　もっとも、今日はその変わり者が二人もいるわけだが……。



「──なんだよ、おにーさん。随分疲れた顔をしてるぜ」



　時刻は深夜零時。

　俺が学園に着くと、校門に立っていた白髪の少女が声をかけてきた。

　セツナ・ヴァレンタイン。

《魔狼フエンリル》の所有者にして、俺たちとは真逆の目的を持ったウィッチクラフトを狩る者。その正体は、霧きり谷や家先代当主──霧谷雪せつ奈な。

　いつもの黒いジャケットを着たセツナは、月明かりの下で静かに佇たたずんでいた。

「そういや、まゆっちの告白の件はどうなったんだ？」

「それなら……断ったよ」

「うわっ、もったいねー。まゆっちは可愛かわいいんだから付き合っちまえばよかったじゃねーか。てめえもあいつのことが好きなんだろ？」

「ああ、好きだよ。ただし、家族としてな。それより今はそんな話をしにきたんじゃねえだろ？」

「──ハハッ。そうだな」

　無駄話をしながら校庭まで歩いていくと、セツナは右手に嵌はめたブレスレットを漆黒の槍やりへと変へん貌ぼうさせた。

《魔狼フエンリル》。

　獣化変身と略奪という二つの能力を持った、最強にして最悪と謳うたわれるウィッチクラフト……。

「さあ、さっさと始めよーぜ。おにーさんも約束通り一人で来たみたいだしさ」

　ヒュオンッと、槍の穂先で風を切ってからセツナは口唇くちびるを歪ゆがめた。

　その言葉に、俺も《剣舞士の首飾りソードダンサー》を剣の姿に変えようとしたが、

「待ってくれ。戦う前にあんたに話したいことがある」

「あん？　なんだよ。まさか命いのち乞ごいじゃねーだろーな？」

　訝いぶかしげに槍を肩に担ぐセツナ。

　そんな彼女に──俺は、告げる。



「あんた、俺たちの仲間にならないか？」



「なっ……」

　ほんの一瞬だけ。

　セツナは俺の言葉に息を呑のんだが、

「……笑わせんな。なんでアタシがてめえらの仲間にならなくちゃいけねーんだよ？」

「だって、あんたは元々霧きり谷や家の当主だったんだろ？　けど……三年前の事件でウィッチクラフトを暴走させちまった。だからたった一人でウィッチクラフトを狩ってる」

　そう、セツナはウィッチクラフトのことをひどく憎んでるんだ。

　だけど、その感情さえどうにかできれば俺たちは一緒に蒐しゆう集しゆうをできるんじゃないか？

《革命軍レジスタンス》との戦いで、協力し合ったように──。

「──無理だね」

　しかし。

　セツナはため息を吐つきながら断言した。

「忘れたのか？　アタシは三年前にこの手で霧谷の人間や梨り央おを殺したんだ。そのアタシが今さらつじ峰みねや霧きり谷やと手を組めるわけねーだろ」

「セツナ……」

「それに、おにーさんが良くてもまゆっちあたりが嫌がるはずだぜ？　あいつにとって、アタシはたった一人の姉を殺した仇かたきだしな。だから──」



　アタシたちは、戦うしかねーんだよ。



　そう言って、セツナは俺に向かって槍やりの穂先を向けた。

「………」

　無言で、俺は《剣舞士の首飾りソードダンサー》を剣の形へと変える。

　──やっぱり、無理か。

　ダメもとで説得しようとしたが、コイツの決心は揺るがない。

　だったら──。

「───」

　俺も戦うしかない。

　頭を過よぎるのは、自分の部屋で見た真ま由ゆ香かの笑顔と、別れ際に見た今にも泣きだしそうなラピスの表情。そして俺の帰りを待ってくれている梨り央お姉ねえたちの姿。

　あいつらのためにも、俺は今夜《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうしないといけないんだ。

「じゃあ、始めようぜ」

　ゆっくりと。

　セツナは《魔狼フエンリル》の穂先をこちらに向けたままで一歩踏み出した。そして、その表情を闘争心に歪ゆがめたまま口唇くちびるを動かして──。

「ここからは──狩りの時間だ！」



×　　　×　　　×



　夜空に響き渡る咆ほう哮こう。

　次の瞬間、白髪の少女が軽々と宙を舞う。

　獣化変身。

　身体からだを獣へと変へん貌ぼうさせたセツナは、跳躍の勢いそのままに何の躊躇ためらいもなく槍を振り下ろして──。

「───っ！」

　直後、轟ごう音おん。

　叩たたき下ろされた槍の切っ先を俺が躱かわしたのと同時に、舞い上がる土煙と土砂。

　空を切った穂先は校庭を直撃し、そこに直径二メートルほどのクレーターを穿うがっていた……！

「くっ……！」

　やっぱり、セツナの腕力は圧倒的だ。

　獣化変身。

　身体からだを獣へと変えることで運動能力と闘争本能を爆発的に強化する能力。それに今のあいつは不死身に近い回復能力も持っている。

　だけど──。

「負けられるかよっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、俺はセツナとの距離を詰める。

　そう──《魔狼フエンリル》は最強にして最悪と謳うたわれるウィッチクラフトだが、決して無敵ってわけじゃねえ。その証拠に《魔狼フエンリル》は所有者の身体に触れていないと能力を発動できないって弱点がある。

　それなら、その弱点を攻めれば……！

「──ナメんなっ！」

　肉薄する俺を出迎えるように、セツナが刺突を放ってくる。槍やりに込められた驚異的な速度スピードと破壊力パワー。

　たぶん、以前の俺なら防ぐことはできても上う手まく捌さばくことはできなかっただろう。

「ぐっ!?」

　けど──今は違う。

　夜の校庭に散る幾つもの火花。

　セツナが繰り出してくる槍を剣で捌きながら──剣戟を重ねる。

　戦場舞踏。

　相手の呼吸リズムを読み、カウンターを叩たたき込む能力。一ヶ月前の戦いでは一方的に押されていたが、今の俺はセツナの動作を予測できるため、ある程度なら打ち合うことができる。

「───っ！」

　でも、それじゃ勝てねえ。野球でたとえるなら、今の俺はただひたすらピッチャーの投げる剛速球をカットしてファールにするバッターだ。当然、ファールにするだけじゃ勝負には勝てやしない。

　狙ねらいは一点。

　痺しびれを切らしたセツナの槍捌きが大振りになったとき──。

「こ、の……っ！」

　セツナの口から零こぼれたのは怒気の籠こもった言葉。

　以前と違って俺が槍を上手く捌けてることに苛いら立だったのか、彼女は乱暴に槍を振りかぶった。

　そして、放たれる横よこ薙なぎの一いつ閃せん。

　今までよりも明らかに力が籠こもった一撃。

　剣で受けようものならそのまま身体からだごと吹っ飛ばされ、直撃すれば身体を両断されかねないが──。

「──強制解放フオルテ！」

　ここが──俺の狙ねらっていた瞬間だ！

　解放された身体能力を使って、俺は一気に加速。放たれた槍やりの下を潜るようにして、セツナの懐に飛び込む。

　あまりにも一瞬の交錯劇。

　本来は全力で回避しなければいけない一撃にあえて向かっていき、潜くぐり抜ぬける。

　強制解放フオルテと戦場舞踏。

　二つの力を使えるからこそできた離れ業だ！

「おぉおおおおおおおおおおおっ！」

　そして、狙うのはセツナの右手首。

　横薙ぎの一撃を放って一瞬だが隙すきだらけになったポイント。《魔狼フエンリル》を持った右腕に、俺は刃を奔はしらせようとして──。

「──チッ！」

　しかし。

　剣を振り下ろしたところで、舌打ちと共にセツナの身体が大きく後ろに跳ぶ。そのせいで剣はセツナの手首を浅く傷つけるだけに終わった。

「……くっ」

　……嘘うそだろ。

　目の前の状況に混乱しそうになる自分の心を必死に抑え付ける。

　あのタイミングで回避されるなんて、どんな反射神経だよ。

「あーあーあー、危ねーな。《魔狼フエンリル》の能力で身体能力が上がってなかったら躱かわし切れなかったぜ。そういや、てめえはこの《魔狼フエンリル》の弱点を知ってるんだっけな。だから、アタシの右腕を斬り落とそうとした」

「………っ」

　……そうか。

《魔狼フエンリル》が強化しているのは筋力パワーや瞬発力スピードだけじゃない。今の獣じみた回避速度。獣化変身を発動させたセツナは、反射神経や動体視力まで獣なみになってるってことか。

「───」

　けど、これでいい。

　──勝てる。

　以前の俺はセツナの槍やりを防ぐことで精一杯だった。でも、今は互角に……いや、互角以上に戦えている。

　これなら、《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうすることだって……。

「強くなったじゃねーか、おにーさん」

　俺の思考を遮るように、間合いを空けたままでセツナが言った。

「今のはてめえが《革命軍レジスタンス》を斃たおした能力だろ？　確か……戦場舞踏だったか？　相手の呼吸リズムを読んで、カウンターを叩たたき込む能力ってわけだ」

「……そっか。屋上で戦場舞踏の能力を説明したとき、あんたもいたんだっけな」

「おー。おかげでよくわかったよ。《魔狼フエンリル》の一撃は当たりさえすればすぐさまゲームセットにできる。だが、アタシの槍やり捌さばきは乱暴で単調だからな。なんつーか、てめえとは相性が悪い。だから──」



　こっちも、切り札を使わせてもらうぜ。



「………っ！」

　夜の校庭に響いたのは、悪寒すら感じるような冷たい言葉だった。

　直後、セツナが握っていた漆黒の槍がその形状を変える。

　遺産４──《魔狼フエンリル》。

　俺は今までその姿を二つ見たことがある。

　一つ目は槍。

　二つ目はブレスレット。

　そして、今初めて見る三つ目の姿は──。

「……首輪？」

　そう、白髪の少女の手に握られていたのは──漆黒の首輪。

　金属で造られた無骨な拘束具に目を向けながら、セツナは「そうさ」と小さく答えた。

「これが、《魔狼フエンリル》の正体だ」

「………っ！　じゃあ、《魔狼フエンリル》は首輪のウィッチクラフトなのか？」

「おーよ。槍やブレスレットはあくまで仮の姿にすぎねー。おにーさんもおかしいと思わなかったのか？　フェンリルってのは北欧神話に出てくるバカデカい狼おおかみのことだ。だったらその名前は槍にふさわしくない。北欧神話ならもっとピッタリなヤツがあるからな」

「………」

　セツナの言う通り、北欧神話にはもっと槍にふさわしい名前がある。たとえば、神であるオーディーンが持っていたとされるグングニルだ。

「でも、どうして首輪にフェンリルなんて名前を……」

「──ああ。それはこれから教えてやるよ。まあ──できればコイツだけは使いたくなかったんだがな」

　直後、セツナは漆黒の首輪を自分の首に嵌はめて、

「───っ!?」

　瞬間、変化は劇的だった。



　首に嵌めた直後、《魔狼フエンリル》はセツナの身体からだの中へと消えたのだ。



　まるで溶け込むみたいに、跡形もなく。

　そして──。

「くっ……おっ、おぉおおおおっ……！」

　夜の校庭に反響する、獣じみた唸うなり声。

　同時に──変わる。

　少女の肌から黒い金属のようなものが突き出し、形を変え、その肢体を覆う。

　その姿は、まるで鎧よろい。

　首から下を漆黒の装甲に覆われ、セツナの身体が劇的な変へん貌ぼうを遂げていき……。



　わずか数秒後、彼女はまったく違う姿へと生まれ変わっていた。



　首から下すべてを覆う細身の甲かつ冑ちゆうじみた漆黒の鎧甲。短かった白髪は腰のあたりまで伸び、端正な口唇くちびるからは尖とがった犬歯が覗のぞいている。

　そして、さきほどとは比べ物にならない重圧プレツシヤー。

　相対してるだけなのに、喉のど元もとに槍やりの穂先を突き付けられたみたいに背筋が凍りつく。セツナを覆う黒い装甲。あれじゃまるで、セツナが《魔狼フエンリル》そのものになってしまったみたいな──。

「……セツナ、まさかあんたは……」

　微かすかに震える声で訊たずねる。

　すると、黒い装甲を纏まとった少女は「ああ、そうだよ」と頷うなずいた。

「アタシは──《魔狼フエンリル》と同化したんだ」

「………っ！」

「これが《魔狼フエンリル》の本来の使い方さ。《魔狼フエンリル》の能力──獣化変身。それを最大限に発揮できる戦闘スタイルは──徒手空拳。そのために《魔狼フエンリル》は攻防一体の装甲へと姿を変えた。そして、この姿こそが──」



「《魔狼フエンリル》の第二獣化形態だ」
















「………っ」

　第二獣化形態。

　三年前の事件で暴走したセツナが陥った姿。

　霧きり谷やの人間を大勢殺し、梨り央お姉ねえを一度殺した姿──。

「くっ──！」

　反射的に、俺は後ろに跳んでセツナとの間合いをさらに空ける。

　今俺たちの距離は十五メートルほど。これならすぐに間合いを詰められることはない。それに今の俺は戦場舞踏を使える。だったら、簡単に攻撃を喰くらうことは──。

「一つだけ先に言っておくぜ、おにーさん」

　しかし。

　間合いを空けた俺を見つめながら、セツナはその身体からだを低く沈めた。

　まるで、獲物に跳びかかる直前の狼おおかみのように──。



「──頼むから、死ぬなよ」



「!?」

　瞬間──衝撃。

　同時に、俺の身体はまるでボロ雑ぞう巾きんみたいに吹き飛ばされていた。

「がっ……!?」

　直後、二度目の衝撃。

　吹き飛ばされた身体が地面へと乱暴に叩たたきつけられる。

「ごっ……ぐっ……!?」

　次の瞬間、ベシャっと口から赤黒い血液が零こぼれ落ちた。舌の中に広がる血の味と全身に感じる激痛。一番酷ひどいのは右脇わき腹ばら。どうやら片側の肋ろつ骨こつを軒並みヘシ折られたらしい。

　そして──折られたのは肋骨だけじゃなかった。

《円舞曲ワルツ》。

　俺のウィッチクラフトである《剣舞士の首飾りソードダンサー》が姿を変えた剣。右手に握った剣は真ん中あたりで真っ二つに折れてしまっていた……。

「せっかくだから教えてやるよ」

　そして、俺を一撃で行動不能に追いやった張本人──セツナはゆっくりとこちらに近づいてくる。

「この《魔狼フエンリル》が最強にして最悪のウィッチクラフトと呼ばれる所以ゆえん。それは怪力でも、不死身に近い回復能力でもねー。それは──」



　──疾さスピードだ。



「………っ！」

　……そうだ。

　俺は第二獣化形態になったセツナの動きにまったく反応できなかった。

　セツナがやったことは簡単だ。

　──右拳こぶし。

　セツナは装甲に覆われた自分の右拳で俺の脇わき腹ばらを思いっきり殴りつけただけ。だが、恐ろしいことにあいつは十五メートルもの間合いを一瞬で詰めやがったんだ……！

「わかったろ。これが《魔狼フエンリル》の第二獣化形態だ。所有者と同化することにより、獣化の度合いをさらに高め、全身を装甲で覆うことで一撃の破壊力を上げる。当然、身体能力もケタ違いに上がってるぜ？」

「ぐっ……！」

「だが、咄とつ嗟さに剣でアタシの拳を防ごうとしたことは褒めてやるよ。たぶん反射的にやったことだろーが……あれがなかったらおにーさんはマジで死んでたかもしれねー。まあ、何はともあれ──」



　今回の勝負は、アタシの勝ちだ。



　地べたに倒れ伏す俺に、セツナは冷たく言い放った。

「おにーさんもわかってんだろ？　てめえの剣は折れた。《Ⅸノウエム》クラスのウィッチクラフトなら傷ついても自動的に修復されるだろうが……それは短時間じゃできねー。もちろん、おにーさんも一緒だ」

「ぐっ……！」

　確かに、セツナの言う通りだ。俺の傷は深い。吐血してるってことは、たぶん内臓を痛めてる。もしかしたら折れた肋ろつ骨こつが内臓に刺さってるかもしれない。誰だれがどう見ても満身創そう痍い。その証拠にもはやマトモに喋しやべることすらできやしねえ……！

「だからさ」

　言って、セツナは地面に落ちていた何かを拾い、倒れている俺の前に放り投げてきた。

　それは──刃。

　俺の剣である《円舞曲ワルツ》の刀身。自分がヘシ折ったそれを、セツナは見せびらかすみたいに晒さらしてきた。

「さあ。アタシにてめえのウィッチクラフトを……《剣舞士の首飾りソードダンサー》を渡しな」

「………っ」

「てめえはよく頑張った。おそらく、アタシに勝つためにこの三週間必死に鍛錬したんだろ？　その証拠にてめえはアタシに第二獣化形態を使わせてみせた。この姿になると加減ができなくなるから、なるべく使いたくなかったのによ」

「………」

「だから、大人しく負けを認めろ。今からつじ峰みね本家に連絡すればおにーさんはまだ助かる可能性も──」

「──黙れ」

　セツナの忠告を遮るように、俺は必死に絞り出した声で答えた。

　そして──。



「……強制解放フオルテ」



　痛みで言うことを聞かない身体からだを、強制解放フオルテの力を使って強引に立ち上がらせる。

　……よかった。

　どうやら刀身が折れてもまだ能力は使えるらしい。だが、もはや《円舞曲ワルツ》は無残な姿になってしまった。そう、確かに俺の剣は折れてしまったんだ。

　けど──。

「───」



　俺の覚悟こころは、まだ折れてねえ。



　──戦える。

　俺はまだ、戦えるんだ──！

「……チッ。正気かよ、おにーさん」

　震える身体で立ち上がった俺を見て、セツナが吐き捨てるように言った。

「やっとわかったよ。てめえは前に自分のことを《蒼柩ラピスラズリ》を守る番犬だって言ったよな。でも、それは違う。てめえは主を守る番犬でも、ましてや訓練された猟犬でもねー。てめえは……頭のイカレた狂犬だ」

「………」

　……なんだっていい。

　それで俺が家族を守れるんなら……。

「……教えろよ。誰だれだって自分の家族を……大事な人間を守りたいってことはアタシだってわかる。だが──てめえのそれは常軌を逸してる。なあ、峰冬とう夜や」



　一体、何がてめえをそこまでさせるんだ？



「───」

　そんなのは、わかりきったことだ。

　俺はただ、目の前で家族が死ぬのを見たくないだけなんだ。

　そう、母かあさんの事故のときみたいに──。



「それはボクが教えてあげるよ、せっちゃん」



「!?」

　瞬間、校庭に響いた聞き慣れた声に言葉を失う。

　思わず声のした方向に視線を向けると──そこにいたのは、血のように赤い色をした刀を持った女の子。

　つじ峰みね梨り央お。

　俺の従姉いとこであり、峰家の現当主だった。








第８章　赤と黒





「……答えろ、梨央。なんでてめえがここにいやがる？」

　夜の校庭。

　突然の乱入者に、セツナは明らかに苛いら立だった口調で訊たずねていた。

「あはは。そんなに怒らないでよ、せっちゃん。ボクは冬とう夜やくんの後をこっそり追ってきただけだから」

「つまり、おにーさんを尾行してきたってことか？」

「まあね。だって、最近の冬夜くんは明らかにおかしかったもん。だから、こっそりと様子を見てたんだ」

「はあん。なるほどね。てめえが今夜ここに来れた理由はわかった。けど──梨央。アタシが知りたいのはそこじゃねー。アタシが知りたいのは……てめえが今夜何をするためにここに来たかってことだ」

　どこか緊迫した口調で訊ねるセツナ。

　すると、梨央姉ねえはにっこりと微笑ほほえんでから、

「もちろん、セツナと戦うためだよ」

「……梨り央お。それは本気か？」

「当たり前でしょ？　最初は冬とう夜やくんとセツナの戦いを黙って見てたんだ。でも、冬夜くんは負けちゃった。だから、ここはボクが戦おうかなって思ってさ。それに──」

　ふうっと。

　梨央姉ねえは一度だけ息を吐いてから、

「ねえ、セツナ。きみとボクの三年前の戦いの決着は……まだついてないよね？」

「なっ……」

「あのとき、ボクは《魔狼フエンリル》を暴走させたきみに殺された。でも、同時にボクもきみに重傷を負わせて退けた。言ってしまえば、あれは引き分けみたいなものじゃないかな？　だったら──三年前の戦いの続きを今夜してみてもいいと思うんだ」

「そ、それは……」

　梨央姉の言葉に、セツナは明らかに狼狽うろたえていた。

　なぜなら、梨央姉は戦える身体からだじゃねえ。

　梨央姉の命を繋つなぎ止めている《血核ハートレス》は未完成のウィッチクラフト。激しい運動をすれば壊れてしまい、所有者を死に至らしめる可能性だってある。

「ダ、ダメだ……梨央姉……っ」

　震える声で必死に従姉いとこを止めようとする。

　梨央姉が戦えば彼女自身が死んでしまうかもしれない。それに、この人は戦闘用ウィッチクラフトを持っては──。



「──《赤鎖チエイン》」



　しかし、そこで響いたのは背筋が凍りつくような冷たい声だった。

「!?」

　同時に、梨央姉が持っていた赤い刀から幾つもの鎖が発生。俺の身体に何重にもなって巻きついてくる。まるで俺を拘束するみたいに──！

「り、梨央姉！　これは……！」

「ああ、冬夜くんにはまだ教えてなかったね」

　普段とは違うどこか冷淡な声で、梨央姉は言葉を紡ぐ。

「《血核ハートレス》には蘇そ生せい以外にも能力があるんだ。それは──血液操作」

「なっ……じゃあ、その赤い刀は……」

「ボクの血を増殖させて作ったものだよ。ちなみにその鎖もね。血液操作の能力を応用すれば、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力である氷結に近いことができる。それはボクにとってすごくラッキーだったの。だって、これなら──」



　迷うことなく、戦えるから。



　さきほどと同じ冷気の籠こもった声で言ってから、梨り央お姉ねえは俺の前に歩み出た。

　まるで、俺のことをセツナから守るみたいに──。

「ごめんね、冬とう夜やくん」

　そして、梨央姉は振り返らないままで言葉を紡いだ。

「冬夜くんが家族を守りたいってことはよくわかってる。だって、冬夜くんのお母かあさんは……冬夜くんのことを守って死んじゃったんだもんね」

「………っ！」

　──そうだ。

　交通事故。

　それが俺の母さんの死因だった。

　そして、母さんは最期に『これからは自分の家族をしっかり守るのよ』と言って死んだんだ。

　どうして、俺が母さんの最期の言葉を聞けたのか？

　その答えは一つしかない──。















「───」



　俺も、その事故の現場にいたんだ。



　あの事故が起きたとき、母さんは俺のことを庇って死んでしまった。そして、俺があの人の最期を看み取とった。

　だから──俺は思ったんだ。

　家族を守りたい。

　もう二度と、自分の前で家族を死なせたくないって──。

「──冬とう夜やくん」

　まるで俺の思考を読んだかのように、梨り央お姉ねえは続ける。

「きみは生きて本家に帰らなくちゃダメなの。だって、うちには冬夜くんのことを待ってくれてる人がいるもん。ラピス、真ま由ゆ香か、七なな海みちゃん、アリスちゃん……。だから、ちゃんと生きて帰らなくちゃいけないでしょ？」

「ふ、ふざけんな！　だったら、梨央姉だって……っ」

「ボクのことは気にしないで。ボクはつじ峰みね家六代目当主──峰梨央。家族を守るのは当主の役目。それにボクはもう一度死んじゃってる。だから、たとえ《血核ハートレス》が壊れてまた死んでしまっても構わない。それで……冬夜くんのことを守れるなら」

「………っ」

　……やめてくれ。

　それだけはやめてくれ。

　俺はもう嫌なんだ。

　もう……家族が自分の目の前で死ぬのは……。



「……やめろよ、梨央」



　そこで響いたのは、今にも泣きだしそうな声。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　白髪の少女は、ひどく取り乱した様子で梨央姉のことを見つめていた。

「いくら天才と呼ばれたてめえでも、第二獣化形態を発動させたアタシに勝てるわけがねーだろ？」

「それはわからないでしょ？　ウィッチクラフトの戦闘は遺産だけで勝敗が決まるわけじゃない。現にボクは三年前に《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で《魔狼フエンリル》の第二獣化形態を使ったセツナを退けて──」

「ふざけんなっ！」

　校庭に反響する叫び声。

　それはあまりにも明確で、悲痛すぎる拒絶の言葉だった。

「わかんねーのか!?　三年前みたいにてめえがアタシに勝てるとは限らねーだろっ！　それにアタシは……アタシは二度も梨り央おのことを殺したくねーっ！」

「せっちゃん……」

「うるせーっ！　昔みたいにアタシを呼ぶなっ！　てめえだって忘れてねーはずだぞ!?　アタシはてめえのことを殺したんだ！　だから、アタシはもう嫌なんだよっ！　また三年前の事件を繰り返して……梨央を殺すのは……っ」

「じゃあ、ボクに《魔狼フエンリル》を渡してくれる？」

「………っ。そ、それは……」

「できないよね？」

「当たり前だ！　アタシは……もう後戻りなんかできねーんだよ！　アタシは三年前に霧きり谷やの人間を……自分の家族を殺しちまったんだっ！　それに、アタシは梨央のことだって……！　だから……だから、アタシは……もう……っ」

「もう、後戻りができない。だったら、ボクたちは戦うしかない。今夜、三年前の事件に決着を付けるしかないんだ」

「くっ……！」

　梨央姉ねえの言葉に、戸惑うセツナ。

　その瞳ひとみは、微かすかに潤んでいるようにも見えた。

「───」

　そして、沈黙。

　ひどく重い無音が二人の間を支配する。

　……当然だ。

　だって、二人は親友同士だったはずなんだ。対立しあう両家の人間がどうして仲良くなったのかはわからない。けど、もし本当に梨央姉とセツナが親友だとしたら──。



「…………わかった」



　しかし、長い沈黙を破ったのは、セツナのひどく掠かすれた声だった。

「………っ」

　瞬間、校庭の空気が今にも砕けそうなくらいに張りつめる。

　その中心にいるのは、白髪の少女。

　彼女は苦渋に満ちた表情で、ゆっくりと声を絞り出す。

「……梨り央お。てめえの言う通り、今夜三年前の事件に決着をつけてやる。アタシが──てめえの命を突き動かしてる《血核ハートレス》を狩る」

　──そして。

　彼女は《魔狼フエンリル》と同化した身体からだで一歩踏み出した。

　彼女の名前はセツナ・ヴァレンタイン。

　本当の名前は霧きり谷や雪せつ奈な。三年前に《魔狼フエンリル》を暴走させ、自分の家族と親友を殺してしまった女の子……。

「……うん。ボクも全力できみと戦う。ボクが──《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうする」

　──そして。

　彼女は《血核ハートレス》で造り出した赤い刀を構えた。

　彼女の名前はつじ峰みね梨央。

　歴代最強と呼ばれた峰家当主。そして三年前に家族を守って一度死に、今再び自分の家族のことを守ろうとしている女の子……。

「ねえ、せっちゃん」

「なんだよ、梨央？」

「えっと……戦いを始めるなら、三年前のときみたいにしない？　ほら、憶おぼえてるでしょ？　セツナの口癖だって、昔はボクが使ってたんだから」

「──ハハッ。上等だ。確かにそっちの方が昔を思い出せる。峰と霧谷が戦ってた頃ころをな」

「……うん。あの頃、ボクたちは毎日のように戦ってたからね。じゃあ、改めて名乗ろうか。ボクは……峰家六代目当主──峰梨央」

「アタシは……霧谷家六代目当主──霧谷雪奈」

　次の瞬間。

　まるで遠い過去を懐かしむように、二人の少女は声を合わせて──。



「「ここからは──蒐狩集りの時間だ」」



「───」

　かくして、火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　峰梨央と霧谷雪奈。

《血核ハートレス》と《魔狼フエンリル》。

　赤と黒。

　相対する二色のウィッチクラフトの所有者である彼女たちは、まるで鏡合わせのようにその一歩を踏み出して──。








　──激突した。








あとがき





　お久しぶりです！　第四巻は夏真っ盛り！　あさのハジメです。

　今回は作中の季節も発売日も真夏ド真ん中！　というわけで、ラブコメ増量！　そして……。

　まゆっちフィーバー！

　前巻ラストの勢いそのままにまゆっちさん大活躍です。……いえ、今回のアレはちょっとやりすぎなのではないかと思いましたが、担当さんに「正直四巻が一番グッときました！」と言っていただけたので、おそらく方向性に間違いはないと思う今日この頃ごろです。当然、ラブコメだけでなくバトルの方もガンガン加速していきます！

　さらに、この『蒼そう柩きゆうのラピスラズリ』のコミックも『月刊コミックアライブ』で絶賛連載開始中！　原作よりもさらにバトルが際立った展開は必見です！

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の成なり田た様。今巻で印象に残ったことと言えば、「誰だれの水着姿をイラストにするか？」で一時間ほど白熱した打ち合わせをしたことで……はい、アラサーの男性二人が一体何をやってるんだという話ですが、そんな感じで今後ともよろしくお願いします。

　水着シーン＆バトルを凛り々りしく描かいてくださった菊きく池ち政せい治じ様。今回はセツナ押しということで表紙、口絵、見開きと……お忙しい中、ありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校正様、デザイナー様、この本を世に出すために尽力してくださったすべての方々、一緒にお酒を飲んでくださる作家の皆様、作品の根幹を一緒に作ってくださった前担当の庄しよう司じ様、コミックの作画を担当してくださっている吉よし岡おか公きみ威たけ先生、そして読者の皆様。

　もうすぐ自分の作家人生も五年目に突入しようとしています。デビューしてから今までの時間はとても濃密でまさに光陰矢の如ごとしといった感じでした。今後とも少しでも面白い本を世に出し続けられるよう、精進していきます。

　さてさて、それではここで恒例の次回予告のコーナーを。今回もネタバレを含んでいますので、まだ今巻を読んでいない方はお気を付けください。

　次巻の冒頭は今巻のラストの引きそのままにバトル展開！　そして、突如主人公たちの前に姿を現す《白兎ホワイトラビツト》。彼女の目的とは？　ラピスと主人公の関係はどうなってしまうのか？　次巻もラブコメ＆バトル全開でお送りできればと！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、今年の夏もガンガン走り続けていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします！

あさのハジメ










　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。

　　東京都在住。

　　趣味はプロレス観戦とロックバンドのライブに行くこと！

　　しかし、先日某ロックバンドのライブに行ったら前にいた人のヘッドバンギングに巻き込まれて前歯にヒビが……！

　　そして最近は筋肉痛も二日後くらいに来るようになってきたので、そろそろ身体を鍛え直そうと思っている今日この頃。



　イラスト

　菊池政治（きくち・せいじ）

　　ＨＰ「アメリカン拳法ＢＬＯＧ」

　　http://americankenpou.blog74.fc2.com/










蒼柩のラピスラズリ４



著者名……あさのハジメ

発行者……三坂泰二
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